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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　ソリス・アレクサンドロがマシロを狙ねらってきた事件屋ロジャーとゲルニカを撃退した日の夜のこと──ぶっちゃけ一巻のエピローグのあたり。

　どこかの街の、どこかの建物の一室──薄暗く狭い部屋。

　豪ごう奢しやな椅い子すに腰掛ける一人の少年と、その隣に侍はべる一人のメイド。

　少年──近代的な赤い服／黒髪／小柄で中性的な顔立ち＆微妙にひねくれた印象。

　メイド──灰色の瞳ひとみ／右目に眼帯／灰色の髪／無表情。

　机の上には通話機、通話の相手はロジャー・アランカル。

「それでロジャー。例のスケルトンは捕らえたか？　これから引き渡しの場所を指定する。配下の者をやるからそこへ連れてきてくれ」

　少年＝ホーリーが淡々と言う。

『そ、それがだな旦だん那な、えーと……』

　通話機から返ってくる返事は、妙に歯切れが悪い。

　いつもの無駄に自信に溢あふれた態度はどこへ行ったのか。

「……まさか、しくじったのか？」

『いや、お、あ』

　機械越しに動揺の気配が伝わってくるかのような露骨な狼狽うろたえぶりだった。

「しくじったのか、と訊きいている」

『そ、そんなわけねえだろこの俺おれ様がガハハハハ』

「ならば捕らえたのだな？」

『い、いやその、なんと言いますか……そ、そうだ！　あ、あのスケルトンはあんたらが欲しがってる《欠片フラグメント》なんかじゃなかったぜ！』

「何……？」

　ホーリー眉まゆをひそめる。

『アレはほら、学生がたまたま呼び出しちまった召喚獣らしいぜ！　いやー最近のガキはなかなかやるもんだなあさすがは俺の後輩だぜハハハ』

　……怪しすぎる。まったく信用できない。やはり子供連れで活動している事件屋などに任せるべきではなかったのではないか……そんな後悔が浮かぶ。

「……ふう……。……では、それでも構わないから捕まえろ」

『は、はいっ!?　なんでまたそんな』

「フラグメントでないとはいえ、まるで生きているように振る舞うスケルトンなど珍しいからな。興味がある。勿もち論ろん報酬は上乗せしよう」

『そ、それはその！　無理なんだぜ旦だん那な』

「無理？　何故だ」

『い、いや、そのスケルトンの飼い主のガキが生意気にも抵抗しやがってだな、勢い余ってだな、ついそのスケルトンを破壊しちまったわけよ』

「…………」

『こ、この俺様にかかればフラグメントでも何でもないちょっと特別なスケルトンなんざ楽勝ってモンだぜ』

「……たしかにそのスケルトンの中身がフラグメント《黄ヨ泉ミ》ならば、そう簡単に破壊できるものではないが」

『そ、そうだろそうだろ!?　それでまあ、俺には全然責任がないとはいえ、旦那の希望に応えられなかったのはこっちとしても心苦しいから、報酬は約束の九割でいいぜ！　大至急いつもの口座に頼まあ。それじゃ次の仕事を待ってるぜ──』

「待て」

　早口でまくし立てて通話を切ろうとするロジャーを止める。

『な、なんだよ？』

「とりあえず事実確認のため部下を送る。お前はそのままカドゥケウス市で待っていろ。報酬の支払いはそれからだ」

『うげ……!?』

「逃げるなよ」

　冷たい声で念押しして通話を切り、思案。

「……さて、誰だれを向かわせるべきか……ロジャーの話が虚言だった場合に代わりにフラグメントを回収し、ついでに奴を抹殺する人間を……」

「私が参りましょう」

　傍らで話を聞いていた眼帯のメイド＝シズが口を開いた。

「……何？　お前が自ら出向くというのか？」

「一ひと桁けたナンバーのフラグメントです。万一にでも失敗があってはなりませんから」

　淡々と言うシズに、ホーリーしばし押し黙り、

「……そうか……暫く会えなくなるのか。寂しいな」

　どこか拗すねたような顔でそんな、いかにも黒幕っぽい役柄にはあまり相応しくないような台詞を言った。

　シズはそんなホーリーを無表情のまま見つめ、不意に、

　──ちゅっ、と唇についばむようなキスをした。

　さらに彼の耳元で囁ささやく。

「……今こ宵よいはそのぶん激しく愛してください」








第一章　ネクラ少女奔走編







　ソリス・アレクサンドロが《フラグメント》の存在を知ってから数日。

　要するに２巻のエピローグから数日後。

　シェンファの話によれば、マシロをスケルトンとしてこの世に蘇よみがえらせた黒い魔石は、三〇〇年前にアメツチ王国の英雄ルザルカらによって砕かれた《賢者の石》の欠片──《フラグメント》の一つで、もしかすると世の中には、死者を完全に蘇そ生せいさせるフラグメントも存在するかもしれないという。

　この数日、ソリスは自由に使える時間を全て《賢者の石》の情報収集に費やしていた。

　ようやく手に入れたマシロを人間に戻すための情報。

　ソリスは必死になって様々な文献を調べた。学院の教師達に質問したりもした。

　しかしその努力も空しく、今のところ有力な手がかりは一つも得られていない。

《賢者の石》という単語が一番多く登場したジャンルの本は、子供向けの絵本だった。

（……もともと実在さえ疑われているものだ……それも当然、か）

　ソリス自身、シェンファに話を聞くまでおとぎ話だと思っていたし。

　ソリスの質問を受けた教師達の中には、優等生のソリスが勉強のしすぎでおかしくなってしまったのかと本気で心配してくる人もいた。

（……やっぱり学院内にあるような文献では望み薄だな）

　学院にある本は学生が勉強しやすいよう魔法体系ごとに選別されて各科の図書館に収められていて、極端にマニアックだったりマイナーだったりするものは少ない。

　個人出版だったり発禁処分となった本もない。

　そういう文献の中にこそ、自分が求める情報があるのかもしれないのに。

「……リス様」

（……あらゆる魔道関連の文献が収められているという王都の大魔道図書館にならそういう本もある筈はずだ。だがそこに入れるのは宮廷魔導師だけ……）

「……ソリス様」

（歯は痒がゆい……！　宮廷魔導師にはいずれなってやるけど、俺おれには今すぐ必要なんだ）

「ソリス様！」

　いきなり耳元で大声。

「!?」

　慌てて思考を現実に戻すと、赤い髪の少女、キャロルがふくれっ面でソリスを見ていた。

「……あ、キャロル」

「あ、キャロル、ではありませんソリス様。わたくし達の番が来ましたわよ」

「え？」

　周囲を見回す。

　場所は精霊魔法科のだだっ広い草原＝魔法の実習場として使われる広場。

　教師とクラスメート達、そして彼らにまじって一体のスケルトン＝ソリスの幼なじみマシロ・アナスタシアが、そろってこちらに注目している。

　ソリスようやく我に返る。

　今は魔法演習の授業中。

　今回の授業内容＝他人に対する防御系魔法の実践。

　ペアを組み、相手に対して防御魔法をかける。

　一応自分が完全にマスターしている魔法しか使ってはいけないことになっているが、危険はほとんどない。

　ソリスにとっては余裕もいいところだ。

　……だからこそ、授業とは関係のないことに頭が行ってしまったわけだが。

「ご、ごめんキャロル」

　ペアである彼女に謝りつつ、ソリスは広場の中央に出る。

「よし、それではまずはソリス・アレクサンドロ。自分が最も得意とする防御系魔法をペアにかけてみろ」

「『最も得意な魔法』と言われても困ってしまいますね。得意なものがありすぎて、どれを選べばいいのか迷います」

　教師の指示に不敵な軽口を返し、魔法杖ウイザーズロツドに魔石をセット。

「また魔石間違えるなよー」「いやむしろ俺おれはそっちに期待してるぜ！」「スカートめくり希望！」「スカートめくり！」「スカートめくり！」「スカートめくり！」

「う、うるせえっ！」

　男子生徒達からのヤジに、顔を赤くして怒鳴り返す。

　数日前に魔法の演習で失敗し女子生徒達のスカートを派手にめくり上げてしまったことで、こんなふうに今でもからかわれている。

　マシロには『近寄りがたい完かん璧ぺき超人よりもいいじゃないですか、この機会にみんなとお友達になっちゃいましょう！』なんて言われているのだが、やっぱり恥ずかしいものは恥ずかしい。なかったことにしたい過去だ。

（……見てろ。俺はソリス・アレクサンドロ──天才魔道士だ！）

　念のためセットした魔石を確認してみても、今回は間違いない。

　使うは風精霊のランクＡ《風王甲冑ゼフアーメイル》。

　対象の全身を、剣や銃弾さえ弾き返すほど強力な風の結界で覆う術。

　恐らく学院の二年生でこの魔法を使える者はソリスただ一人。

　難度は高いが、風魔法で自分が失敗することなど有り得ない。

　杖つえに魔力を注ぎ込み──詠唱開始。

「遙ハルかカ／遙ハルかカ／晴れやかハルカな／高タカ見ミに臨ノゾむ／天ソ空ラの覇者王／何ナニ物モノにも傷つかず／何ナニ者モノをも傷つけず／ただ空ソラを翔カるル／狩カるル者も届かず／空カラの玉ギヨク座ザ／覇者王の頂イタダキ／華ハナやかな風カゼ／晴ハれナやかに何ナ故ゼ／さながら鎧ヨロイ／纏マトうウ大カ気ゼ／悠ユウ然ゼンと／空クウ前ゼンの／悠ユウ久キユウを──……」

　平行して無数に存在する異界の一つ《精霊界》より無数の精霊が集まり、呪じゆ文もんという命脚令本に基づいた超常現象物語を忠実に実演行出すべく準備する。

　あとは号令するのみ──奇蹟の物語魔法の幕を上げる。

「──無ム敵テキの鎧ヨロイたれ!!」

　ソリスが叫んだ、その時だった。




　────ぱき




「え──!?」

　木製の魔法杖の先端部分＝魔石をセットする箇所に、突如として罅ひびが入った。

　次の瞬間、ひび割れた部分から緑色の強い光。

　ばきばきばきばきばき……!!

　罅ひびは急速に杖全体へと広がっていき──砕け散る。

　ソリスの手の中に、粉々になった木片と折れて短くなった魔力管（杖の内部の、術者の魔力を効率よく先端へ伝導するための細い管。温度計みたいな感じ）だけが残される。

「うあちっ！」

　熱を帯びた魔力管を慌てて手から放す。

　そこでキャロルの悲鳴。

「きゃ、きゃああああ!?」

　杖つえを失った魔石、その周囲に集まっている何千何万という風精霊シルフ。

　寸前で命令が中断され、魔力が還元されるための杖もなく、不完全な命令をその身に宿したまま暴走状態となる！

　緑色の光がキャロルの全身を包み──ぶちぶち、ぶちぶちと何か細い紐ひもが千切れるような音がしたのち────


　　　──────バチィィィィ────ッ!!



　キャロルの着ていた制服、および下着が全て、はじけ飛んだ！

　無数の風精霊達は服の破片と一緒に弾け、音もなく大気へと消えていった。

　ころん、と地面に魔石が転がる。

「……い、い、い……」

　残されたのは呆ぼう然ぜんとするソリスや他の生徒達と……

「いやあああああああああああああああああ──────────────ッ!!」

　全裸で悲鳴を上げるお嬢様だけだった。

「ど、どうしてわたくしがこのような目に遭わねばなりませんのそういえば数日前にも何故か気を失って山の中に裸で放り出されておりましたしどうも最近めっきりヨゴレになっているような気がしますわ天下のツンデレ属性持ちでメインヒロインすら夢ではないと思われておりましたのに──────────────ッ!!」





　　　†






　魔法杖ウイザーズロツドが砕け散った原因は、強力な魔法を連発しすぎたためらしい。

　ソリスが使っていた魔法杖は精霊魔法科の生徒の間で長年にわたり人気があるモデルで、精霊魔道士に必ひつ須すの魔石の取り外しが簡単なのが最大の特徴。

　耐久力もそこそこで、ランクＡまでの魔法の使用に耐えることが出来る。

　魔法のランクとは発動に必要な魔力の量と制御の難易度によって決まるが、基本的に使う魔力が大きいほど制御が難しくなるため、実質は消費魔力による格付けと言っていい。

　ちなみにランクは下はほぼ無詠唱でも使えるランクＥから始まり、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ａ、Ａの上にはＳ、さらに上にはＳＳダブルエス、ＳＳＳトリプルエスと続いていく。

　一般的に、個人が普通に使える魔法の上限がＡ、魔道具や魔法陣などの準備をして初めて使えるのがＳ、それ以上になると複数の魔道士が協力して実行する必要がある。

　天地戦争時代に使われた記録が残るランクＳＳＳＳＳクインテイプルエスの戦略級大規模破壊魔法など、一流の魔道士一個師団が必要だったらしい。

　ソリスはランクＳ以上の魔法を使ったことはない。

　だがゲルニカやシェンファとの戦いでフラグメントによって魔力を増幅させ、分類上はランクＡでも実際はそれを遙はるかに超える負荷を杖つえにかけていたらしい。

　……戦いの真っ最中に壊れなかったぶん、運がよかったと思うべきだろう。

　それはともかく。

「……というわけで貯金が底をつきました。完全無欠のすっからかんです」

　学校が終わって新しい杖を購入して部屋に戻ったソリス、重々しい声で言った。

【すっからかん、なんですか】

　マシロがノートに文字を書いた。

　ソリスがっくりとうなだれ、

「……ああ。本気でもう、これっっっぽっちも金がない。奨学金が振り込まれるまであと一ヶ月以上あるし……明日の昼ご飯を食べると完全にゼロになる」

【言うなれば《ゼロのソリス》ですね】

「……微妙にかっこいい二つ名だな。一文無しの分際で」

【となるとわたしは《ゼロの使い魔》ですね。何故かお金持ちになれそうな気がします】

「俺おれも不思議とそんな気がするけど現実はド貧民だ」

　苦笑し、深々とため息をつく。












「……正直やばいぞ。かつてないほどやばい」

　王立トリスメギストス魔道学院はその名の通り魔法の学校だから、魔法が使えなければ話にならない。

　魔法を使うには（シェンファのような例外は別として）魔法杖ウイザーズロツドは必要不可欠で、あそこまで粉々になってしまったら修理など出来るわけがなく、新しいものを買うしかない。

　……だが、魔法杖は正直……非常に高い。

　魔法が一部の支配者層だけのものだった時代と比べれば魔法杖の生産体制も整い格段に安価になったものの、やはり気軽にほいほい買えるようなものではない。

　ソリスの使っていた魔法杖は、魔法杖の中では安物の部類ではあるが、それでも先日買った新品の眼鏡なんかより圧倒的に高い。

　かといって魔法を覚えたばかりの初心者が使うような安物の杖つえを買っても、高等部の授業で扱うような魔法の使用には耐えられないし。

　ちなみに新しく買った杖はこれまで使っていたのとまったく同じタイプ。

　本当はまた先日のような戦いになったときに備えてランクＳの魔法にも耐えられる物を買うべきだったのだが、経済的理由により無理だった。

　店には他にも、魔石を同時に四つセットできる回転式魔法杖リボルバーロツドとか増幅器ブースター内蔵型とか自動照準装置付きとか最新型の魔法杖も並んでいて、やっぱり男の子だからそういう杖への憧あこがれもあったけど、これまたアホみたいな値段だった。

「はぁ……俺おれさあ、子供の頃ころは魔法があれば何だって出来ると思ってたんだよな……。実際には金を食うわ食うわ。魔石だって使いすぎれば壊れるし魔法陣を描くのには専用の薬がいるし。現実は世知辛いなあ……」

【ソリスくん、お金がないなら働くしかないですよ】

　マシロの至極まっとうな意見。

「……ま、そうなんだけどな」

　二年になって強引に生徒会に入れられるまでは幾つかのアルバイトを掛け持ちしていたから、働くこと自体は慣れている。

　だが今は、バイトよりも授業よりも生徒会の仕事よりも、フラグメントの捜索を何よりも優先したかった。

　一分一秒でも早く、マシロを人間に戻してあげたかった。

　金がないなんて凡俗な悩みに足を引っ張られたくない。

　フラグメントを調べる過程で見つけた資料によれば、シェンファをフラグメントの実験に使った狂気の魔道士ハロルド・ファウストは、ヘルメス二十四貴族にも匹敵するほどの財力を持つ資産家だったという。

　それほど優れた魔道士ではなかったというハロルドがフラグメントを幾つも集めることが出来たのは、金にものをいわせて人手や情報を搔かき集あつめたからだろう。

　……いくら学院では天才だの完かん璧ぺき超人だのともてはやされていても、自分は所しよ詮せんただの一貧乏学生に過ぎないのだと思い知らされる。

「あーあ、どっかにいいバイトはないかなあ。何もしなくても自動的に大金が転がり込んでくるようなやつ」

【ソリスくん……それは人としてかなりダメな発言ですよ……】

「冗談だよ」

　苦笑し、今日借りてきた文献を読み始める。

　マシロ、そんなソリスの腕をちょいちょいと引っ張り、ノートを向ける。




【ソリスくん、焦らないでくださいね】




「…………」

　さらに書き書き。

【わたしのことよりもまずは自分のことを考えてください。ソリスくんは毎日ちゃんとご飯を食べて毎日ちゃんと寝ないといけないんですから。わたしのためにソリスくんが身体を壊したりしたら大変ですからね】

　そしてマシロ、手を伸ばし、ソリスの頭をゆっくりと撫なでる。

　肉のない、骨だけの手。

　それなのに不思議と温かく、心が落ち着くような気がした。

「……分かったよ。まずは自分の生活をどうにかすることにする」

【うん。それでいいんです】

　ソリスは思う。

　こんなふうに、自分のことよりもソリスの方を心配してくれるような彼女だからこそ、なおさら早く人間にしてあげたいと思ってしまうのだ、と。
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　その翌日の放課後。

「なるべく体力的にキツくなくて時間的な拘束もユルめでなおかつ時給も高い、そんなムシのいいバイトに心当たりはないだろうか」

「ありますよ」

「あるのかよ!?」【あるんですか!?】

　あっさりと言ったメイに、ソリスとマシロが同時にツッコんだ。

　生徒会室に向かう途中、メイとヒカリに出くわしたので、この街のことに関してはソリスよりも遙はるかに詳しいメイにダメもとでいいバイトはないかと訊たずねたところ、なんとこんな答えが返ってきた。

　ヒカリ、

「メ、メイちゃん、いくらなんでもそんな、『働いたら負けかなと思ってる』的なクズ思考と同レベルの世の中を舐なめているとしか思えない駄目願望を満みたすようなお仕事なんて現実にあるわけないじゃないですか。今の人として駄目な発言がソリスせんぱいの冗談だってことくらい、私みたいな腐りかけてウジ虫が湧わいているゾンビ脳持ちの低級生物ですら分かりますよ、ね、ソリスせんぱい。せんぱいも冗談を仰るんですね、うふふ。ユーモアのセンスもあるなんて流石さすがですせんぱい、私のようなネクラゴミムシ科ニンゲンモドキとはわけが違います……」

「お、おう。もちろん冗談だとも」

　半分くらい本気だったのだが、誤魔化す。

【じー】

　マシロがこちらを見てくるけど無視してメイに向き直り、

「そ、それでもちろん俺おれの質問は冗談なんだけど、でも今、『ある』って言ったよな？」

「はい、ありますよ。先パイが裸にな──」

「却下だ」

　最後まで聞くまでもなくロクでもない発言確定だったので、さっさと踵きびすを返す。

「メ、メイちゃん、そういう路線がアリだったら私だってソリスせんぱいをゾン──」

「もっと却下だ!!」

　振り返って全力で拒絶。相変わらずこの死霊術師コンビはアレすぎる。

　立ち去ろうとするソリスを、メイが呼び止める。

「今のは冗談ですよ先パイ。でも、良さそうなバイト先があるっていうのはホントです」

「……マジか」

　メイ、笑顔で頷うなずく。

「マジですよー。三番街の『ムーンラビット』があったテナントにこないだ新しく入ったお店なんですけど、貼はってあったバイト募集のポスターを見たらただの喫茶店なのに時給がすっごくいいんです」

　……具体的な金額を聞いてみると、たしかにすごかった。

　飲食店のバイトは前にやったことがあるけど、その時の三倍近い。

「……ホントかよそれ。見間違いじゃ……」

「ホントですっ！　わたしの目を見てくださいっ！　顔と顔がくっつくくらいに近づけてまじまじと見つめてください！　……じゅるり」

「……下心に濁りまくってるな」

「さ、さすが先パイっ！　先パイにはわたしの考えてることが何だって解っちゃうんですねっ！　心が通じ合ってる証拠です結婚しましょう！」

「で、その時給が本当だとして、どうしてそんなに太っ腹なんだ？」

「さらりとスルー!?　最近先パイの切り返しスキルがレベルアップしてる気がします」

「スルーを覚えなければ精神がもたないからな。……で、バイトの話だ。いくら時給が良くてもあまりにもキツいのは駄目なんだ。今は他にやることが山積みの状態だからな」

「うーん、あんまり流行ってる様子もなかったですし、多分大丈夫だと思いますよ。もしかするともう募集を締め切ってる可能性はありますけど」

「ふむ……」

　少し考え、

「……ま、ここで話していても仕方ないか。とりあえず行くだけ行ってみよう。案内してもらえるか？」

「はいっ、喜んで！」

　嬉うれしそうに頷うなずいたメイに先導され、ソリス達は件くだんの喫茶店へと向かう。

　一切描写がなかったけど実はソリス達と一緒に生徒会に向かう途中だったアイザックに、今日の生徒会は欠席すると会長達への伝言を頼み。

　学院を出る道すがら、

【ソリスくん、最近生徒会のお仕事をサボっちゃうことが多いですよね】

「……まあな」

　サボったときの仕事はちゃんと家に持ち帰ってやっているのだが、後ろめたさを感じるのは確かだ。生徒会では緊急の仕事が入ることもよくあるし。

【クビになっちゃいますよ？】

「……それはむしろありがたいかも」

【駄目ですよソリスくん。選ばれた以上は自分の仕事はしっかり果たさないと】

「うーん……強引に副会長に立候補させられただけだからな」

【それでも、です。責任感のない子は嫌いになっちゃいますよ？】

「え、それは困る」

　思わず素で返してしまい、すぐに赤面。

【うふふ、ソリスくんはいい子ですね】

「子供扱いしないでくれよ。生きてきた年数で考えると俺おれの方が年上なのに……」

【『子供扱いしないで』と言っている間は、いつまで経ってもソリスくんはけつのあおいがきですよー】

　……マシロにはかなわないなあとソリスは思った。
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「……で、やっぱりこういうオチか。はいはいこれで三回目ですよコロリと引っかかる俺の方が悪いんですよ」

　件くだんの喫茶店の店構えを見た瞬間に、ソリスは後悔した。

　メイ曰いわく「普通の喫茶店」だそうだが、この娘の感覚は前衛的すぎる。

「寺院と眼鏡屋の件で分かってた筈はずなのになあ……」

【お金に目をくらませるものじゃありませんね】

「なんで二人とも引いてるんですか!?　ステキなお店じゃないですか！」

　ソリスとマシロの反応にメイは頰ほおを膨らませた。

「うう……目がちかちかして思わず自分の眼球を搔かきむしりたくなります……」

　ヒカリにとってもこれは苦手な雰囲気らしい。

　喫茶店『ストロベリーフィールド』。

　屋根から壁から扉まで原色のペンキでけばけばしく塗りたくられ、落ち着いた雰囲気の建物が多いこの通りの景観をぶち壊している。

　窓一つなく、外から中の様子は見えない。

　事前に聞かされていなければ、ここが喫茶店だなんて絶対に分からないだろう。

　これで客が入ったら奇き蹟せきだ。普通は近づきもしない。

「……つーか、本当に喫茶店なのか？　なんかいかがわしいサービスをする類の店じゃないだろうな。たしかにそういう店なら給料がいいのも納得なんだが」

「大丈夫ですって先パイ。メニューは普通でしたから。味の方は可もなく不可もなくって感じでした」

「そうなのか……」

　ともあれ、入ってみることにする。

　先日メイに紹介された眼鏡屋も店の雰囲気や店主のキャラはアレだったが、質自体はなかなかのものだったし。

「……あ、たしかに時給いいな」

　店の入り口近くの壁にアルバイト募集の貼はり紙がみを見つけた。

　年齢制限特になし、勤務時間は応相談。

　店の扉を開く。

「「「お帰りなさいませご主人様ぁ」」」

　甘ったるい声で出迎えたのは三人の同じ顔をした若い女性店員。

　多分三つ子だろう。

　全員明るい茶色の髪で瞳ひとみは黒、歳はソリスより少し年上くらいの美女。

　一人は白地に黒い斑はん点てん（牛の模様だ）がついたエプロンドレスにカチューシャ。大胆に開いた胸元からはち切れそうな乳の谷間がのぞく。

　一人はピンク色のエプロンドレス、頭にはウサギの耳がついたカチューシャ。胸は普通。

　一人は黒色のエプロンドレス、頭には猫の耳がついたカチューシャ、首には鈴のついた首輪。胸は小さい。

　全員、スカートは極めて短く、袖そでも肩が露出しそうなほど短い。

　……顔がまったく同じで身長も同じくらいなのに、何故胸のサイズだけこうも違うのかと純粋に生物学的な見地から興味がなくもなかった。

「…………」

　硬直状態のソリス、首だけメイに向け、

「やっっっっぱりいかがわしい店じゃねえかよ！」

「あらぁご主人様、ここはいかがわしい店じゃないにゃー」

　貧乳ネコミミメイドが言った。

「そうそう。ここはご主人様にくつろいでいただく癒いやしの空間ウサ」

　桃色ウサミミメイド。ウサてお前。

「ゆっくりしていってくださいモ～」

　巨乳牛メイド。モ～って果たしてこれは女の子の語尾としてアリなのか。

「あ、いや、俺おれたちは客じゃなくて……その、バイトの貼はり紙がみを見て……」

　そのまま席に連れて行かれそうな勢いだったので、とりあえずそう伝える。

「あら、バイトの申し込み？　それでは店長のところに案内しますウサ」

「一緒にお仕事する仲間が増えるのは嬉うれしいにゃー」

　客でないと分かっても語尾はそのままらしい。

　三つ子の動物女に案内されソリス達は店内へ。

　内装もまあ、外からの印象とほぼ変わらず、ケバい。

　壁には極彩色の前衛的（？）な絵が描かれ、床は余すところなくカラフルなタイル張り。

　椅い子すやテーブルも原色の赤や緑で染め上げられている。

　割と広いのに、妙な心理的圧迫感があった。

「……慣れれば心を病んだ人の心象風景みたいで落ち着くかもしれません……」

　ヒカリがアレなことを言った。

　客の姿はなく、ついでに三つ子以外の店員の姿もなかった。

「……一応聞いておくけど、ここってそもそも男の店員を募集してるのか？」

「大丈夫ですモ～。男性にも女性にも愛されるお店になるために、店長はイケメン男子のバイトが欲しいって常々言っていたモ～」

「……そうですか。それはそうとその変な語尾はどうにかなりませんか」

「キャラ作りのためですにゃー。申し訳ございませんにゃー」

「……異様にムカつくのは俺だけか」

「べ、べつにあなたのためにこんな口調で喋しやべってるわけないんだからねモ～」

「も～何がなんだか……！」
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　そうこうしているうちに店長室まで連れてこられてしまった。

「店長、失礼しますにゃー」

「ささ、どうぞどうぞウサ」

　促されソリス達は室内に入り──。

「…………ッ!?」

　思わず絶句。

　そこには、何かやたらと派手な人がいた。

　床に付くほど長い派手な着物を幾重にも着込んでいる。

　大昔のアメツチ王国の貴族の女性が着ていたという、十じゆう二に単ひとえと呼ばれる衣装。

　全ての指に宝石を鏤ちりばめた指輪。長く伸ばした爪つめも全て派手な色。

　髪は長い金髪で、瞳ひとみの色も同じく金色。

　年齢は二十代半ばか三十ほどだろう。

　顔立ちもなんというかゴージャスな感じのする目鼻立ちのハッキリした感じの美人で、とにかく何から何まで派手。

　ソリスの背筋にイヤな汗が流れる。

「……ま、まさかとは思うが、その……」

「店長、アルバイトの希望だそうですモ～」

「帰る！　やっぱり帰る！」

　至極当然の判断をしてソリスは逃げようとした。

　が、ウサギ女によって部屋のドアが閉められる。

「くくく、せっかくのイケメン眼鏡男子、逃がさないウサ」

　ウサギのくせにその目は完全に肉食動物のものだった。

「──当店で働きたい、と仰るでござりまするか」

　店長が言った。

　この店の店長だからやっぱりというか何というか、おかしな口調。

「いえ、やっぱり遠慮したく……」

「……ふむ、ふむ……」

　ソリスの声など聞こえていない様子で店長はじっとソリスを凝視する。

「あなた、喫茶店で働いた経験はござる？」

「……はあ、一応」

　言葉の遣い方がなんか変だと思いながら頷うなずく。

「では採用ざます」

「早っ!?　あとまた口調が変わった!?　って、だから俺おれはここで働く気は──」

　店長は忙しくツッコミを入れるソリスを完全に無視して彼の後ろへ視線を移し、

「そちらの少女達もアルバイト希望者でありんすか？」

「あ、いや、バイト希望なのは俺だけで──」

「そうでーす」

　ソリスの言葉を遮って言ったのはメイだった。

「へ？」

「接客は得意ですっ！　先パイともども、よろしくおねがいしまーすっ！」

　快活に言って元気にお辞儀するメイ。小柄なくせに生意気な胸が大きく揺れる。

　客商売向きの人材であることが一発で判る態度だった。

　さらにはヒカリまでも、

「わ、私もどうか雇ってください！　働いたことはありませんけど何だってやります床を舐なめろと言われたら舐めますだって私のような低能に出来ることなんてそれくらいしかありませんから……」

「分かりましたるのです。二人とも採用しマッスル」

「採用なのかよ！」

　床なんて舐められても困るだけだろうに。

　……ついでに口調がコロコロ変わるのでキャラが摑つかみづらいというツッコミも入れたかったが、キリがなさそうなのでグッと我慢した。

　店長はさらにマシロへと顔を向ける。

「それで、そちらのお骨さんは？」

【わたしはソリスくんの保護者です】

「というのはもちろん冗談で俺おれの使い魔です」

「……お若いのに随分立派な使い魔を連れてござるのねえ。もしかしてその使い魔さんも雇えといわはるのかしらん？」

「いやいやまさか」

【お願いします。わたし、こう見えても骨のある女ですよ】

「おいっ!?」

「うふふ、面白い使い魔さんであらしゃること。よござんす、採用しませう」

【ありがとうございますー】

　……そんなこんなで、なし崩し的に全員ここで働くことになってしまった。

「なんか最近流されっぱなしだな俺……」

　がっくりうなだれるソリス。

「おっと、そういえば自己紹介がまだでごわしたね。わたくしは当店のオーナーであり店長のミセス・ゴールドと申します。この三人は正社員で右から牛子、ウサ子、猫子。もちろん全員偽名なんじゃらホイ」

「……何故に喫茶店で偽名を」

「細かいことを気にすんじゃねーですボケがァ。ほら、次はユーたちの番ですことよ」

　ゴールドに言われ、ソリス達も自己紹介した。

「ソリス氏に、メイ氏に、ヒカリ氏に、マシロ氏と。覚えましたんす。お店での名前はそうですねえ…………『眼鏡』、『おぱい子』、『ネクラ子』、『骨子』ということで」

「な……!?」

「おぱ……!?」

「……うう、自分でも適切だと思ってしまったことが逆に泣けます……」

【……べつにいいですけどー。たしかにあだ名ってそんなもんですけどー】

　一様に不満そうな四人にゴールド、

「この喫茶店はただの喫茶店にあらず。お客様に世知辛い現実を忘れてひとときの夢のような時間を過ごしていただくという崇高な理念を持っているのです」

「なんか風俗店みたいなコンセプトですね」

「黙らっしゃいこの眼鏡！　それ以上無礼な発言をするならば眼鏡を割りますよ！」

「！　そ、それだけはやめてください……！」

　本気で怒らせてしまったようなのでソリス謝る。

　買ったばかりの眼鏡を割られては立ち直れない。

「……お店で働くあーたたちもまた、俗世の名前を捨て、いわばこの幻想郷に住む妖よう精せいさんになりきってお客様をもてなすのじゃ。アンダスタン？」

　……だからって眼鏡やらおぱい子はねえだろうと思ったが、なんかもうどうでもよくなってきたので反論はやめた。

「それでは細かいシフトなどを決めたのち、牛子たちから仕事を教わりなさいな。今はお客さんが入ってませんが、うちはいつも暗くなってからが忙しくなりますのよ」

　……暗くなってから繁盛するって、やっぱり「そういうお店」だと思われてるんじゃないかと思わなくもなかった。
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　ゴールドの言葉通り、夕方頃ごろからだんだん客が入りはじめた。

（世の中って広いなあ……）

　心の底から驚く。

　学園都市なので当然ながら学生が多いが、もっと年上も多い。

　この街にも役所や商店はあり、そこで働く大人達も大勢いる。

　店のメニューは普通の喫茶店らしくコーヒーや紅茶、軽食が主なのだが、酒や定食も扱っているためそれらの注文が多い。

　喫茶店というより、喫茶店でもある料理店という感じだった（ぶっちゃけてしまうと、現代のファミレスみたいな感じです）。

　……しかし、それほど忙しくはなかった。

　仕事内容は他の飲食店でバイトしていたときと変わらなかったので手際よくこなせたし、客の数が多いときでも席は三分の一くらいしか埋まらないし、夕方からは三つ子以外のアルバイトもやってきて、彼女たちだけでも十分に店は回っている。

　この規模の飲食店のホールの人数は基本的に五～八人程度だから、一気に四人も新しいバイトを増やす必要性はどこにも感じられなかった。

「先パイ先パイ、あの人、どこかで見た覚えがあるんですけど」

　店の端っこで立っていたソリスに、メイが声をかけてきた。

「たしかにどこかで見たような……ってあれ精霊魔法科ウチのフィーン先生じゃないか」

「学校の先生も食べにくるんですねー。サービスしておいた方がいいですか先パイ」

「……どんなサービスをするつもりだ」

　メイの格好を見て顔をしかめる。

　三つ子の牛子と同じ、ホルスタインメイドだった。

　この店は胸の大きさで女性の制服を決めていて、胸が大きいメイは当然のように胸元が大きく開いた一番きわどい牛メイド服を着せられていた。しかもノーブラらしく、動くたびに胸が大きく揺れる。

（……改めて見るとなんて格好だよこれ）

　異様なほど似合ってるのがまたいやらしい。

　ちなみにソリスはスラックスにベストという、いたって普通のウェイターの格好。

「あれ、先パイ顔が赤いですよ？」

　目ざといメイ。

「ふふふー、もしかしてこの制服のせいですかぁ？　先パイにだったら、もっと見せてあげてもいいですよぉ？」

　ただでさえ大きく開いている胸元に手をやり、さらに大胆に露出させてみせる。

「や、やめろって」

　真っ赤になり、ソリスは厨ちゆう房ぼうの方へ逃げ込んだ。

「あ～、待ってくださいよー先パイ」




　……まあつまりは、こんなやりとりができるほどに余裕というわけだ。




　客が少ないときは交代で控え室で休んだり勉強することも出来るし、閉店後にまかないも出るらしいし、これで時給まで高いときた。

　このバイトは正直……オイシイ。おいしすぎる。

　あのオーナーはもしかしてアホなのではないかと心配になってしまうくらいに。

（……金銭感覚の欠落した大金持ちが趣味で始めた店ってところか）

　日々の食費にも苦労しているソリスからすれば羨うらやましい限り。

　金持ちの道楽を利用して、せいぜい稼がせてもらおう。

「……ふっ」

　ソリスは一人、邪悪な笑みを浮かべた。
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　しかし仕事がデキるソリスやメイにとっては『楽して稼げるオイシイ仕事』でも、そうでない人間もいた。

　ガシャンッ！

　ソリスが控え室で休憩していると厨ちゆう房ぼうの方から皿が割れる音がした。

（……ああ、またか……）

　続けてコックの怒鳴り声。

「おめえなあ！　これで何枚目だよ！」

（十三枚目くらいじゃないかな）

　嘆息しつつ、急いで厨房へ向かう。

「うううごめんなさいごめんなさい生まれてきてすみません私のようなゴミ虫が人間様のお食事を手に取ってしまったから天罰が下ったんです」

「ごたごた言ってねえで早く片付けろ！」

「は、はいぃぃ！」

　涙目になりながら割れた皿と床に散らばった料理を箒ほうきで片付ける黒髪の少女。

　ヒカリ・ヒストリカ。

　格好はウサギを模したメイド姿。

　ソリスも片付けを手伝いながら、怒りが収まらない様子のコックに向かい、

「まあその、彼女は今日が初めてなんで……大目に見てやってください」

「……いくら初めてっつってもなあ。こう頻繁にせっかく作った料理を床にぶちまけられちゃあこっちもたまんねえよ」

「仰る通りですがそこを何とか寛大な心で」

「ふう……わーったよ」

　そう言って再び仕事に戻るコック。さすがにプロだけあって切り替えが早い。

「うぅ、ずびばぜんソリスぜんぱい」

　泣きながら謝ってくるヒカリに苦笑。

「気にするな。とりあえず、今日はもう帰れ。あとは俺おれがやっておく」

「うぅあでぃがどうございばずぅ」

「だから泣くなって……」

　手近にあった布で、ヒカリの汚れた顔を拭ふいてやる。

「……うぅ、ソリスせんぱい、それ、雑ぞう巾きんです……」

「うわっ、す、すまん！」

「……いいんです私のような薄汚い生ゴミ人間には雑巾がお似合いなんです……」

　よろよろと弱々しい足取りで厨房から去っていくヒカリ。

　入れ違いに、マシロが使用済みの食器を持って入ってきた。

　……彼女もまた、メイド服を着ている。

　動物ではなくスカートも長い、ごく普通のメイド服。

　こちらは意外にもてきぱき仕事をこなしている。

　たまにオーダーを間違えたり料理を運ぶテーブルを間違えたりするものの、普通の店員と比べても遜そん色しよくない働きぶりだ。

　骸がい骨こつのメイドってどうなのという気はするが、意外と客はすんなり受け入れていた。

　もともと店自体がイロモノだから、耐性の高い客ばかりなのかもしれない。

【ヒカリちゃん、大丈夫でしょうか】

「……さあなあ」

　皿は割るし料理はぶちまけるしオーダーを取りに行けばパニックになるし、正直なところ、この仕事は彼女に全然向いてないように思う。

「つーか、そもそもなんであの娘、いきなり自分も働くなんて言い出したんだ？　向いてないことくらい自分でも分かるだろうに」

【ソリスくんのせいだと思います】

「……いやまあ、そりゃ、あの娘が俺おれになんつーかアレなのは知ってるけど」

　しかしマシロはぶんぶん首を横に振り、

【そういうこともありますけど、そういうことじゃないんです】

「は？」

　ソリス首をひねる。

【ヒカリちゃん、ソリスくんに前に進むよう努力しろって言われたから、苦手なお仕事をやろうと決心したんだと思います】












「……？」

　よく意味が解らずしばし考え……思い出す。

　新しい眼鏡を買った日、呪のろいの眼鏡をかけて暴走したことで落ち込んでいるヒカリに、なんか説教したような気がする（２巻第一話付近参照）。

　新しい眼鏡を買って気分が良くてその場のノリだけで言った言葉なので自分でもよく覚えてないのだが、あれがそもそもの発端だったのか。

「……けなげだなあオイ」

【はい。けなげないい子ですね】

　ソリスは頭をかきながら嘆息。

「……正直、知りたくなかったよ。明日にでもあの娘に、バイトをやめるように勧めるつもりだったのに。そんな理由があったんじゃ、応援するしかないじゃないか」

　自分の言葉が原因で頑張り始めた女の子を、否定するようなことは出来ない。

　死に物狂いの努力によって天才の称号を手に入れたソリス・アレクサンドロは、努力している誰だれかを絶対に否定しない。
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　翌日の放課後も、ソリスとマシロとメイとヒカリは喫茶店『ストロベリーフィールド』のアルバイトに向かった。

　タイムカードにスタンプを押して、控え室で持ち帰ってきた生徒会の仕事を片付ける。

　店が忙しくなるまで二時間ほど余裕がある。

　ヒカリは三つ子に仕事を教わっている最中で、メイもその付き添い。

　ゴールドは店長室にこもりきりだし、楽なものだ。

【なんだかズルしてる気がしますね】

「しょうがないだろ。今は細かいことを気にしてる場合じゃない。効率よく金を稼いで効率よく仕事をこなして効率よく勉強して全力でフラグメントのことを調べる。それが俺おれのやるべきことだ」

　マシロと話しながらも書類に目を通す。

　やたらと分厚い本年度修学旅行計画書草案をチェック、問題点、疑問点などを次々に書き込んでいく。

　めんどくさいが、特に専門知識などを必要としない事務仕事なので楽だ。

　さっさと終わらせてしまおうとソリスが書類を読むスピードを上げたそのとき、いきなり控え室の扉が開き、ウサ子が顔をのぞかせる。

「おーい眼鏡くん、ご指名だウサ」

「は？　指名？」

　怪け訝げんな顔で聞き返す。

「うん。眼鏡くんをご指名のお客さんがいるウサ」

「ウェイターの指名なんてあるんですか？　なんかほんとにアレなお店みたいですね」

「まー気にするなウサ。今はあんまりお客さんいないし、サボってるよりマシでしょウサ」

「……う」

　それを言われると反論できない。

「今お客さんその人達しかいないからすぐに分かると思うウサ」

「分かったよ。……って、人達？」

　仕方なく仕事を中断して控え室を出る。マシロも一緒についてきた。

【二日目にして固定客がつくなんて……さすが天然女たらしですね】

「……もしかして怒ってる？」

【怒ってないですよ？　ソリスくんはわたしにらぶらぶですからー】

「ら……！」

　あまりに直球だったので顔が熱くなる。

　対するマシロの方も、微妙にソリスから顔というか頭部を背けた。

「……照れるくらいなら言うなよ……」

【照れてないです】

「そーかいそーかい」

【この顔が照れている顔に見えますか？】

「見えるさ。俺おれはマシロのことなら何だって分かるから」

　………………。

　…………お返しとばかりに思いつく限りのスイートな台詞を吐いてみたのだが、死ぬほど恥ずかしくなった。

【照れるくらいなら言わなければいいのに……】

「照れてない」

【そーかいそーかい】

「この顔が照れている顔に見えるのか？　見えます」

【……人の台詞を取って会話を完結させないでください。やっぱりソリスくんはこざかしいです。いじわるです】

「嫌いになる？」

【なりません】

　即答だった。

「……な、なんか即答されると恥ずかしいな」

【ソリスくんは恥ずかしがり屋さんですね】

「相手がマシロだからだよ」

　あえてキザっぽく言って、歯を見せて笑う。キラーン（歯が光る擬音表現）。

【……キモい】

「キ、キモいですと……!?」

　本気でショックを受ける。

　この数年間……いや、生まれてこのかた、自分の容姿を賞賛されることはあれど、キモいなどと言われたことは一度もなかったのだった。
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　客席でソリス達を待っていたのはシェンファとキャロルとアイザック。

　ソリスの所属する、生徒会執行部の面々。

（……正直、そうじゃないかって予感はあったんだけどな）

　ソリス深々とため息をついた。

「客の前でため息とは無礼だな、ソリス・アレクサンドロ」

　身体は一番小さいくせに態度は一番でかい金髪ツーテールの幼女──生徒会長、シェンファ・パラケルスス。

　生徒会室でよくやっているように、行儀悪くテーブルの上に足を置いている（当然のように下着も丸見えだった）。

「私のしもべたる生徒会の副会長という神聖な仕事を放り出して何をやっているかと思えば……このような悪趣味な店で召使いの真似事か。ふん。貴様には一度じっくり、私のもとで働くことがいかに素晴らしいかを教えてやらねばならないようだな。まずは足を舐なめろ、ソリス・アレクサンドロ」

　……外に放り出すべきだろうかとソリス真剣に迷う。

　だが、こんなのでも今は一応客なので、とりあえず下手に出てやることにする。

　まず、昔お芝居で見た執事の男がたしかこんな感じだったかなーというのを思い出しながら、一礼する。

　……ソリス本人には判らないことだが、それは恐ろしくサマになっていた。

　頭を下げたまま目を細めてシェンファに微笑み、

「まことに申し訳ございませんでした、美しいお嬢様。なにぶん未熟なものでして、ついついお嬢様の眩まばゆいばかりの美しさに魅入ってしまいました」

「えっ、あ、……うん」

　面食らった顔のシェンファ。

「決して許されることではございませんが、何卒ここはお嬢様の海のごとく広く美しい寛大な御心で、大目に見てはいただけませんでしょうか」

「……お、あ、う、……ま、まあいいだろう、特別に許してやろう。私の美び貌ぼうに目が眩くらんでしまうのは仕方のないことだからな、えへへ……」

　頰ほおを染めて、もにょもにょと口を動かす。

「……それと美しいお嬢様、わたくしごときがお嬢様にこのようなことを申し上げるご無礼をどうかお許しいただきたいのですが、その姿勢は少々改められた方がよろしいかと存じます。いえ、わたくしとしましては、こうしてお嬢様のおみ足を拝するのは眼福の至りなのですが、それと同時に他の男性の目には入れたくないとも存じまして……」

「お、おわっ！」

　シェンファが顔を真っ赤にして足をテーブルから下ろし、ごそごそとめくれ上がったスカートを直す。

　いつもはパンツどころか裸を見せても平然としているシェンファが恥じらっている。

「こ、これでいいか」

　顔を赤くしたまま横目でこちらを窺うかがうシェンファに、ソリスは笑みを深め、

「はい、さすがお嬢様でございます」

　キラーン（しつこいようですが擬音です）。

「！　……う、うん、そうか、それは、うん、よかった。寛大な私に感謝しろ馬ば鹿かめ！」

　ぷいっと顔を背け、「えへへ、うにゅうにゅ、うひゅー、くきゅきゃー」みたいな奇声を漏らしながらにやけまくるシェンファ。

「執事かー、執事いいなあうひひ……くぅ、この私をこんなにも萌もえさせるとはなかなかやるじゃないかくくく私も所しよ詮せんは乙女だったということかでへへ……」

　ついには椅い子すの上で身体を丸めて転がり始めた。

　どうも萌えツボに直撃だったらしい。

　……なんだよやっぱり俺おれキモくないじゃんイケてるじゃん、ほらほら見ろよこれが正常な反応ってもんなんだよーみたいな顔で得意げにマシロの方を向いたソリスは、シェンファの隣にいるアイザックがいつものように無表情ながらも微妙に不機嫌そうに顔をひくつかせていることに気付かなかった。

　そしてマシロはというと、

【うーん……ソリスくんはやっぱり攻められる側の方が……。というか、やっぱりキモいです。スカしやがって超うぜえです。あと、わたしは幼女ではないので、上辺だけのかっこよさなんかには騙だまされないのですよ。えっへん】

「……男同士が抱き合ってれば何でもＯＫのくせに」

　ジト目でツッコミ。

【！　今の発言には差別と偏見が感じられます！　ソリスくんは今、全国五千万人の『性別を超えた真実の愛の探求者』達を敵に回しましたよ!?】

「ふん、黙れこの腐女子が！」

【腐ってなどいません！　撤回してください！】

「断る！　俺は──」




「……静かにしていただけませんか？」




　不意に冷たい声を発したのは、先ほどからずっと黙っていたキャロルだった。

　ソリスぎくりとして彼女に視線を向ける。

　昨日魔法の暴発によって大勢の生徒達の前で全裸にしてしまって以来、彼女はソリスを露骨に避けていた。

　今日も学校で一度も言葉を交わしていない。

　事故だったとはいえ、めちゃくちゃ怒っているのは明白だった。

「あ、あのですね……キャロルさん」

「このお店は、お客がいるのに注文も取りませんの？」

　目も合わせずツンとした態度でキャロル。

「え、あ、はい」

　ソリス、とりあえず機嫌をとるべく先ほどのように優雅に一礼。

　柔らかく微笑み、

「ご注文はお決まりですか、美しいお嬢様」

　だがソリスの狙ねらいとは裏腹に、キャロルの顔はますます険しくなってしまった。

「……その見苦しい執事ごっこはやめていただけませんこと？　あなたはちゃんとプロの執事としての教育を受けてこられたのですか？　素人は騙だませても、真の貴族たるわたくしにはお芝居か何かの大仰な仕草をそのまま真似しているだけにしか見えませんわ」

「……う」

　事実その通りだったので何も言い返せない。

「わたくしの実家で執事がそのような下品な態度をとりあまつさえ主人に対して色目など使おうものなら、首を刎はねられても文句は言えませんわよ」

「いや、でも君の家の執事達はチンピ……」

「おや、不ふ遜そんにもこのわたくしに対し口答えまでするおつもりですか？　非礼もここに極まりましたわね。誰だれか剣を。わたくしが直々にこの無礼者を成敗して差し上げますわ」

　キャロル立ち上がり、テーブルに立てかけてあったアイザックの剣を手に取る。

「お、落ち着けってキャロル、話せば分かる！」

「問答無用ですわ」

　そう言ってキャロルが本当に剣を抜こうとしたとき、

「はいはーい、そこまでにしていただけませんかお客様」

　ソリスとキャロルの間に入ってきたのは、牛を模したメイド服を着たメイだった。

「ゾンビ娘……！　あなたもここで働いていたのですか！」

　睨にらみ付けるキャロル。

　だがメイはいつものように張り合ったりせず、なんと丁寧に頭を下げた。

「うちの店員が大変ご迷惑をおかけいたしました。どうかお許しくださいお客様。お詫わびのしるしと言ってはなんですが、お飲み物をサービスさせていただきます」

　三つ子のメイドがやってきて、テーブルの上にワインとグラスを置いていく。

「……ふん、あなたにしては気が利くではありませんか」

　なおも不機嫌な様子ながら、キャロルは腰を下ろした。

　ホッとするソリスに、メイが小声で耳打ちしてくる。

「基本的にこの手のクレーマーは適当に謝って安いお酒でもタダで吞のませておけばＯＫなんですよ」

「な、なるほど……」

「はいソリス先パイ、コルク抜きです」

「おう」

　ワインを開け、

「それではご注文がお決まりでしたらまた……」

「お待ちなさい」

　立ち去ろうとするソリスをキャロルが呼び止める。

　まだ不機嫌そうに、キャロルは無言でグラスをソリスの方に差し出してくる。

　注げ、ということだろう。

　ゆっくりとキャロルのグラスにワインを注ぐ。

（……なんか前にも同じようなことがあったなあ……）

　そんなイヤな予感を覚えながら。

　注がれたワインを、キャロルは一気に飲み干す。

「お、おいキャロル、そんな一気に吞んだらまた……」

「なんですの、何か文句がございますの」

　早くも顔に赤みが差し、目が据わっている。

「まさかこのわたくしが、このような安ワインごときで正体を失うとでも？」

　そう言ってソリスからボトルを引ったくり、グラスに注いで一気に呷あおる。

　さらに一杯、もう一杯。

　三分ともたず、見事な酔っぱらいが出来上がる。

「…………ひっく」

「うわあ……」

「くっくっく、何だか面白いことになってるな」

　萌もえ転がり状態から元に戻ったシェンファが無責任なことを言う。

　メイも少し気まずそうな顔で、

「キャロル先パイってお酒弱かったんですねー。てへっ」

「てへっ、じゃねえよ……」

「何をごちゃごちゃ言っておりますの!?」

「な、なんでもありません！」

　そんなソリスをキャロルはワインを吞みながらじーっと睨にらむように見つめ、不意に何故か、頰ほおを赤らめて視線を逸らした。

「……？」

「まったくソリス様ときたら……このわたくしにあのような恥辱……」

「いや、あの……ほんとにごめん。今後は絶対あんなことがないように気をつける」

「……今後気をつけたところで、起きてしまったことはもうどうしようもありませんわ」

　まったくもってその通りなのだが、ソリスとしてはひたすら謝るしかない。

「ほんとにほんとにごめん！　何でもするから許してほしい」

　その言葉に様子を見ていた少女達が同時に反応。

【……うわ】「先パイそれ死亡フラグ……！」「くくく、またこの男は自ら墓穴を……」

　しまったと思ったときにはもう遅い。

　キャロルの眉まゆがぴくりと動き、

「……何でも？」

「う……」

「ふふふ……ソリス様、何でもすると仰いましたわね？　何をしていただこうかしら……」

　キャロルはどんより濁った目で考え始める。

（まさか結婚しろとか自分の奴隷になれとか言わないよな……!?）

「ソリス様」

「は、はい！」

「……わたくしはソリス様から大変な辱めを受けました。数十人の庶民の前で肌を晒さらされたのです。ですからソリス様の手で、それを打ち消していただかねばなりません……」

「ま、まさかあの場にいた生徒をみんな消せと……!?」

　戦せん慄りつするソリスに首を振りキャロル、

「罰として数十人分、ソリス様がお一人でわたくしの肌を見てください」

「……はぁ？」

　意味が解らずきょとんとするソリス。

「……わたくしが家の者以外で肌を見せることを許すのはソリス様ただ一人……。穴が空くほど見て、触れて、舐なめて、愛でてください。数十人分、丁寧に丁寧に。庶民達の汚らわしい視線が消えるまで綺き麗れいにしてくださいませ」

「ま、待てキャロル、その理屈はおかしい。つか、ここにも俺おれ以外に人が──」

　制止するソリスを無視し、キャロルはとろんとした眼差しでソリスを見つめながら、自ら制服の前をゆっくりとはだけていく。

「や、やめるんだキャロル、やめたまえ」

　そう言いつつも、雰囲気に吞のまれ動けない。

　キャロルから目が離せない。

「髪の一本一本、指の一本一本、首も胸も頰ほおも腕も、頭の上から足の先に至るまで、わたくしの身体の外側も内側も、全てソリス様で染め上げてくださいませ…………」

「ま、待──」

　ソリスの眼前にキャロルの綺き麗れいな肌が晒さらされる──直前に、

「ザック」

「御意」

　シェンファの指示を受けたアイザックがキャロルの首筋に手刀。

「……はう」

　キャロルはそのままテーブルに突っ伏して動かなくなった。

　ようやくソリスの呪じゆ縛ばくが解ける。

「ふう……た、助かりました会長。たまにはいいことしますね」

　シェンファは軽く笑い、

「ふん、とんだ痴女だなキャロル・カリオストロ。私の目の前でソリス・アレクサンドロに裸を見せようなど五年早い。……さて、寸止めで終わってしまいさぞかしムラムラしているであろう貴様に、この私がサービスをしてやる。くくく、可愛がってやるぞ……」

　ぷちぷちと服のボタンを外し始める痴幼女。

「……そりゃどうも」

　そう言って、ソリスはシェンファを抱きかかえる。

　お姫様だっこ。

「お？　おおお？」

　微妙に頰ほおを染めて期待の色を浮かべるシェンファを抱え、そのままつかつかと店の入り口の方へ歩いていく。

「なるほど、二人きりになれるところへ行くのだな！　さすが執事だ」

　入り口の扉を開け、シェンファを放り出す。

「？　？　これはどんなプレイだ？」

　きょとんと首を傾げるシェンファに慇いん懃ぎんに一礼し、

「二度と来やがらないでくださいませお嬢様」

　乱暴に扉を閉めた。

（……ふう、最初からこうしていればよかったな）

　その後アイザックにキャロルを送るよう頼み、ソリスは再び仕事に戻った。
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　生徒会連中の相手をしていたらどっと疲れた。

　そろそろ他のお客さんが入ってくる頃ころだろう。

　他のバイトの人達が来る前に出しっぱなしにしてある生徒会の仕事の書類を片付けるべく、ソリスは控え室へと戻る。

　その途中、

「おや、眼鏡さんではあーりませんか」

　ちょうど店長室からゴールドと牛子が出てきた。

「あ、どうも」

「ちょっと騒がしかったけど、何かトラブってたりしたのかモ～？」

「ええ、まあ、ちょっと学校の知り合いが来て騒いでたんです。もう来るなと言っておきましたから安心してください」

　ソリスが言うとゴールド、

「学校……そういえば眼鏡くんはたしかトリス学院の副会長さんでしたのう」

「あ、はい」

　相変わらず話すたびに口調が変わって戸惑う。

「今のトリスの生徒会長さん……たしかシェンファという名前でやしたか。彼女が何やらすごいらしいという噂うわさは私も耳にしとりまっする。実際どうなんですかいの？」

　今騒いでいたのがまさにその生徒会長なのだが、それは言わず、

「……まあ、すごいといえばすごい人です。やることなすこと無茶苦茶で困りますが、抜群に優秀なので自分で大きなトラブルを起こしても自分で解決できちゃいますし」

　……大抵はソリスやキャロル、他の委員会の生徒達に押しつけてくるのだが。

「それはまたとんでもない子でごえすなあ。人生を全力疾走しているかのような」

　少し呆あきれたような声でゴールド。

「はは……そうですね。もうちょっと落ち着いてくれればいいんですが。……とはいえ、会長の事情を考えるとあれくらい元気でちょうどいいのかもしれませんが」

「事情でござんすか？」

「あ、いえ、まあ……こっちの話です」

　さすがに無関係の人間に、シェンファの過去──かの『ハロルド・ファウスト事件』の被害者であることなど話せない。

「ふむ、そうですかい」

　それで話は終わり、ゴールドは再び店長室に戻って行った。

　と、そこで牛子がソリスに近付いてきた。顔がくっつくほど接近され、ぽっかり開いた胸元が眩まぶしくて目のやり場に困る。メイと違ってこの人の乳は慣れてないし。

「……眼鏡くん。ちょっと言いにくいことなんですけどモ～」

「は、はい？」

「……いま店長とも話したんですけどモ～、眼鏡くんと一緒に来た女の子……」

「メイですか？」

「いえ、黒髪の……ネクラ子ちゃんの方ですモ～」

「はあ」

　牛子、少し声のトーンを落とし、きっぱりと、

「あの子、全然使えない」

「………………そうですか」

「そりゃ誰だれでも慣れないうちは失敗するものなんですけどモ～、いくらなんでも酷すぎるというか。食器は割るしお掃除お願いしたら花瓶を割るし窓を割るし、私たちがいくら教えても仕事は全然覚えない……というかこっちの目を見てくれないのでそもそも覚える気があるのかも正直疑問だったりするモ～」

「や、やる気はあるんです多分……ただちょっと人見知りが激しいだけで……」

「それ、客商売じゃ致命的な気がするモ～」

「……ごもっともです」

「実を言うと昨日お客さんから来た苦情の数だけでオープンして以来の苦情の合計を超えちゃったんですけどモ～、その八割がネクラ子ちゃんの失敗ですモ～」

「そこまで酷かったんですか……」

「はいですモ～。……それでまあ、あんまりこういうことは言いたくないのですけどモ～、お友達の眼鏡くんかおぱい子ちゃんの方からやんわりと、このお仕事向いてないんじゃないかなーなんてことを伝えて欲しいんですモ～」

　……昨日ヒカリを応援しようと思ったソリスだったが、さすがに再考せざるをえない。

　働きはじめてまだ二日目にして、それもかなり面倒見がよさそうな牛子にここまで言わせてしまうとなると相当なものだろう。

（……俺おれ一人の覚悟を関係ない人達にまで押しつけるわけにはいかない、か）

「……わかりました。彼女に話してみます」

「頼むモ、……っ！」

　不意に牛子の顔が強張った。

「……？」

　ソリスが後ろを振り向いた先には、ウサギメイド姿のヒカリが呆ぼう然ぜんと立っていた。

　その瞳ひとみから、はらりと一筋の涙が流れる。

「あ、あの……ヒカリ、もしかして聞こえてた……？」

「…………ごめんなさい」

　小さくただ一言だけ言って、ヒカリが踵きびすを返し走り去る。

　呼び止める声も聞かず、そのまま店の外に出て行った。

「……あちゃあ」

　牛子がこめかみを押さえる。

「ちょっと俺、行ってきます」

　が、

「ダメですモ～」

「え？」

「お客さんが来たモ～。これから次々に来る筈はずだモ～。今日は眼鏡くんとおぱい子ちゃんと骨子ちゃん以外のバイトが来ないから、抜けられると困るモ～」

「そんなこと言ったって……！」

「眼鏡君、キミはこのお店で働いてるんだ。働いてお金を稼ぐことを、舐なめてもらっては困る。どうしても行くなら、キミもクビになる覚悟をしてほしい……モ～」

「……」

　ソリス反論しようとして……やめた。

　牛子の言うことは正しく、楽して稼ごうという自分の態度の方が間違っている。

　それに今この仕事をやめるわけには絶対にいかない。

（優先順位を考えろ俺おれ。俺が生きていくには金がかかる。フラグメントのことを調べるためにあちこち出かけるのにも金がなければどうしようもない）

　それにヒカリのことは正直……彼女の自業自得でもある。

　ここは割り切るしかない。

「……分かりました。お客さんをテーブルにご案内します」
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　夜中の十時、ソリス達のバイトの時間が終わる。

　店はまだ営業中だが、市の条例で十八歳未満の夜十時以降の就労は禁止されている。

　今日は割と忙しかった。

　客の数は昨日よりも多く、大繁盛というわけでもないが、昨日は最大で三分の一しか埋まらなかった客席が今日は半分ほど埋まった。

　その上昨日はいた他のバイト達がいなかった（ソリス達が入ったのでシフト変更があったらしい）ので、一人一人の負担が大きかった。

「お客さんがいつもより多かったのは眼鏡くんとおぱい子ちゃんのおかげかにゃー」

　猫子が笑って言う。

「もともと口コミでお客さんを増やしてきたお店だからにゃー、『ちっちゃいのに巨乳のメイドさん』や『イケメンの執事さん』の宣伝効果は高いにゃー。このぶんだと、これからもっともっと忙しくなるかもにゃー」

「そ、そうなんですか……」

　ソリスが思っている以上にメイドだの執事だのを愛好する人間は多いらしい。

　実際に雇うことが出来ないから、せめて雰囲気だけでも……ということか。

（そういや店長が『お客さんにひとときの夢を見てもらう』って言ってたっけか。……うーん、夢は見せてもらうものじゃなくて叶かなえるものだと思うんだけどな）

　ソリスの夢は宮廷魔導師になって出世することとマシロを人間に戻して幸せになることだが、どちらもこんな店で代替することは出来ない。

（……まあいいや。価値観は人それぞれだし）

　人にひとときの空虚な夢まぼろしを見せて、夢目的を現実にするための資金を稼ぐ。

　なんというか……業が深い。
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　喫茶店の制服から着替えたあと、メイとマシロと一緒に店を出る。

　外は雨が降っていた。

「うわー、雨ですよ先パイ。傘持ってますか？　ちなみにわたしはこんなこともあろうかと持ってます。しかも二人で入っても大丈夫な大きめのやつを！」

　何故か嬉うれしそうなメイ。

　ちなみに彼女には「ヒカリは体調が悪くて帰った」と伝えてある。

「傘は持ってない」

　ソリスの答えにメイはさらに嬉しそうな顔をした。

「じゃあじゃあ先パイ先パイ、一緒にわたしの傘に──」

「──雨よけよ」

　高速詠唱し魔法を発動。

　風精霊のランクＤ《風の傘ウインドアンブレラ》──頭上に円盤状の不可視の壁が展開し、雨を防ぐ。

　名前の通り傘としての役割に特化した魔法で、攻撃魔法などを防ぐ力は皆無に近いが、自動的についてきてくれる上に非常に長持ちする。

　精霊魔法の多彩さは他の魔法体系の追随を許さない。

　そのぶん覚えることも多いのだが、暗記の得意なソリスにはそれほど苦痛じゃない。

「…………精霊魔法なんか大嫌いです」

　アテが外れて頰ほおを膨らませるメイ。

「そうか。俺おれは割と好きだよ」

　三人は並んで歩き、やがてメイは別の方向へ歩いていく。

（……さて、帰ったら残りの仕事を片付けて予習復習やって文献読んで……）

　そんなことを考えながらアパートへ続く道を行く。

　アパートの前に辿たどり着つき………………………………ぞくっ。

　全身に鳥肌。

　……なんか、いる。

　黒い影のようなモノが、アパートの玄関近くに佇たたずんでいる。

（な、なんだよアレ、こ、怖い……）

　震えて動けなくなる。

　マシロとの共同生活でスケルトンには慣れたとはいえ、やっぱりホラー関係は死ぬほど苦手なのだ。

【落ち着いてくださいソリスくん。もしかしてあれ、ヒカリちゃんじゃないですか？】

　ノートに書かれた光る文字（シェンファが作った特製ペンらしい）。

「へ？　ヒカリ？」

　……たしかにそれは、長い黒髪を雨に濡ぬらせて立っているメイド服姿の少女だった。
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（……というわけで連れ帰ってきてしまったわけだが、どうしたものか）

　おんぼろアパートの共きよう同どう風ぶ呂ろ（昨日修理が済んだばかり）前にソリスは立っていた。

　風ふ呂ろ場ばの入り口の扉には『使用中』と書かれた札ふだが掛けてある（ちなみに札の裏にはマッチョな男が『俺おれはいつでもＯＫだぜ』と言っているイラスト）。

　とりあえず濡ぬれ鼠ねずみだったヒカリを風呂場に押し込み、あとはマシロに任せて自分はここで人が来ないか見張っている。

　どうやらヒカリ、雨の中でずっとソリスが帰ってくるのを待っていたらしい。

　傘もささずに。

　ソリスが近づくと、震える唇でひたすら「ごめんなさい」と繰り返すばかり。

　とても見ていられなかった。

　……やがて風呂場のドアが開き、マシロに連れられて、ぶかぶかのシャツ（ソリスのものだ）にショーツ（こちらはヒカリがはいていたもので、ソリスが魔法で乾かした）だけという姿のヒカリが出てくる。

　火照った頰ほおと生乾きの黒髪、シャツの下からのぞく細い足と下着。

　妙に艶なまめかしく、直視できない。

「と、とりあえず急いで部屋に戻ろう」

　誤解を招きそうなので、アパートの住人達にはあまり見られたくなかった。

　ヒカリを部屋に連れて行きとりあえずベッドに腰掛けさせると、疲れていたのかまるで気を失うようにフッと倒れ、そのまま眠ってしまった。

【やっぱり原因はソリスくんにバイトをやめるように言われたからでしょうねえ】

「……直接は言ってないんだけど」

【言ったのと同じようなものですよあんなの】

「……そりゃそうだ」

　ソリスの言葉に影響されてバイトを始めたヒカリからすれば、裏切られたようなものかもしれない。

【それはそうと、どうするんですか？】

　ヒカリの方を見てマシロ。

「……今日は床で寝る」

【そうですか。それじゃわたしもそろそろ寝ますね】

　マシロは部屋の隅の方へ歩いていく。

【……ヒカリちゃんにえっちなことしちゃダメですよ】

「しねえよ」

【わたしにもダメですよ？】

「物理的に無理だろうが！」と以前ならツッコんでいたところだが、「はいはい」と苦笑するに留める。

　……こんな風に軽口を叩たたくマシロが実は、普通の女の子と違ってえっちなことも食べることも喋しやべることも出来ない自分の現状に深く苦しんでいることを、知ってしまったから。

　マシロが膝ひざを折る。

　骨盤が、肋ろつ骨こつが、背骨が、頸けい骨こつが、あっという間に器用に折りたたまれ、積み重なった無数の骨のてっぺんに頭ず蓋がい骨こつがちょこんと置かれる。

　これが彼女の睡眠体勢。

　寝るのにベッドも広いスペースも必要なくて便利だな……と言ったら、マシロはきっと【いいでしょう】とかなんとか言書っいてて肯定するだろう。……本心とは裏腹に。

　ソリスはマシロとヒカリを交互に見て、

「……俺おれも風ふ呂ろ入って寝よう」
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　先日アパートの住人の一人によって爆破され、改修された共きよう同どう風ぶ呂ろ。

　ほぼ全壊だったにもかかわらずほんの数日で直された……というか直すことが可能だっただけあって、狭いし安っぽい。

　この機会に風ふ呂ろ場ばを大きくしてくれるのではないかと密かに期待していたのだが、元に戻っただけだった。

　とはいえ壁や浴槽が新しくなっているのでそれなりに新鮮ではある。

　湯船に入る前に腰掛に座り、身体を洗う。

　風呂は天地戦争後の異文化交流がもたらした中でも特に素晴らしいものの一つだ。

　戦前のヘルメス王国では風呂で身体を洗ったり暖まったりするという習慣がなく、せいぜい身体をお湯でざっと流す程度だったという。

　衛生面で問題があるのは勿もち論ろんだが、入浴の楽しみを知らないなんて人生を損している。

　一日の中で、入浴時ほどくつろげる時間をソリスは知らない。

　そんなことを思っていると、不意に脱衣所の方で何やら音がした。

　……風呂場の扉の札ふだはちゃんと裏返しておいた筈はずなのだが。

「入ってるぞ」

　とりあえず外に向かって声をかける。

　にもかかわらず、後ろで扉が開く音。

　──過去五年間に国内で起きた暗殺事件の約三割は、入浴中に襲われている──

　……以前アイザックに言われたことを思い出す（２巻第三話参照）。

　まさかと思いつつも身震いし、座ったまま顔を後ろに向ける。




「せ、せんぱい、お背中をお流しします……」




　……ヒカリだった。

　身体にバスタオルを巻いているが、かなりギリギリな感じだった。

「な……!?」

　絶句するソリスにヒカリ、

「わ、私、せんぱいにお詫わびしなきゃいけないんです。で、でも、私に出来ることなんて何にもなくて、せめて、こんなことくらいは……も、もしそれだけではご不満でしたら、わ、わ、わ、私を……す、すすすすすすすすすすすすすす────好きなようにしてくださって結構ですから……っ!!」

　顔を真っ赤にしていきなりそんなことを言った。

「い、いやあの。外でもなんか『ごめんなさい』とか言ってたけど、お詫びって、あの、いや、なんで？」

　しどろもどろになりつつ訊きくと、

「私ダメなんですダメ人間なんです最悪のクズ人間なんです。せんぱいに頑張れって言ってもらったのに、頑張るって誓ったのに、強くなるって誓ったのに、全然出来てないんです。せんぱい、倒れても起きあがったとき一歩でも前に進んでいればいいって言ってましたよね。でもダメなんです。どれだけ失敗を重ねても私、一歩も前になんて進んでないんです。だからついにせんぱいに愛想尽かされちゃって……」

　俯うつむくヒカリ。風ふ呂ろ場ばの床に涙が落ちる。

「どれだけ頑張っても私、メイちゃんみたいになんでも出来る凄すごい人にはなれません。なんにも出来ないんです。どうしようもないダメダメ人間なんです。で、でも私、私なんかが身の程知らずだって分かってるのに、メイちゃんと……同じ人を…………しかも分不相応にも、『負けたくない』だなんて…………お願いですせんぱい」

　身体に巻いたタオルが床に落ちる。

　背が高いわけでも胸が大きいわけでも腰が大きくくびれているわけでもない、しかしそれがマイナスではなくむしろ慎ましやかで上品だと感じられる、まさしく典型的な『アメツチ美人』と呼ぶに相応しい裸身。

　裸のヒカリ、懇願するような眼差し。

「……わ、私、どんなことされてもいいです、だから教えてください、どうやったらせんぱいに、…………せんぱいに、す、す、す……好きになってもらえますか」

　ソリスそんなヒカリを無言で見つめる。

　目を逸らさず、無表情に。

　自分の何気ない言葉を、自分が思っていた以上に真剣に受け止めて、前に進もうと頑張ってくれたことは正直、嬉うれしい。

　もともと厄介だけど可愛い後輩だと思っていたし、これほど懸命に想われるなんて男として嬉うれしくないわけがない。

　だけど同時に……

「……鬱陶しい」

　ソリスの口から漏れた冷たい呟つぶやきに、ヒカリが「え？」と目を見開く。

「……鬱うつ陶とうしいと言ったんだヒカリ・ヒストリカ。前に進もうと努力することは素晴らしいし、俺おれは努力している人間を絶対に否定しない。誤解があるようだけど、別に君に愛想を尽かしたわけじゃない。俺にやめろと言われても君がどうしてもあのバイトを続けると言うなら全力でフォローするつもりだったし、何か別の、もっと自分に向いてるバイトを探すことになったら、それも応援するつもりだった。でも君の努力は……俺に言われたからやってるだけじゃないのか？」

「……！」

　息を吞のむヒカリに、どこまでも冷徹にソリスは告げる。

「どうしたら好きになってくれるか教えてくれ、だと？　甘えるな。そんなもん自分で考えろ。自分で考えて自分で決断して自分で行動しろ。少なくとも、それが出来ない人間を俺が好きになることは永遠にない」

　初めてソリスから浴びせられる厳しい言葉に、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすヒカリ。

　ソリス自身、ここまでハッキリと誰だれかを責めるのは何年ぶりか判らない。












「解ったらさっさと出て行け、ヒカリ・ヒストリカ。今夜はもう遅いから俺おれの部屋に泊まっていくといい。だが、これ以上俺の前で無様な真似をするようなら……」

　鋭い眼差しでヒカリの目を見据える。

「好きになるどころか、本気で嫌うことになる」

　ヒカリは俯うつむき、踵きびすを返す。

　背にかかる美しい黒髪がマシロを思わせて、胸にちくりと痛みを感じた。

　ヒカリが風ふ呂ろ場ばを去ったあと、ソリスは顔の半分まで浴槽に浸つかる。

　ぶくぶく。

「…………やべー……あの娘の裸が頭から離れねえ……」

　自身がアメツチ系の民族で、好きな娘（生前）も黒髪黒眼のアメツチ美人だったからかもしれないが…………外見は正直、ソリスの好みド真ん中、だったりする。
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　いつもより一時間も長く風呂に入っていたソリスがふらふらになって部屋に戻ると、ヒカリの姿はなく、ベッドの上に「ごめんなさい」という書き置きがあった。
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　翌日の放課後もソリスとマシロとメイはバイトへ。

　メイの話では、ヒカリは学校を欠席したらしい。

　朝ヒカリの部屋に迎えに行ったとき姿は確認したようなので、とりあえずホッとする。

　……もしかするとソリスに冷たくされたことを苦にして自殺とか、そういう可能性をマジで心配していた。

　あれだけ普段から死にます死にますと言っているのに普通に生きているので大丈夫だろうとは思いつつ、結局昨夜はよく眠れなかった。

（……まったく……側にいてもいなくても疲れる娘だ……）

「ふあぁ……」

　あくびを繰り返しながら、喫茶店『ストロベリーフィールド』へ。

　目が疲れるサイケデリックな内装が、多少の眠気覚ましになってくれる。

「お、きたにゃー」

「こんにちはモ～」

「眼鏡くん、おぱい子ちゃん、骨子ちゃん、今日も頑張ろうウサ」

　三つ子と挨あい拶さつを交わし、更衣室で学院の制服からベスト姿に着替える。

　また忙しくなる前に持ち帰ってきた生徒会の仕事を片付けてしまおうと控え室へ。

　その途中、牛子が小さく声をかけてきた。

「眼鏡くん。彼女は……」

「とりあえず、自分で考えて決めろとは言いました」

「それはまた抽象的だねモ～。あの手のタイプには一番難しいことだモ～」

「……それは解ってるんですが」

「そうかい。……で、今日来てないところを見ると辞めたと考えていいのかなモ～？　だったらシフトもそれに合わせて調整するけどモ～」

　牛子の問いに少し考え、

「……出来ればもう少しだけ待ってもらえるとありがたいです」

「分かったモ～。とりあえず今週までは保留にしておくモ～」

「ありがとうございます」

「うんうん。後輩思いのいい先輩だね君は……モ～」

　ソリスは少し苦笑し、

「……牛子さん。客の前以外では無理にモ～とか付けなくていいですよ？」

「いや、キャラ作りは徹底的にやらないとダメだモ～。でないと店長のように話すたびに語尾が変わるというよくわからん人格になってしまうモ～」

「……店長までキャラ作りしてたんですか。俺おれはてっきり、あれはもうああいう生き物なんだと思ってました……」

「その通りデース。わたしキャラ作りなんてしてまセーン。これが正真正銘わたしの本来の性格デストローイ」

　いつの間にか後ろに店長本人が立っていた。

「うおっ、て、店長……。お疲れ様です」

「うむ。大儀である。今日もお勤めしかと果たされよ」

「は、はあ」

　……やっぱりこの人との会話はまだ慣れない。

「特に本日は七時から十五人の団体さんの予約が入っておるがゆえ、普段より忙しくなりそうじゃき。タイミングよく眼鏡達が入ってくれて助かるだっちゃわいや」

「へえ、この店に予約するお客さんなんていたんですか」

　思わず本気で驚くソリスにゴールドは顔をしかめる。

「当然でっしゃろ。むしろこれまであまり流行らなかったのが不思議なほどでありやす。我の計画によればオープン初日から満員間違いなしだったのジャガー」

「……はは」

　冗談だと思ったがもしかすると本気で言っているかもしれないので、とりあえず曖あい昧まいな笑みを浮かべておく。

「……何やら異存がありそうですの？　……ともあれ、当店は団体さんをお迎えするのは初めてじゃい。この先この店が繁盛するかどうかは今日にかかっていると言っても過言ではなかりゃんせ。眼鏡も牛子も、くれぐれもご油断めされるな」

「わかったモ～」

「……十五人くらいなら一気に来ても特に問題ないな。……席は十分空いてるし」

「なんかゆうたかこの眼鏡」

「……いえ、別に」
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　そして今日も労働が始まる。

　夕方頃ごろから客がまばらに入ってきて、いつものようにソリスと牛子達が接客にあたる。

　……六時半を回っても、ヒカリは来ない。

「……うーん。ヒカリちゃん、今日はやっぱり来ないのかな……調子が良くなったら来るって言ってたのに。帰りにヒカリちゃんの部屋に寄ってみないと」

　ソリスとマシロとメイが揃そろって控え室で休憩中、メイが心配そうに言った。

【メイちゃん、友達思いですねえ】

　マシロが感心して告げると、メイは大きな瞳ひとみをさらに丸くして、

「へ？　べつに普通じゃないかなあ」

　当然のように言う。

　……まったく、よくできた娘だとソリスは思う。

　可愛くて胸も大きくて性格もよくて仕事もできる。

　ヒカリが劣等感を抱いてしまうのも何となく解る気がする。

　と、そのとき。

　控え室のドアが勢いよく開き、猫子が慌てた様子でやってきた。

「ちょっ、大変大変ヘルプヘルプ！　お客さん大勢来たにゃー！」

「あー、そういや今日は団体の予約があるって言ってましたね。十五人でしたっけ」

　のんびりと立ち上がるソリス達に、猫子はなおも焦った声で、

「十五人どころじゃないにゃー！　多分五十人くらいいるにゃー！」

「「五十人!?」」

　ソリスとメイの声がハモる。

　急いで店の入り口の方へ様子を見に行く。

　たしかに店の入り口付近を埋め尽くすように大勢の客がひしめいていて、ウサ子が客の代表らしき男と話をしている。

「あ、あの、ご予約はたしか十五名様だと伺っておりますウサ……」

「おいおいバカ言っちゃいけねえよネエちゃん。見ての通り俺おれらは五十人だぜ。予約するときも確かにそう言った筈はずだ」

「誰だれがバカだコラァ……って、も、申し訳ございませんウサ！」

「オレら腹ぺこなんだよー。どうしてくれんだよー」

　他の客も声を上げる。

　……店員のミスか客の間違いかは不明だが、どうやら手違いがあったらしい。

　団体の年齢は若者から壮年の男まで幅広く、チンピラというわけではないが一様にたくましい体つきで、気性も荒そうだ。

　全員が作業着姿なのを見ると、どこかの工事現場からやってきたのだろう。

「先パイ、あの人達多分、夏にオープン予定の大きなプール作ってる人達ですよ。ここから近くですし。夏になったら一緒に行きませんか？」

　メイが吞のん気きなことを言う。

「……プールね……。そうだな……プールとか、行けるといいな」

　その言葉はメイへの回答ではなくマシロに向けたものだった。

【ソリスくん……】

　……夏までに全てを終わらせて、そしたら遊ぼう。

　口には出さないけれど、マシロには伝わったと信じている。

「それはそうと、どうするんだろうな」

　どうにか説得して帰ってもらうことは出来るかもしれないが、店の評判が落ちるのは避けられない。

　現在、店内にいるお客さんの数は十五人ほど。

　あと五十人なら、他のお客さんに相席を頼むことでギリギリ店内に収まる。

　だが、今店にいるスタッフだけでこれだけの人数を捌さばききれるかどうか。

　特に料理の方はキツいだろう。

　騒がしい店内を静かに見渡し、ソリスは冷静に考える。

（……個人的にはお引き取り願う方向だといいんだけどなあ）

　店の評判が下がったところで、自分はあまり困らないし。

　……やがて、店長の指示を仰いだ牛子がやってくる。

「お待たせいたしましたお客様。お席へご案内いたしますので、もう三分ほどお待ちくださいモ～」

　ソリスため息をつき、ぱんと自分の頰ほおを叩たたいて気合いを入れる。

　三分間の猶ゆう予よの間に、食事代を半額にするという太っ腹な条件で至急他の客に相席になってもらい、集団をフロアに招き入れる。

　かくして、修羅場が始まった。
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　工事現場で働くあんちゃん達だけあって、彼らはとにかくよく食い、よく吞のんだ。

　酒は十分に用意してあったので間に合ったが、問題は料理。

　店内や厨ちゆう房ぼうの広さに比してコックの数は少なく、とてもじゃないが次々に繰り出される大量の注文には対応しきれない。

　ソリスを含めおつまみ程度の料理なら出来るバイトが何人かいたので、厨房に回って手伝いをする。

　相手はとにかく量さえあればいいタイプの客なので、多少味が悪くても文句は来ない。

　彼らが文句を言うのは料理がなかなか来ないときだ。

「おいおいねーちゃんよお！　オレが頼んだ肉はまだかあ!?」

　酔っぱらった客がウェイトレスに絡む声が厨房まで聞こえてくる。

「はいはーい、ちょっと待っててくださいねーおにーさん」

「うへへ、おいおいお嬢ちゃん、ちっちゃいのにおっぱいでっけえなあ。おいちゃんにちょっとさわらせてくんないかなあ。そしたらいくらでも待っちゃう～」

「やぁだおにーさんのえっち。あんまりおイタが過ぎると奥さんに言っちゃうよ～？」

「ぎゃー、そりゃあ勘弁してくれ～！」

　おっさんの悲鳴と、一緒に吞のんでいる男達の爆笑。

　……さすがはメイ。

　なんであんなに酔っぱらいのあしらい方が上手いんだろうと本気で不思議に思う。

　と、不意に料理長に肩を叩たたかれた。

　一枚の紙切れと何枚かの紙幣を渡され、

「おいあんちゃん、わりいがひとっ走り、そこに書いてあるものを買ってきてくれねえか。この調子だと足りなくなりそうなんでな。この時間ならまだ店も開いてる筈はずだ」

　メモに書いてあるのは何種類かの調味料と野菜。

　一人で運ぶにはなかなか大変そうな量だが、自分以外に男手がないなら仕方ない。

「一応訊ききますが、こういうのって勝手に調達していいんですか？」

「なあに、現場の判断ってやつだ。店長にはあとで話せばどうとでもなる」

　こんな奇抜な店で働いているくせに、なかなか豪快な料理人だった。

　……細かいことを気にしない性格だからこそ、こんな店で働けるのかもしれない。

「了解。そっちも頑張ってください」

　言って、ウェイター姿のまま駆け足で店を出る。
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　……店の入り口付近に、ヒカリがいた。

「あ」

「……せ、せんぱい……」

　急ぎの用があるけど、とりあえず声をかけないわけにはいかない。

「身体、大丈夫？」

「は、はい……仮病でしたから……」

「で、ここで何を？」

「そ、それはその、あの……」

　もじもじと口ごもるヒカリ。

　そんな彼女にソリスは突き放すような口調で、

「用がないなら早く帰るんだ。こんなところに女の子が一人で立ってるのは危ない。けど、もしも……」

　ぽんと肩を軽く叩たたく。ヒカリがびくっと震える。

「……もしもまだ働く気があるなら、急いで応援に行ってやってほしい。団体のお客さんが来て大変なことになってる。一人でも手が欲しい」

　ヒカリが目を丸くした。

「せ、せんぱい、ま、まだ私、ここにいても──」

「それは君が決めることだ。じゃ、俺おれは急ぎの用があるから」

　ヒカリに背を向け、ソリスは走り出した。

（……信じてるぞ、ヒカリ・ヒストリカ）

　そんなことを思いながら。
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　お使いを終えたソリスが店に戻ると、ヒカリは店内にいた。

　服装は一応、この店のウサギメイド服姿。

　……フロアの隅っこで、慌ただしい店内を見つめて所在なげに立ち尽くしている。

　忙しく働く他のウェイトレス達は、たまにヒカリに視線を向ける者はいるものの、彼女の存在をほとんど無視してフロアと厨ちゆう房ぼうを行き来している。

　マシロやメイでさえ、接客で忙しすぎて彼女の相手をしている暇はない模様。

　……まるで空気だな、と思う。

　と、不意にヒカリと目が合った。

　ソリスの姿を見つけたことで、一瞬ぱっと表情を輝かせるヒカリ。

「……」

　ソリスはそんな彼女をあえて無視して、買ってきた重い荷物を抱えながら厨房へ向かい、料理長へそれを届ける。

　その後再び料理の手伝いに入ろうとしたところ、他のウェイトレスが酔っぱらった客に絡まれているので助けて欲しいと頼まれ、フロアに急行。

　ウェイトレスの少女をかばい、「野郎のツラなんざ見たくねえんだよねえちゃんを出せねえちゃんを」とわめく客を適当にあしらう。

　同様のトラブルがひっきりなしに発生し、ソリスはときに頭をさげ、ときに攻撃魔法で相手を悶もん絶ぜつさせて解決。そのときに客が吐いたゲロを片付けたりもした。

　まさに修羅場。

　他のウェイトレス達の顔には疲労の色が濃く、厨ちゆう房ぼうでは料理人たちが汗だくになってたまに弱音を吐きながらもひたすら料理を作り続けている。




　……そんな中でも、ヒカリはフロアの隅っこでおろおろしていた。




　と不意に、ヒカリの視線が一点に集中した。

　その先にいたのは──てきぱきと働くメイド服姿のスケルトン＝マシロ。

　ヒカリ、何かを決意したようにゆっくりと一歩を踏ふみ出した。

　マシロの方ではなく、彼女の行く先にいるのは金髪巨乳の牛型メイド、メイ。

　ソリスは注文を取りながら横目でヒカリの様子を見守る。

「あ、あの……」

　ヒカリがテーブルを拭ふくメイの後ろからおずおずと声をかけた。

「ん、なにー？」

　振り返らずにメイが答える。

　さすがのメイにも疲労が見られ、玉の汗が浮かんでいる。

「メイちゃん、あの、」

「ごめんヒカリちゃん今ちょっと忙しい」

　珍しく余裕がなく素っ気ないメイに、




「聞いて！　メイちゃん！」




　……ヒカリは彼女にしては珍しい、とても強い口調で言った。

　驚いた顔でメイが振り返る。

　ヒカリは先ほどの強い声が噓うそだったようにもじもじしながら、

「あ、あのね、メイちゃん……貸してほしいものがあるの」

　ヒカリが小さな声でメイに耳打ちする。

　メイが目を丸くする。

「え!?　でもそんなの………分かった。更衣室にあるから、好きなだけ使っていいよ」

　メイの返事にヒカリは微笑み、駆け足でフロアを出て行く。

（……何をするつもりなんだ？）
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　三つのテーブルの注文を取りそれを厨房へ伝えたあと、ヒカリが気になったソリスは女子更衣室の扉を開ける。

「うおっ!?」

「きゃっ、せ、せんぱい!?」

　そこにいたのは、全裸にマントというアレな出で立ちのヒカリだった。

「な、なにやってるんだ……!?」

　本気でわけが解らず訊たずねる。

　ヒカリの周囲の床には、いくつもの人形が転がっていた。

　ゾンビやスケルトンを模した不気味な人形。

　それから彼女の手には何故か、水のたっぷり入ったバケツ。

「……これ、もしかして……」

　見覚えがある。

「せんぱい、見ていてください、私、自分に出来ることで皆さんのお役に立ってみせますっ！」

　全裸マントのヒカリ、そう宣言してバケツの水を勢いよく人形達にぶちまけた。

「んなっ!?」

　驚きよう愕がくするソリスの目の前で、人形達が見る間に大きくなっていく。

　現代死霊術の強い味方──『水に浸つけると膨らむ死体』。

　あっという間に等身大の大きさとなり床を埋め尽くす、本物以上に本物っぽい、グログロのゾンビや禍まが々まがしいスケルトン。

　ソリス思わず悲鳴を上げそうになるがどうにか堪える。

「こ、これは、え、えっと、な、なにを」

　引きつった顔のソリスの問いには答えず、ヒカリはバケツを床に置き今度は 髑どく髏ろを模した杖つえを手にする。

　目を閉じ、集中──杖の先端が黒い光を放ち、ヒカリの身体もぼんやりと黒い霧のようなものを纏まとい始める。

　そしてヒカリは──呪じゆ文もんを唱え始めた。

「──仄カホノカに暗クラく／密カスカカに昏クラく／あ￠るいは漆黒∝の曇天の中／ある§いは光差さ＃ぬ泥の中／ひしめき／ひそ＄めき／きしめ‡き／ざわ＊めき／叫き／嘆き／人なら¶ざる身に堕ち／な∮おも人たら∬んと欲す／さればな∇んじに／いまひと％たびの救いを──……」

　ところどころに混じる妙な音──大陸公用語にも古ヘルメス語にも古アメツチ語にも存在しない特異な発音の言葉。

　死霊術の呪文。

　あらゆる生物は死したのち、魂や霊魂と呼ばれる存在となり、他の魂と溶け合い反発し合い、混こん沌とんとした、生前とはまったく別のモノへ変へん貌ぼうしながら、やがてこの世界と平行して存在する無数の異界の一つ《冥めい界かい》へと流れていくのだという。

　その異界の穴をこじ開け、既に生前の意識の原型すら留めていないにもかかわらず、なおも『生きたい』という根源的な指向性だけは持っているエネルギー体を、生物の死し骸がいや骨に憑ひよう依いさせて使役する。

　それが死霊術。

　精霊魔法や召喚魔法のように純粋な異界の存在を使って奇き蹟せきを起こすのではなく、もともとこの世界にあったものを再利用する、世界最古の魔法体系の一つ。

「──永えい劫ごうの闇やみ§より這はい出──」

　ヒカリの顔には大粒の汗。

　魔力の使用は同時に体力も消耗する。

　五年以上死霊術から離れていたソリスだが、ヒカリが今使おうとしている魔法が相当に多くの魔力を要するものだということは分かる。

　恐らくランクはＡ……それも限りなくＳに近い、天才と呼ばれる次元の魔道士でなければ単身では使えない大魔法。

「──暗あん澹たんの汚お泥でいより這はい出──ぁう……っ」

　苦く悶もんの呻うめき。

　ソリスはヒカリに近寄り、杖つえを握る彼女の両手の上に、自分の両手を重ねた。

「……頑張れ」

　小さな呟つぶやき。ただそれだけで、ヒカリの瞳ひとみに強い意思の光が宿る。




「──再サイ演エンせよ昔セキ日ジツの栄エイ耀ヨウ栄エイ華ガ！　《屍骨宮廷ロストエンパイア》人形用アレンジバージョン！」




　刹せつ那な。

　全部で二十体以上のアンデッド人形達がむくりと起きあがった。

　そしてなんと──ヒカリを取り囲むようにして整列。

　背筋をピンと伸ばして立つスケルトンやゾンビの集団は、一斉に、まるで王に忠誠を誓う執事のごとく恭しく、優雅に一礼してみせた。

　それはソリスがこの前シェンファやキャロルの前でやってみせたものよりも遙はるかに上品で洗練された動きで、多分これならばキャロルも文句は言わなかっただろう。

（……これが近代死霊術……か……）

　……その光景に驚きよう愕がくしながらソリスは。

　フッと自分の意識が遠のいていくのを感じた。

「せ、せんぱいっ!?　大丈夫ですかせんぱい！　……倒れてしまうくらいお疲れだったんですね、それなのに私みたいなゴミ人間のことを気にかけてくださるなんて感激です、私、せんぱいのぶんまで頑張ります！」

　薄れていく意識の中、ヒカリのそんな声。

（……ああ、頑張れ）

　そしてソリスは気を失った。





　　　†






　数分後、ソリスは目を覚ました。

　目の前には心配そうに覗のぞき込こむ真っ白なスケルトン──マシロ。

【ソリスくん、女子更衣室でおねんねした感想はいかがですか？】

　からかうような台詞。

「え……」

　慌てて起きあがる。

「そうだ、ヒカリは？」

【大活躍中ですよ。……主にヒカリちゃんじゃなくてヒカリちゃんが作ったアンデッドさんたちが】




　厨ちゆう房ぼうに行ってみると、ゾンビとスケルトンが料理人たちに混じって料理をしていた。

　雑な動きしか出来ないイメージのあるアンデッドにしては、信じられないほど手際よく、包丁で野菜を千切りにしたりスープを皿に盛りつけたりしている。

　野菜を切るなら野菜を切る、盛りつけなら盛りつけと、一体のアンデッドにつきそれぞれ一種類の作業しかしていないようだが、まるで機械のように手早く正確な動きは、ひょっとしたら並の人間以上かもしれない。

　料理人達の手間は大幅に軽減されている。




　フロアに行ってみると、アンデッドが料理を運んだり空になった食器を片付けたりテーブルを拭ふいたりしていた。

　うめき声を上げながらノロノロと迫ってくるゾンビのイメージなどまるでなく、てきぱきと、人間のウェイトレスと遜そん色しよくないほどに機敏に動き回っている。

　ウェイトレス達は客から注文を取ることに専念し、仕事は非常に楽になっている。

【最初はお客さんたちもびっくりしてたんですけど、お酒が入っているからかすぐに慣れちゃったみたいです】

「……なるほど」

　今も客の一人が「おーい、こっちだこっちー！」などと料理を運んできたゾンビに手を振っている。

「あ、先パイ」

　横からメイが出現。

　店の光景を見ながら、

「すっごいですよねーヒカリちゃん。いつの間にこんな術を使えるようになったんだろ。たしかに前に洞どう窟くつでこっそり練習したことはあったんですけど、そのときは体力が持たなくて気絶しちゃったんです。ちなみにわたしは術のコントロールが上手くいかずに失敗しちゃいました」

「……練習というと、裸にマントでやってたアレか」

「もー思い出さないでください先パイのエッチ」

　メイが顔を赤くする。

「……ヒカリちゃん、いつもはふつーのゾンビを作るだけでバテバテになっちゃうんですよ。何があったんでしょうね？」

「……さあ」

　ソリス考える。

　手を握って「頑張れ」と言っただけで、そこまでパワーアップしてしまったのか。

　いやいやまさかそんな馬ば鹿かな。

　でも実際、精神力によって体力の限界を突破することはあるし……。

　精神力──つまり、思いの強さ。

「……ところでヒカリ本人は？」

　訊たずねると、メイはソリスのすぐ後ろの壁を指さした。

「うおっ!?」

　壁に背中を預け、目を閉じているヒカリ（格好はメイド服）。

【アンデッドさん達に指示を出したあと、すぐに眠っちゃったんです】

「……ふーん」

　その寝顔はひどく安らかで、何かをやり遂げたような表情をしていた。

　と、不意にヒカリの口がモニョモニョと動く。

「……せんぱぁい……わたし……がんばりましたよぉ……」

　苦笑し、眠っているヒカリに近づき、優しく頭を撫なでてやる。

「ああ、よく頑張った」

　ヒカリの寝顔がますます幸せそうになり。

　ソリスは、この娘、こんなに可愛かったんだ……なんて思った。





　　　†






　ヒカリの活躍で、どうにか店は窮地を乗り切った。

　他のウェイトレスや料理人達の彼女に対する見方は大きく変わり、一緒に働く仲間としてみんなに認められた。

　のちに店長のゴールドに「いくら本物でないとはいえ、腐った屍し体たいとか汚れた白骨に食べ物を扱わせるのはイメージが悪すぎる」ということで死霊術は禁止されてしまうのだが、少しだけ明るくなって少しだけ自分に自信を持ったヒカリは、その後も失敗を重ねながらもバイトを続けていくのだった。








第二章　暗黒幼女弁当編







　翌、安息日。

　学校もなくバイトも入れてないとくればやることは一つ。

　フラグメントの探求のため、ソリスとマシロは市の図書館へと向かった。

　カドゥケウス市には全部で十の市立図書館がある。

　ソリス達がやってきたのはトリス学院にほど近い市立第四図書館。

　広大な敷地に読書用の広い中庭、ついでに敷地内の端っこの方には小さな展望台。

　学院の図書館とは違い市民や学生達のデートスポットとしても利用されている。

　他の図書館に比べて絵本、雑誌など娯楽系の本が多く揃そろっていることでも知られる。

　べつにデートとフラグメント探しを兼ねようとしたわけではないのだが、

【ほへー、広いですねえ】

　嬉うれしそうに館内を眺めるマシロの姿を見ていると、自分の方もなんとなく嬉しくなる。

　とりあえず『魔道史』の棚から何冊かの本を見繕い、空いている席を探す。

　空席はそれなりにあったけど、できれば端っこの方や棚の陰に隠れてあまり人目につかないところがいい。

　当のマシロはあまり気にしていないようだが、ソリスとしては「なんでこんなところにスケルトンが？」という視線はやはり気になる。

　館内をざっと見回すと、少女が一人で座って本を読んでいるテーブルを見つけた。

【あれ、ソリスくんあのコ】

「ああ」

　見覚えのある紫色のローブ／目立つ灰色の髪／歳は十歳前後。

　数日前に戦いになりそのさらに二日後には絶体絶命の窮地を救ってもらった恩人でもある少女、ゲルニカ・バーンフィールド。

　ソリス達は少女の方へ近づく。

　机の上には何冊もの本が置かれ、彼女は集中して一冊の本を読みふけっていた。

　ソリス達の接近にも気付いた様子はない。

　無表情ながらたまに「ふむふむ……」などと頷うなずいている。

　カラフルな大判の雑誌──ちょっと表紙の文字を読んでみる。

『一歩進んだ乙女のマガジン　アダルティックガール』

　特集記事、愛のお弁当　～愛情があればいいなんてウソ、とびっきり美味しいお弁当で愛しのカレをびっくりさせて今夜は可愛がってもらっちゃおう～

「…………」

【…………】

　ソリスとマシロが顔を見合わせ、見なかったことにしてこの場を立ち去ろうとしたとき、いきなりゲルニカが顔を上げた。

「ひゃっ!?」

　可愛らしい悲鳴を上げ、そして慌てた様子で雑誌を閉じ、背中の方へ隠す。

　白い頰ほおを赤く染め、

「こ、この私に気配も気付かれずに接近するとはなかなかやりますね！　さすがソリス・アレクサンドロです！」

　……声が大きかったので、周囲の人から非難の視線を向けられた。

　マシロが「しーっ」のジェスチャーをする。

　ゲルニカますます頰を赤くした。

「あー、まあ、その、なんだ。俺おれたちのことは気にせず読書を続けてくれ」

　ソリスが言うとゲルニカ、

「べ、べつに私はこのような低俗な雑誌を読んでなどいないのです。たまたま目についたから後学のために手に取ってみただけのことです」

【ゲルニカちゃん、料理がお好きなんですか？】

　言い訳にも耳を貸さず、マシロが問いかける。

　たしかに机の上に置かれた本は、雑誌も単行本も全て料理関連の本らしい。

「ニカと呼んでくださって結構です。私もその呼び方の方が好きですから。……ちなみに私は料理などやったことがありません。ご飯はいつもロジャーが適当に作った残飯のようなものか、パン屋さんなどで売れ残って捨てるものを恵んで貰もらったりします」












【だから自分で作ろうと思ったんですね？】

「違います。私はべつにロジャーにお弁当を作って食べさせてあげようなどとこれっぽっちも考えていないのです」

「なるほど。えーと、父親？　思いのいい子だな」

「だから違うと言っているのです」

　明らかに無理のある反論を試みるゲルニカ。

　子供っぽくて可愛いなあとは思う。

「……まあ、それはどうでもいいとして」

「どうでもよくないです」

　むくれるゲルニカを軽くスルーし、

「こないだ聞きそびれたけど、ニカに確認しておきたいことがあったんだ」

「……確認ですか？」

　頷うなずき、単刀直入に、

「ニカ達がマシロを狙ねらってきたのって、やっぱりフラグメントが目的なのか？」

「はい、その通りです」

　ニカはあっさり頷いた。

「……なら、君たちの依頼人は？」

「言えるわけないではありませんか。いくら依頼の遂行を諦あきらめたからといって、依頼人の正体を明かすわけにはいきません。私はプロの事件屋ですから。しゅひぎむがあるのです」

「守秘義務かあ。一人前の事件屋なんだなニカは」

「それほどでもないですよ」

　ゲルニカは微妙に嬉うれしそうな顔をする。

「謙けん遜そんするあたりがまたプロフェッショナルだな。尊敬するよ」

「ふふふ、そうでしょう」

「うんうんそうそう。でも、鉄道代を含めて大金をポンポン払ってくれるなんて、その依頼人はよっぽどの大金持ちなんだろうな」

　何気ない調子で言うと、

「はい、それはもう。あの人ときたら父親の遺産を抜け目なく持ち出したばかりかどこかの成金貴族のぼんぼんをパトロンに──って、危うく口を滑らせるところでした……！　しかし私はゆうどうじんもんになど引っかかりませんよ」

「ちっ」

　別に誘導尋問のつもりはなかったのだがとりあえず舌打ちするソリスに、

「ふっ、まだまだ甘いですねお兄ちゃん」

　と無表情ながら得意げなゲルニカ。

（……まあ別にいいんだけど。こっちから聞けないなら、ロジャーの方を見つけて締め上げて吐かせればいいし）

　二人の依頼人がフラグメントを集めているのなら、スケルトンを人間にするフラグメント、または死者を完全な形で蘇そ生せいさせるフラグメントなどを持っている可能性がある。

「あ、ちなみに残念ながら、あの人は生命を操る類……つまり死者を蘇よみがえらせたり不老不死の命を手に入れたり寿命を延ばしたりする感じのフラグメントは、まだ一つも手に入れていないようです」

　……まるで心を読んだかのようにゲルニカ。

　驚いてまじまじとその顔を見るソリスに、

「……別に大した推理ではないです。マシロさんがお兄ちゃんの大事な人だということは見ていれば解りますし、そんなお兄ちゃんがフラグメントに興味を持つとすれば、それはマシロさんを人間に戻したいと願っていると考えるのが妥当でしょう」

「頭がいいのか悪いのか判らないな……」

「失礼ですね。私はとっても賢い女の子ですよ」

　ぷくーっと頰ほおを膨らますゲルニカ。

「……で、なんでそんなことを俺おれに教えるんだ？」

「私達の依頼人のところへ乗り込んでフラグメントを奪おうなどという短絡的なことを考えてはいけませんよ、という忠告です。相手はお金持ちですし、生命を操るものではありませんが幾つものフラグメントを持っています。まともに戦っても勝ち目はありません。ちなみに私達が失敗した以上、新しい人がマシロさんを狙ねらってくる可能性は高いですので、気をつけてくださいね」

「……ああ。それは言われなくても解ってるよ」

　解っているとはいえ、どうすればいいのか具体的な策が見つからないのだが。

　マシロを狙う連中から彼女を守りつつ、一刻も早く人間に戻すしかない。

「……あの人はシェンファねえさまと同じくトリッキーな行動が好きですから……もしかすると既に……」

　ゲルニカの小さな呟つぶやきは、ソリスの耳には届かなかった。

（戦いにフラグメント探索に、それから学校生活にアルバイト……）

　頭が痛くなる……でも、やるしかない。

　そんなことを考えつつ、

「……ところでこないだ助けてもらった時から疑問に思ってたんだが、ニカ達はなんでまだこの街にいるんだ？　なんかもうあのあと街から出て行ったと思ってたんだが」

「……う」

　ゲルニカ頰を膨らます。

「……それは全てあのダメ男ロジャーのせいなのです」

「ほう」

「……あの直立二足歩行する以外に大型チンパンジーとの区別がつかない猿男は、あろうことか今回の依頼……まあ要するにマシロさんの拉ら致ちですが……その成功報酬で大金が入ってくることをアテにして、手持ちのお金を全部ドッグレースにつぎ込んで全額スってしまったのです。あろうことか事務所のあるオイレルに帰るための大陸鉄道の乗車賃まで全部。まさに本当の負け犬です」

「なるほど」

　大陸中の主要都市に安全かつ高速で移動できる大陸鉄道の乗車賃は、開発された当初よりはだいぶ安くなったとはいえかなり高い。

　ヘルメス王国のほぼ西端に位置するカドゥケウス市から、東端に近いオイレル市までの料金とくれば相当なものだろう。

「……で、帰れないから今はこの街に留まってるってわけか」

「はい。現在は狭くて小さなベッドが一つあるだけの安宿に泊まっています。小さいので夜はロジャーに抱っこしてもらって眠らなければならず、ロジャーのカビみたいなむさくるしいおヒゲや中年太りしたぶよぶよの身体が私の顔や肌に当たってえへへ大変鬱うつ陶とうしいのです。毎晩とても気分が最悪です。また、そのホテルのシャワー室は有料なので一人分の料金で済ませるためにえへへ一緒に入らなくてはなりません。なんという不幸なことでしょうか。しかもロジャーは私の身体を洗うときの力の加減がへたくそなので、たまにちょっと痛かったりこそばゆかったりするのです。胸の先端に触れられると変な感じになって変な声が出てしまうのであんまり触らないで欲しいと言っているのに後ろから無神経にタオルでこすってきたり。ほんとにもうあのダメなおっさんは死ねばいいのにえへへ」

「「「ほんとに死ねばいいのにな!!」」」

「……!?」

　いきなり周囲にいた見ず知らずの少年達三人が同時に大声でツッコみ、それぞれ別の方へ走って行った。一人は泣いているようにも見えた。

　……全員学生っぽかったが、別に知り合い同士というわけでもなさそうで、たまたまゲルニカの話が聞こえていただけらしい。

「……何だったのでしょうか。まったく、図書館では静かにしてほしいものです」

「……俺おれにはよく解んない趣味だけど、多分彼らにはロジャーという男が人生の勝ち組に思えたんじゃないかな」

「はあ。ロジャーのような負け犬人生を最短距離で驀ばく進しん中の駄目なおっさんをそのような目で見るなんて、あのお兄さんたちの目は節穴なのですね」

「……そうですね」

　淡々と言うゲルニカにジト目を向けるソリス。

　どうやら自分が相当に人目を引く美少女だという自覚はないらしい。

【ゲルニカちゃん、お風ふ呂ろだったらこないだの無料共同浴場に行けばいいんじゃないですか？　広いし男女別々ですし】

　マシロが言うと、

「なるほど、そのアイデアは思いつきもしませんでした。しかし残念ながらロジャーは駄目なおっさんなので駄目なおっさん相応の体力しか持っておらず、仕事でへとへとになった駄目なおっさんがあのような坂道を上れるとは到底考えられないのです。よってこれからも仕方なくあの一人用のシャワー室に駄目なおっさんと二人で入るしかないのです。それを考えるだけで今からえへへとても最悪な気分です」

【さいですか】

　呆あきれた様子のマシロ。

　まあ、本人が幸せそうなのでいいのだろう。

　……逮捕されたらそのときはそのときだし。

「それでその駄目なおっさんはどこにいるんだ？　仕事って？」

「工事現場で牛か馬のように働いています。なんでも大きなプールを作るとか。体力しか能のない駄馬人間にはちょうどいい仕事でしょう」

「それはお前、他の現場の人達に失礼だろう」

　冷や汗混じりでソリス。

【そういえばこないだのすっごく忙しかったとき、お店に来た団体さんの中にいましたよロジャーさん】

「な……気付かなかった……。あいつに何もされなかったか？」

　ソリスが訊たずねると、

【大丈夫です。すぐに酔っぱらっちゃってましたから、わたしのことに気付いてなかったみたいです】

「……いくらなんでもスケルトンがいたら気付くだろ……」

【メイド服を着てましたから、多分他のメイドさんと区別がついてなかったと思いますよ。お尻しりさわられましたし】

「な……!?」

　ゲルニカが目を見開く。

【あの人、女の子が通りかかるたびにお尻をさわるので、みんなに嫌がられてました】

「……あの発情駄犬男。寝ている間に去勢するしかありませんね」

「そ、それはちょっと酷むごすぎるんじゃないか？」

　一応男の子として反対しておく。

「……そうでしょうか？　では、これから一週間背中を洗ってあげません。痒かゆさのあまり狂い死ぬといいのです」

「……わあそれはおそろしいなあ（棒読み）」

「ふふふ、そうでしょう。あまりに恐ろしい計画に私自身が戦せん慄りつしています。……しかしまあ、いくらクズが相手とはいえこれは酷すぎますので、心優しい私は少しだけ穏便な手段に変更してあげようと思います」

「穏便？」

「背中を洗うとき、タオルを使ってあげないのです」

【？】

「これは『一歩進んだ乙女のマガジン　アダルティックガール』の先月号に書いてあった方法なのですが、まず私が自分の身体を石けんで泡立て、タオルでごしごしする代わりに身体を直接ロジャーの背中にこすりつけて洗うのです。これはどう考えても普通にタオルで洗うよりも非効率的な方法で、ロジャーの背中はあまり綺き麗れいにならないと思われます。仕事中に背中が痒かゆくなってしまうこと確実です。一週間もこんな洗い方を続けたら、ロジャーは痒さのあまり死んでしまうかもしれません」

「「「本当に死ねばいいのに!!」」」

　……またしてもたまたま話を聞いていただけの通りすがりの男たちが絶叫し、「ちくしょうー」などと言って走り去っていく。

　ちなみにみんな前回とは別の人間で、一人は中年のおっさんだった。

「図書館マナーを知らない人が多くて困りますね」

「わざとやってんのかこの灰色幼女」

「……？　なにがです？」

　無表情で首を傾げるゲルニカ。

「……ともあれそのプランはやめておくんだ。あまりに危険すぎる。適当に杖つえとか椅い子すで殴ってボコボコにするくらいで許してやってほしい」

「はあ……単純な暴力だけで許してあげるなど、お兄ちゃんは優しいのですね。手ぬるいと言っても過言ではないかもしれません」

「はいはいそれでいいです」

「ふむ、わかりました。ではその線でお仕置きするとしましょう」

　そう言ってニカは新しい本を手に取り読書に戻る。

『料理に役立つ薬物（著　マナ・フローズンリバー）』

「…………」

　見覚えのある著者名が気になったのだが、別人だろうとスルー。

　ソリス達もとりあえずゲルニカと同じ机に座り、持ってきた本を読み始めた。
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「ところでお兄ちゃん」

　正午少し前、ゲルニカが読書の手を休めてソリスを呼んだ。

「ん？」

　顔を上げたソリスに、

「どこかに料理を作る場所はないでしょうか」

「ん？　ああ、もうお昼か。一緒に食べに行くか？」

　……たしかにお腹が減った。

　ちなみに今日は、かつて《賢者の石》のオリジナルを持っていたという『魔王』トワ・エターニアに関する記録を十冊ほど当たってみたのだが、今のところ《賢者の石》や《フラグメント》に関する新しい手がかりは得られていない。

　……それでもお腹は減る。

「……いえ、別にご飯を食べたいというわけではないのです……というわけでもなくて確かにお腹も減っているのですが、私が訊たずねているのは『自分で料理を作れる場所』のことなのです。キッチンとか」

「あー、本に書いてあることを実践してみようってか」

「はい。私は知的好奇心旺おう盛せいなレディーですので、一度自分でも作ってみなくてはならないと思った次第です」

【それで、作ったお料理をロジャーさんに食べさせてあげるんですね】

　ゲルニカ少し顔を赤らめ、

「……ま、まあ、実験的に作る物の処分など、普段から残飯を漁あさって食べている野良人間の餌えさにしてあげるのが最も相応しいでしょうから」

　ソリスは苦笑しつつ、

「……そうだなあ……『ストロベリーフィールド』の調理場に店員以外を入れるのはさすがに駄目だろうし……うちのアパートの台所……も駄目だな。あのおばちゃん、台所に入らせてくれないし」

　材料を持ち込んで自分達で食事を作っていいならそうしたいと考えている住人はソリスだけではないのだが、アパートの管理人マダム・エリザベスは決してそれを許可しない。

　どうも彼女、豪華な食事だって普通に作れるくせに、一ヶ月に一回肉が出ればいい方という貧乏学生らしい切ない食事をソリス達に食わせることを楽しんでいるフシがある。

「友達の家の台所……って駄目だ。家知ってる友達が一人もいねえ」

【ソリスくん……】

「お兄ちゃんは寂しい人なのですね」

「う、うるさい！　別に家に上げてくれる奴がいないってわけじゃないぞ。学院の女子生徒の中にはむしろ大勢いる筈はずだ。俺おれってほら、完かん璧ぺき超人でモテるから」

　ふふん、と得意げに笑うソリスに、

【残念ながら先日の着替え覗のぞき事件とスカートめくり事件、およびキャロル・カリオストロ全裸事件の影響で、ソリスくんの女性株は現在大暴落中です。恐らく部屋に入れてくれる女子生徒はほとんどいないでしょう】

「……!?　そ、そうなの？」

【はい】

　無情にも頷うなずくマシロ。

「お兄ちゃんはえっちな人だったのですね」

「不可抗力だ！」

　大声を出して周囲の人に睨にらまれる。

　咳払いゴホン。

「……ちなみにロジャーの野郎に眼鏡を割られたことと、お前らと戦ったとき高レベルの魔法を連発したせいで杖つえがぶっ壊れたのが原因なんだけどな。眼鏡の弁償金は必ず取り立ててやるつもりだからあのおっさんに伝えておいてくれ」

「ふーんふふふーふふーん」

「おいこら誤魔化すな幼女」

　無表情で鼻歌など歌うゲルニカにツッコミつつ、

「つか、なんでマシロはそんなこと知ってるんだ」

【女の子ですから】

「……そうかい」

　いつの間にやらマシロが学院の生徒達との交友関係を広げていることは知っていたが、どうやら『女の子ネットワーク』にまでアクセスできるらしい。

　……もしかすると既にソリスより知り合いが多いかもしれない。
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　ともあれ『料理を作る場所』の心当たりはなかったが、とりあえずソリスとマシロとゲルニカはお昼にするため図書館を出た。

　ゲルニカの手には図書館で借りた料理の本。

「そういえばお兄ちゃんは何のご本を読んでいたのですか？」

　歩きながらゲルニカ。

「ん……魔王関係」

「魔王……ああ、なるほど。文献を当たってフラグメントに関する情報を集めているというわけですか」

　ゲルニカはあっさりとソリスの目的を看破した。

「……その通りだよ。鋭いな」

「賢い女の子ですから」

　そう言ってゲルニカ、しばし考える素振りを見せ、

「……私も別にそれほどフラグメントについてよく知っているわけではないのですが、とりあえずフラグメントのある場所では不思議な現象が起きることが多いようです。私とロジャーも最初は、『怪現象の起きている遺跡がある』という情報を摑つかんだ依頼人から遺跡の調査を依頼されてこの街に来て、そのときにマシロさんを見かけたのです」

　不意にもたらされた新情報に、ソリスは目を見開く。

　怪現象の起きた遺跡というと、前にソリスとキャロルとアイザック、そして勝手についてきたマシロが調査に行った遺跡だろう。

　遺跡から怪物の鳴き声のようなものが聞こえるという噂うわさ。

　ちなみにその正体はメイとヒカリの死霊術の練習だった。

「……フラグメントのある場所では不思議な現象が起こる……」

　ソリスは反はん芻すうした。

「……どのような不思議なことが起こるかまでは私も知りません。多分フラグメントの種類によっても違うでしょうし。まあ、フラグメントが膨大な魔力を秘めている以上、それが原因で異界と接続されたりするのは当然と言えば当然のことかもしれませんが。……まあ、お兄ちゃんのお役に立つかどうかは知りませんが、とりあえず参考までに」

　淡々と言うゲルニカにソリス、

「ありがとうニカ！　ニカに会えてよかった！」

　大抵の女の子が見とれてしまいそうなすごく魅力的な笑顔を浮かべて、ゲルニカの頭をわしゃわしゃと撫なでる。

「……そ、そうですか。それはよかったです」

　ゲルニカは少し顔を赤らめた。

【ああ、また新しい駄フラグの予感……！】

「ようやくヒントが手に入った……！　よしニカ、何か食べたいものはあるか？　何でも俺おれが奢おごってやろう！」

【超絶貧乏人のソリス君が……人に食べ物を奢る……!?】

　戦せん慄りつした様子のマシロには気付かずにソリス、なおも上機嫌でゲルニカの頭を撫でる。

「ほらほら、何でもいいぞ！　天ぷらでもいいぞ！　ステーキでもいいぞ！」

「……ひょっとしてそれはお兄ちゃんの好物では？　意外と普通の男の子の嗜し好こうなのですね。まあ、私は特に食べたいものはないので奢ってもらう必要はないのですが……その代わりと言ってはなんですが、一つお願いを聞いてもらえますか？」

「おう！　何でもＯＫだ！」

「じゃ、眼鏡の弁償の件をなかったことにしてください」

「ＯＫ！　解った！」

「ありがとうございます」

【…………】

　その場のノリで言ってしまったことを後悔するのは、この五分後のことだった。

　眼鏡の値段＝約二万五千サクル＞ソリスの二ヶ月分の食費。
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　適当な店に入って適当にメニューの中から安いものを注文。

　二人前とは思えないほど大量のシーフードパスタが大きな皿に盛られてテーブルに運ばれてきても、ソリスはうなだれたままだった。

「……俺おれは馬ば鹿かだ……眼鏡……二万五千……」

　そんなソリスを憐あわれむようにゲルニカ、

「過ぎたことを、はむはむ、悔やんでも、はむはむ、仕方ないのですよ、はむはむ、元気を出してください、はむはむ、お兄ちゃん、はむはむ」

　慰めの言葉を言いながらも大皿から手早く取り皿にパスタを運び、次々に口に詰め込む。

　ソリスのぶんまで食べてしまいそうな勢いだった。

「……一応言っとくけど食費は割り勘だからな」

「まあまあ、はむはむ、そんな細かいことは、はむはむ、どうでもいいではありませんかむしゃむしゃ」

「どうでもよくねえし遠慮なくガツガツ食ってるやつの言う言葉じゃないだろそれ！」

「ふふん、はむはむ、甘いですねお兄ちゃん、はむはむ、食事は戦場なのですよ」

「くっ……だから俺のぶんまで食うな……んがもぐぐ！」

　ソリス負けじと自分の皿に大量のパスタを確保し、ガツガツ食う。

「……！　お兄ちゃんはむはむ、貝を一度に三つもはむはむ、鬼ですかはむはむ……!?」

「もぐもぐもぐもぐ待てニカ、そこからこっちは俺の領域だもぐもぐ……！」

「はむはむはむはむ言ったはずです、食事は戦争だとはむはむ！　侵略される方がはむはむ、悪いのですはむはむ……！」

「ちっ、そっちがそのもぐ気ならもぐ、もぐっ！」

「……はむんっ!?　信じられませんはむはむ！　それは私があとではむはむ食べようとはむはむ残しておはむはむいた海えはむはむ老びですはむはむ、よ！」

「もぐもぐ自分海え老び好きッスからもぐもぐ」

「かくなる上はひっさつわざですはむむむむー!!」

　ゲルニカ身を乗り出して大皿に顔を近づけ、そこから直接口へパスタを運ぶ。

「な……！　行儀が悪いぞ！」

「勝利のためはむはむ私はあえて修羅になりますはむはむ」

「その意気や良し……！　ならば俺も全力をもって相手しよう……！」

　そしてソリスも勢いよくパスタの中心へフォークを突き刺し、がっつく。

【……二人とも子供ですねえ……】

　マシロが呆あきれたようにコメントを出したが、今にもフォークすら使わず口で直接食べ始めかねない勢いでがっつく二人にはもちろん見えていなかった。
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　昼食後（ちなみに食費は結局ソリスが出すことになった。マシロに【けつの穴が小さいにもほどがあります】と怒られたので）。

　三人は王立トリスメギストス魔道学院の敷地内を歩いている。

　部活動をしている生徒達が結構な数いて、休日なのにそれなりに賑にぎやかだった。

「我ながら名案だな」

　食材の入った袋をぶら下げて歩くソリスが言った。

「……正直、あまり気が進みません……」

　淡々とゲルニカ。

　三人が来た目的は、『料理の作れる場所』。

　学院高等部の特別教室棟──音楽室や生物室などが一通り集められている校舎。

　各学科の校舎にもそれぞれ必要に応じた特別教室（例えば死霊術科や白魔法科の校舎には専用の生物室、魔法剣士科には専用の武道場といった具合に）があるため、この校舎は主に授業よりも部活動で利用されている。

　そしてそこには『調理実習室』もある。

　もちろん誰だれでも自由に使えるというわけではないのだが、生徒会執行部のソリスはこの校舎のほぼ全ての教室のマスターキーを持っていた。

「何か問題でもあるのか？　広くて調理道具も一通り揃そろってる理想的な環境だぞ。……あ、別に学院の生徒じゃないってことは気にしなくていい」

　特別教室棟に入る。

「……いえ、出来ればねえさまに顔を合わせたくないので……」

【ねえさまって、会長さんのことですか？】

　こくんと頷うなずくゲルニカ。

「……そういや聞き忘れてたけど、ニカは会長とどういう関係なんだ？」

「わたしとねえさまは同じ孤児院で育ちました。血の繫つながりはありませんが、本当の姉妹同然だと思っています」

「……そうか」

　ソリスは押し黙る。

　シェンファと同じ孤児院ということはつまり、ハロルド・ファウストが多くの子供達を人体実験に使っていたという孤児院で……ゲルニカもまた、シェンファ同様にその犠牲者ということになる。

　彼女が異常なほどの魔力を持っていた理由も恐らく……。

（……訊きいていいのかなあ）

　君の身体にもシェンファと同じくフラグメントが埋め込まれているのか、と。

【姉妹なのに仲が悪いんですか？】

　マシロが訊たずねる。

　そういえばシェンファからソリスを助けてくれたとき、「私し怨えん」とか言っていた。

　ゲルニカは少し不機嫌そうな顔で、

「……ねえさまは、昔から私のことをいじめるのです」

　ぽつりと言った。

「……歳が近かったこともあり私とねえさまは孤児院でも一緒にいることが多かったのですが、ねえさまは私のおやつを取ったり寝ている私の顔に落書きをしたり自分がおねしょした布団を私のと取り替えて濡ぬれ衣ぎぬを着せてきたり、もう最悪でした」

「……随分と微笑ましい日々だな」

　素直な感想。

　なんか普通の……と言っても普通の孤児院がどんなものか知らないのだが、思っていたよりは随分と平和そうに聞こえる。

「はい。基本的にハロルドはほとんど実験室にこもりきりで、基本的には彼の実子であるカイゼル・ファウストが私達の面倒を見てくれていましたから。目が覚めたら知らない間に一ヶ月経っているとか、その一ヶ月の間に兄弟が一人いなくなっているとか、そういうことがときどきある以外は割と平和な日々でしたよ」

　絶句するソリスに、

「そんなに引かないでください。終わったことです」

　ゲルニカは微かに目を細めて笑った。

【それでニカちゃんは会長さんのこと、嫌いなんですか？】

「いえ、好きですよ」

　即答だった。

「……ねえさまに限らず、他の兄も姉も弟も妹も親代わりだったカイゼルのこともみんな好きです。ただ、好きですがシェンファねえさまはどうも苦手というか、会うと絶対に酷い目に遭わされるのでなるべく会いたくないというか。前に会ったときも大変屈辱的なことをされましたし。……まあ、お兄ちゃんのおかげでそのときの仕返しは出来たのですが」

「……なるほどなあ」

　ソリスも別にシェンファのことは嫌いじゃないしむしろ尊敬しているのだが、実際に彼女の傍若無人ぶりに酷い目に遭わされている一人なので、ゲルニカの言葉には大いに共感できる。

「良くも悪くも滅茶苦茶な人なんだよな、会長」

「その通りです」

　そんなことを話しながら、調理実習室のある二階の廊下を歩く。

　歩きながらソリスは思考をまとめる。

　マシロを狙ねらっているロジャーとゲルニカの依頼人……たしか『ホーリー』という名前だったか（１巻Ⅴ章参照。逃げるロジャーが口走った名前をソリスは一応記憶に留めていた）……ゲルニカから得た断片的な情報を統合すると、その正体は恐らくハロルド・ファウストの子カイゼル・ファウストだろう。

　父の遺志を継ぎ、ついでに父の財力も継ぎ、フラグメントを集めている……敵。

　親が魔道犯罪史上のビッグネームだからと言って子までビッグとは限らないが、やっぱりどうしても萎い縮しゆくしてしまう。

（勝てるのか……俺おれは……）

「お兄ちゃん？」

　ゲルニカの怪け訝げんな声で我に返る。

「なんでもない。早く行こう。調理実習室に入ってしまえばもう安心だぞ。会長が料理なんてするわけないし」

　誤魔化し笑いを浮かべてソリスが言うと、

「確かにそうですね。ねえさまがエプロンを付けて台所に立つ姿など想像も出来ません」

　ゲルニカも微笑んだ。

　そして到着。

　調理実習室の扉に手をかける。

（……あれ、鍵かぎがかかってない。もしかして料理研究会とかが使用中か？）

　だとしたらむしろ好都合。

　料理のことなら彼らに教えてもらえばいいし。

　そんなことを思いながら扉を開ける。

　ガラガラ。




　全裸にエプロンというアレな格好をしたシェンファ・パラケルススがそこにいた。
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「か、会長……？」

「ねえさま……」

　絶句して口をぱくぱくさせるソリスとゲルニカ。

　入り口に背を向けて（＝裸エプロンのため尻しりが見えている）何やら鍋なべを火にかけてかき混ぜていたシェンファ、侵入者に気付いてこちらを向く。

　部屋にはシェンファ以外にアイザックが入り口付近の壁にもたれかかっていて、扉が開くと同時に背中の剣に手をかけていたのだが、入ってきたのがソリス達だと分かると手を剣から離した。

「ん？　珍しい組み合わせだな。何をしているのだ」

　いつものように平然とした顔で訊たずねてくるシェンファ。

「か、会長こそ何やってんですかこんなところで！　そんな姿で！」

「料理をしているに決まっているだろう」

　平然と答えてくる裸エプロン幼女。

「……ねえさまが料理って。なんの冗談ですか」

　信じられないものを見るような顔でゲルニカ。

「先日キャロル・カリオストロがソリス・アレクサンドロを料理で釣ったのを思い出してな。まあ暇だったし、たまには料理でもしてみようと思ったのだ。くくく、見ていろソリス・アレクサンドロ。驚くほどに美う味まい料理を作って貴様をめろんめろんにしてやるぞ」

　邪悪な笑みを浮かべるシェンファに、ソリスの背中を厭いやな汗が流れる。

「……やめてください……って言っても絶対に無駄でしょうし正直食費が浮くのは助かるのでむしろ歓迎したいところですが、妙な創作料理を作るのだけは絶対にやめてくださいね。ほんとにもう、簡単なもので十分ですから」

「おいおいソリス・アレクサンドロ。この私を見くびってもらっては困るな。料理で貴様を釣ると決めた以上、キャロル・カリオストロが貴様に出した以上の超美味い料理を作るに決まっているだろう。料理などやったことはないが心配するな、私は超天才だからな。カリオストロ家のシェフとやらがどんなに達人であろうと、一日あればその領域を追い抜いてみせる」

　自信に満みち溢あふれた表情で胸を張る。

　……シェンファの場合、本当にやってのけそうだから怖い。

「ところで貴様らはどうしてここへ来たのだ。私に何か用か？」

　ゲルニカ、

「……出来ればねえさまにだけは会いたくなかったのですが、お兄ちゃんに図書館でたまたま会ったので料理を作れる場所はないかと相談したところ、この場所を提案されたので来た次第です」

「ふむ……ニカが料理……」

「な、なんですかその人を馬ば鹿かにした目は！」

「……ニカの不器用さはよく知っているからな」

「私はもうあの頃ころの私ではないのです！　同じく料理など作ったことはありませんが、ねえさまにだって負けません！」

　むくれるゲルニカをシェンファは鼻で笑う。

「ふん、その根拠のない自信はどこから涌いてくるのやら……」

「本に書いてありました。『愛情は最大の調味料である』と」

「……それ、素人が一番参考にしちゃいけない理論のような気がする」

　ソリスが小声で呟つぶやくが勿もち論ろんゲルニカは聞いていなかった。

「……ふむ、そこまで言うならニカ」

　シェンファが挑発的な笑みを浮かべる。

　ソリスの頭をよぎる、猛烈に厭な予感。

「ひとつ勝負といこうではないか。これから私と貴様がそれぞれ料理を作り、美味かった方が勝ち。負けた方は『負け犬』と書かれた札ふだをぶら下げ、犬の耳と尻尾しつぽをつけて全裸でグラウンド十周というのはどうだ」

　ますます厭いやな予感。

「……どちらが美味しいかは誰だれが判定するのです」

「決まっているだろう。ソリス・アレクサンドロだ」

「やっぱりそう来るか！」

　叫ぶ。が、もちろん意味はなかった。

「さすがに審査員が一人というのもアレだからザックもだ。あと、まず有り得ないことだが票が割れてしまったときにはマシロくんに見た目の良さで判定してもらおう」

「……承知」

　とアイザック。

【わたしも別にいいですよ。見た目だけの判定なら特に実害はないですし】

　とマシロ。

「俺おれはよくねえよ！」

　ソリスの叫びはもちろん無視された。

「いいでしょう。私の力を思い知るといいのです」

　ゲルニカが勝負に乗った。

　ソリスは大きくため息をつき、勝負を中止させることを早々に諦あきらめ、被害を最小限に抑える手段を思案し、提案する。

「……とりあえず審査員からの提案。お互い料理は初めてだということなので、必ず本を見て作ること。魔法の使用は禁止。薬物の使用も禁止。あと、料理中に審査員からの口出しもＯＫということで。ＯＫ？」

「ふむ、面白味がないがまあいいだろう」

「分かりました」

　二人の幼女が同意。

「よし、それでは勝負開始だ……と、その前に」

　シェンファがゲルニカの方をじっと見る。

「な、何ですかねえさま」

「料理をするならエプロンを付けるのだニカ」

　意外とまともなことを言い、シェンファは部屋の端にあったロッカーの一つを開ける。

　料理部のものらしきエプロンを取り出し、ゲルニカに手渡す。

　ゲルニカが素直にそれを付けようとすると、

「待てニカ。どういうつもりだ」

「……？」

　怪け訝げんな顔をするゲルニカにシェンファ、

「エプロンを付けるときは服を脱げ。常識だろう」

「な……!?」

「どこの世界の常識だよ!?」

　全力でツッコむソリス。

「そ、そのような破廉恥な格好、ねえさまでもあるまいし出来るわけがないではありませんか！」

　するとシェンファは小こ馬ば鹿かにした顔で、

「ふん、やはり幼女は幼女ということか……私が愛読しているオトナの雑誌『アダルティックガール』によれば、《料理を作るときは裸にエプロン。それが一歩先行く乙女のじ・ょ・う・し・き♥》なのだぞ？　……まあ、冷静に考えれば幼女のニカに解らないのも無理はないか。私が悪かったよニカ。ほらほら、幼女なら恥ずかしがることはない。幼女は幼女らしく堂々と服の上からエプロンを付けるがいい。ププッ」

　ゲルニカ顔を真っ赤にして、

「わ、私は幼女などではありません！　私だって一歩先行くオトナの乙女ですから、『アダルティックガール』は愛読しています！　た、たしかにねえさまの言うとおり、そのようなことが書いてありました……！」

「……発禁にしろそんな雑誌」とソリス。

「いいでしょう……私もオトナです……」

　ゲルニカ、何かを決意したような声で言い、ちらりとソリスの方を見て、

「……あんまり見ないでくださいお兄ちゃん」

「おいおいまさか！」

　……羞しゆう恥ちに頰ほおを染めて俯うつむき、ゆっくりとローブを脱ぎ始めるゲルニカ。

「ちょっ、ニカ、いくらなんでも」

「くくく、オトナならば一気に脱いでしまえ！」

「な、なにをするのですねえさま！　や、やめてください、ああっ！」

　シェンファがゲルニカに躍りかかり…………ソリスが止める間もなくゲルニカは一瞬にして素っ裸にされ、その上から直接エプロンを着せられた。

　高等部の人間が使うエプロンだったのでゲルニカにはかなり大きく、足から腰まで全部隠れており、それが最後の救いではあった。

　……が、

「大きくて動きにくそうだな。親切な私がカットしてやろう！」

　シェンファはどこからともなく取り出したハサミでじょきじょき、エプロンを問答無用で切り刻み丈を腰が隠れるギリギリまで短くカットしてしまった。

「うう……」

　泣きそうな顔のゲルニカにソリス、

「……まあその、頑張れ。なるべく見ないようにするから」

　あきらめ顔で言い、

「はい、そんじゃまあ、勝負すたーと」

　投げやりに宣言した。

　……ちなみに。

　ゲルニカの身体は真っ白でつるつるで傷一つなく、綺き麗れいそのものだった。

　その理由はこの本のおまけを参照してください。
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　ソリスは部屋の隅っこでアイザックと並び、遠目で勝負の行方を見守る。

　ちなみにゲルニカが作り始めたのはパエリア。

　普通に作るだけならそれほど難易度は高くないし、ソリスとマシロも一緒に食材を選んだから妙なものを入れられる心配もない。

　マシロが生きていた頃ころに作ってくれたことがあり、あまり器用な方ではない……というか相当ガサツなマシロでさえ、結構美味しく作れた。

　だが、あくまでそれはソリスとマシロがサポートするという前提があってこそ。

　さすがに料理を一度もしたことがない人間が一人で作るには少々不安がある。

（……大丈夫かなあ）

　実際に自分が食べなければならないとあって、かなり不安。

　チラチラと様子を窺うかがう。

　教室内なので離れられる距離には限度があり、いくら見ないように見ないようにしてもシェンファとゲルニカの丸出しの尻しりだのエプロンの横からのぞく平へい坦たんな胸はイヤでも目に入ってしまう。

「くくくソリス・アレクサンドロ。そんなに私達の尻やおっぱいが気になるか？」

　わざと見せつけるようにその場で一回転し、シェンファが笑う。

　ソリスはジト目で心底ウザそうな顔をして、

「……そらまあ、気にならないと言えば噓うそになりますよ。こんなところ他の奴らに見られたら、ただでさえ下降中の俺おれの評判は今度こそ奈な落らくまで落ちますからね」

「心配するなソリス・アレクサンドロ。そうなったときは学院中の人間にゴミ扱いされて傷ついている貴様をこの私が優しく慰めてやろう」

「自分を陥れた張本人にンなことされたら本気で殺意が湧わくので勘弁してください」

「『お前を殺して俺も死ぬー』ってか？　それはそれで非常に美しい愛のカタチだと思わないかソリス・アレクサンドロ」

「相変わらず病んでますね」

「噂うわさによればヤンデレというのが結構男の子に人気があるらしいぞ」

「知らねえよ」

「知らないとは何だ！　何故そんなに冷たいのだ！　この私に冷たくするなんて……さては他に女が出来たのだな！　絶対に許さんぞ！　くっ、その女を殺してやる！」

「……それ先週あんた実際にやっただろ。ニカのおかげで未遂に終わったけど」

【ちなみにわたしがその殺されかけた女です】

　マシロがノートに書くとさすがにシェンファも気まずそうに目を逸らし、

「ふん、どうせ私は悪者ですよーだ」

「ほんとに反省してるんだろうなこの幼女……」

　ソリスは嘆たん息そくし、視線をシェンファから外す。

　鶏肉を切っているゲルニカの姿が目に入る。

　包丁を使う手つきが微妙に危なっかしく、ノコギリのように何度も何度も押したり引いたりを繰り返している。

（うあああ、見てられねえ……）

「ニカ、包丁はこう、押すときにだけぐいっと力を込めれば鶏肉くらい簡単に切れる筈はずだから。そんなゴリゴリ力を入れなくてもいいからあと左手を前に出すんじゃない危ない左手は横で肉を押さえるんだ」

「ふむ……助言感謝しますお兄ちゃん」

　アドバイスを受け、ゲルニカは左手を包丁の横に引っ込める。

「そうそう、そんな感じそんな感じ」

　ホッと胸をなで下ろすソリス。

　だが、まだ安心は出来ない。

　と、不意にゲルニカがソリスの方にちらっと視線を向けた。












「……あ、あんまり見ないでくださいお兄ちゃん」

　頰ほおを赤らめて言うゲルニカに、

「え、あ、おう、ごめん」

　ソリスは慌てて顔を背ける。

「いえ……こちらこそせっかくアドバイスをもらったのにすいませんお兄ちゃん。でもやっぱり恥ずかしいのです……」

「……おい貴様ら……さっきから気になっていたのだが」

　シェンファが口を開く。

「……その『お兄ちゃん』というのは何なのだ」

　ソリス言われて初めて気付く。

　あまりにも自然だったので特に気にしていなかった。

「あー、そういやいつの間にかそんな風に呼ばれてたな。別にいいけど」

　ゲルニカも、

「年上の男の人なので別に普通ではないでしょうか。ねえさまのように呼び捨てにする方がむしろ変です。ねえお兄ちゃん」

「だよなあ」

　意見を一致させるゲルニカとソリスにシェンファは不満そうな顔。

「わ、私がお兄ちゃんと呼んだときは心の底からイヤそうな顔をしたくせに……なんなのだこの扱いの差は……」

　ブツブツと呟つぶやくシェンファを横目にゲルニカは料理を再開。

「って、おいニカ。タマネギはまず皮を剝むくんだ。そんで真ん中で切ってまな板に置け」

「ああ、なるほど。ありがとうございますお兄ちゃん」

「まあ、そんなことレシピには書いてないだろうからな。基本的なことって意外と困るんだよ。『カップ三分の二の水』のカップってどんな大きさだよとか。少しでもわかんないことがあったらすぐに聞けよ」

「はい、お兄ちゃんは頼りになりますね」

「ニカが素直でいい子だからだよ」

「えへへ」

「……くっ、なんだこの気持ち……思わず本気でヤンデレ化して妹をＳＡＴＳＵＧＡＩ殺害してしまいそうだ……」

　シェンファが拗すねた顔で呟いたが、ソリスもゲルニカも聞いていなかった。

「……なんか本当に妹が出来たみたいな気分だ」

　微笑を浮かべてソリスが言う。

　シェンファのようなアレな幼女ではなく、こういう素直な子に懐かれるのは悪くない。

【……妹に裸エプロンでご飯を作らせているお兄ちゃんって一体なんなんでしょうね。何故か普通にこの状況を受け入れているようですが、普通の人からするとこの状況はかなり異常ですよ】

　マシロの辛しん辣らつなツッコミ。

「……いや、おかしな状況ってことは分かってるけど、会長にンなこと言っても聞かないことは分かってるし、今更幼女が裸エプロンになったくらいでごちゃごちゃ言うのも疲れるっていうか」

【……そうやって慣れていくんですね……。お姉さんはちょっとソリスくんの将来が本気で心配です】

「だ、大丈夫だって。俺おれは健全だ」

　じーっとソリスの顔を見るマシロ。

　空洞の眼がん窩かの中に黒い魔石──フラグメント《黄ヨ泉ミ》が覗のぞく。

　それからマシロ、突如踵きびすを返し、ロッカーの方へ歩いていく。

「……？」

　中からエプロンを取りだして戻ってくる。

　ソリスの前でいそいそとエプロンを身につけ、

【ソリスくん】

　先ほどシェンファがやったようにくるっと一回転。

【ほらほら裸エプロンですよー】

「……」

　……正直、だから何だよと思った。

　だが、それをそのまま口に出したりまったくの無反応だったりするとマシロが傷つくかもしれないし……。

　とりあえず、

「うわあっ、なんてエロい格好なんだ、超エロいぜ、そんなはしたない格好はやめてくれマシロ！　俺には刺激的すぎてとても直視できないよ！」

　…………。

【この大根役者が】

　怒りで震える筆跡。

　それから何やら深呼吸するような動作をして、再びノートに文字を書く。

【……ソリスくん。冗談を言ったのにそこまで気を遣われると、こっちの方がなんだか申し訳なくなってしまいます。あまり神経質にならなくてもいいですよ。ソリスくんをどきどきさせてあげるのは人間の姿に戻ったあとで十分ですから】

「そ、そうか……」

　ホッとするソリスにマシロ、

【今は想像で我慢してくださいね。ほらほら、人間に戻った私の裸エプロン姿を想像してみてください】

　……言われた通り、大人になったマシロの裸エプロン姿を想像してみた。




　……エロかった。超エロかった。




【ちょっとソリスくん、どうしてそんなにも真っ赤っかになってるんですか!?　一体どれだけリアルな想像をしちゃったんですか!?　やめてーっ、わたしのいやらしい姿を想像するの禁止ーっ！】

　開いたノートでぽかぽか叩たたいてくるマシロ。

　……そんなこと言われても、一度脳裏にくっきり浮かび上がってしまったイメージを消すにはかなりの時間を要した。
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　そんなこんなでゲルニカの方はどうにか野菜や魚介類を切り終わり、いよいよフライパンでそれらを米に乗せて炊く段階になった。

　ここからが本番だ。




（※要注意。裸エプロンでパエリアなど火や油を使った料理をするのは大変危険です。この本を読んでいる女の子は絶対に真似しないでください。男の子なら全裸でクッキングしようがどうでもいいです）




　対するシェンファの方はというと、クリームを凄すさまじい手際のよさで泡立てている。

　パン焼きかまどからは甘い匂においが漂ってくる。

　その他の材料はフルーツにチョコレートにジェリービーンズなど。

　どうも料理というよりお菓子作りをしようとしていたようで、勝負にもそれをそのまま使う気らしい。

　ソリスに言われた通り、ちゃんと本を見ながら作っている。

　作っているのはケーキだろう。

（……ケーキかあ……やばい、正直かなり楽しみだ）

　ケーキなんて五年以上食べてない。

　この街に来てからひたすら貧乏生活をしていたソリスには、ケーキなどの嗜し好こう品ひんを買う余裕など一切なかった。

　そんなん食ってる余裕があったら肉と野菜と炭水化物を取れ、でないと死ぬぞ、みたいなノリであった。

「……しかしまあ、器用なもんですね……」

　素直に感心する。

　初めて料理を作るとは到底思えないほど手際がいい。

　果物を包丁で切る様子など、ゲルニカとは比較にならない。

「ふふん、手先が器用でない者が魔道具科の首席になどなれるわけがなかろう」

　ソリスの方を見ながら得意げにシェンファ。

「ああ、なるほど……」

　納得。

　さすが学院の誇る天才、と言ったところか。

　どれだけ才能に恵まれれば気が済むのだと、妬ねたましく思わなくもない。

　……残念ながら、この様子ではゲルニカに勝機はないだろう。

　本音を言うとお兄ちゃんとしてはゲルニカに勝たせてあげたいのだが、こと食べ物に関することに限っては、そのようなえこひいきは出来ない。

　せめて負けたときの罰ゲームを軽いものにするよう交渉するくらいか。

　と、不意にシェンファ、

「……おっと、ここは完かん璧ぺきすぎるシェンファ会長にも意外な弱点があったんだー、という萌もえポイントを演出しておくべきだったか？　ふむ……」

　クリームをかき混ぜる手を止め、泡立て器を乱暴に振る。

「おおっと、手が滑ってしまった」

　ぺちゃり。

　シェンファの顔に白濁した液体がかかる。

「いやーん。私ってドジっこちゃんだから上手くできな～い」

　たわけた台詞を吐きながら、さらにぴちゃりと自分にクリームをかける。

　クリームがゆっくりと胸元へと垂れていく。

「ああん、クリームまみれになってしまったぞ～。いやあん、そんなえっちな目で見ないでぇおにいちゃぁん……」

「なあアイザック、今日行った店のシーフードパスタがさあ、値段の割に美う味まくて量も多くて当たりだったよ。他のメニューも食べたいから今度一緒に行こうぜ」

「ふむ……それは構わぬがアレクサンドロ。前々から言おうと思っていたのだが、某より高い物を注文しておいて会計を割り勘にするのはもうやめてもらえまいか」

【そんなことしてたんですかソリスくん……。なんかもう泣きたくなるくらいセコいですね……】

「ま、まあ細かいことは気にするなよ……」

　シェンファの奇行を完璧に無視して世間話をするソリス達。

　わなわなと震えるシェンファ。

「こ、この私のセクシーショットを無視するとはいい度胸だなソリス・アレクサンドロ……！　いいもん、死ぬほど美味しいケーキを作って貴様を悶もん絶ぜつさせてやるもん……！」

　子供っぽい拗すねた顔で、自分でぶっかけたクリームを自分で拭ふく。

　エロいというか完全にアホの子だった。

「それはそうとマシロ」

【はい？】

「ニカのこと近くで見ててやってくれないか？　やっぱり火を使うのは危ないから」

【……まるっきりお兄ちゃん気取りですね。セコいくせに】

　マシロ、渋々といった様子でゲルニカの方へ歩いていく。

　ちょうどゲルニカが火にかけたフライパンに油を注ごうとしていた。

【ニカさん、油がはねるので気をつけてくださいね】

「そうなのですか。ご忠告どうもありがとうございます」

　ぺこりとお辞儀をして慎重にオリーブオイルを入れる。

　ぴちっ、と軽快な音がして油がはねる。

「おおっ」

　慌てて後ろに下がるゲルニカ。

「……ふう、危なかったです。ありがとうございましたマシロさん。マシロさんの注意がなかったら危うく火傷やけどをしていたところでした……」

　真剣な顔で言うのが妙に可愛い。

【いえいえ、どういたしまして】

　さらにゲルニカ、

「あの、マシロさん」

【？】

　上目遣いで少し顔を赤らめ、

「お姉ちゃん、と呼んでもいいですか？」

【!!】

「……お姉ちゃん？」

【わからないことがあったらお姉ちゃんに何でも聞いてくださいね!!】

　……どうやらマシロも落ちたらしい。
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　……というわけで。

　ソリスとマシロの支援もあり、どうにかゲルニカの料理は完成した。

　魚介類と野菜がたっぷり入ったパエリア……なのだが、全体的にドロッとしている。

　水分多めにもかかわらず米は一部完全に真っ黒で、おこげというレベルではない。

　フライパンから皿に盛りつけるとさらに微妙な感じになった。

「…………」

　ゲルニカがぶすっとした表情で初めての自作料理を見つめる。

「まあ、初めてなんだからこんなもんさ」

【その通りです。また練習すればいいじゃないですか】

　ソリスとマシロが慰める。

「……お気遣いありがとうございますお兄ちゃんお姉ちゃん。ですが……」

　ゲルニカの視線が向いた先には、シェンファの『初めての自作料理』があった。

　店で売っても違和感がないような、恐ろしく完成度の高いデコレーションケーキ。

　全体にカラフルなチョコレートで装飾が施され、クリームの飾りも美しい。

　さらに凄すごいのは真ん中に乗ったホワイトチョコで作られた二体の人形で、制服姿の幼女がローブ姿の幼女を踏ふみ台にして立っている。

　髪や服の装飾まで凄すさまじく細かく作られていて、食べるのが惜しくなる。

　初めて作ったとかそういうレベルではない。

　こんな短時間でこんなものが作れるということが本気で信じられない。

　呆ぼう然ぜんとケーキを見つめる三人に、その傍らに立つシェンファ、

「ふふん、驚くのはまだ早いぞ」

　得意げに鼻を鳴らし、さっくりとケーキに包丁を入れる。

　断面から見えたのは虹にじだった。

　各種のフルーツを中で並べ、断面が虹になるように設計されていた。

　虹の下からはとろりと黄金色の液体が流れ出て、皿の上で海となる。

　黄金の海に浮かぶ虹──それがシェンファの作ったケーキだった。

【うーん……わたしの票は会長さんにあげざるをえません……ごめんねニカちゃん】

　謝るマシロに、

「……いえ、気にしないでくださいお姉ちゃん。確かに見た目はシェンファねえさまの方に分があると言わざるをえないでしょう……」

　シェンファは小こ馬ば鹿かにするような顔で、

「くくく、まるで味ならば負けていないと言っているように聞こえるなあ」

「うう……」

　シェンファはさらにケーキに包丁を入れて四人分に切り分け、皿に盛りつけた。

「さあソリス・アレクサンドロ、これがこの私の愛だ。遠慮なく食べるがいい！」

　差し出された皿を受け取る。

「う……」

　唸うなるソリス。

　どこからどう見ても物もの凄すごく美味しそうで、見ているだけでよだれが出てくる。

　もう何年も前、家族に祝ってもらった誕生日パーティーを思い出す。

　家族がいて、使用人達がいて、マシロとマシロの両親も呼ばれて、みんなで一緒に大きなケーキを食べたっけ……。

　マシロが死んでしまうことも、家族から逃げるように遠くの街へ行くことも、この世に存在するありとあらゆる不条理も知らず、無邪気に今の幸せがずっと続くと信じていられたあの頃ころ。

　……不覚にも涙が出そうになり、慌ててケーキをフォークに突き刺す。

「すまん、ニカ……！」

　まだニカの料理を食べていないにもかかわらず思わず謝罪を口走り、シェンファのケーキの欠片を口に入れる。

　口全体に広がるケーキの味──────………………

　────────……………………

　──────………………




「……まっじ。なんか生ゴミみたいな味がする。ぺっ」




　ソリスの口から出てきたのは、唾つばと一緒に流しに吐き出されたケーキの断片と、驚くほどにストレートな罵ば声せいだった。

　シェンファが頰ほおを引きつらせる。

　マジ切れ一歩手前らしく、額に青筋が浮いている。

「ソ、ソリス・アレクサンドロ…………き、貴様ぁ…………いくら貴様でも……言っていいことと悪いことがあるぞ…………」

【ソリスくん、今のはさすがに酷いと思います】

「……お兄ちゃん、私のためを思ってのことだとは思いますが、不正をしてまで勝ちたいとは思いません」

「見損なったぞアレクサンドロ……」

　口々に非難されソリスは慌てて、

「いや違うって、だってこれほんとにクソ不ま味ずいんだってば！」

　恐る恐るもう一度、今度は生クリームの部分だけを口に含んでみる。

　…………洗剤みたいな味がした。

　今度は虹にじの部分……フルーツを食べてみた。

　…………苦い。ずっと昔に実家で一時的に魔力を高める薬を調合して飲んだことがあるけど、その味になんとなく似ていた。

　……虹の緑の部分はフルーツじゃない。多分何かの薬草……いや、薬の使用は禁止したから……あ、そうだこれ多分……パセリだ。

　さらに紫の部分をちょっとだけ舐なめてみた。

　………………ナスだった。

　赤い部分は確かにイチゴ……なのだが、他の果物だか野菜だか薬だかよく解らないものとの組み合わせが最悪でイチゴ本来の甘みなど完全に消滅していた。

　金色に輝くソースは……油に何かよく解らない着色料を混ぜているっぽい。

　……要するに絵の具の金色と基本的には同じ理屈で作られている。

　ソリスの様子を見て、ゲルニカとアイザックも怪け訝げんな顔でケーキを口に入れた。

「…………ぴゃっ」

　ゲルニカは変な顔をして生ゴミの袋に吐き出した。

「…………ぅ……む」

　アイザックは顔中から脂汗を流しながら果敢にも飲み込み、

「……ぐ……ぁが……がぁっ、はがぁっ……！」

　苦しげに胸を押さえてその場に膝ひざをついた。一番酷い反応かもしれない。

　シェンファは冷や汗を浮かべながら、

「お、おいおい貴様ら、愚かにもみんなしてこの私をからかおうとしているのか？　馬ば鹿かめ、この私がそんな手に引っかかるとでも──」

　ぱくり。

　ぱりん／ぐしゃっ。

　何とも言えない表情をしたあと、ケーキを皿ごと床に叩たたきつけた。

「…………」

「…………」

【…………】

　何とも言えない気まずい沈黙。

　ソリス取り繕うように、

「……えーと、まあ、その……なんだっけ。うわーこれはびっくりだー。完かん璧ぺきすぎるシェンファ会長にも意外な弱点があったんだー。シェンファたん、萌もえー」

「ぼ、棒読みで言うなああああ!!」

　顔を真っ赤にして叫ぶシェンファにゲルニカ、

「……ねえさま。本を見ながら作った筈はずなのに、どうしてこんな真夏の流し台で一週間放置した生ゴミのような味になるのですか？」

　ソリスはテーブルの上に開いてあった、シェンファが見ていた本を手に取った。

「えーと……月刊よいこ４月号……みんなが考えた夢のケーキコンテスト……最優秀賞パウエルくん（７さい）……体操のおにいさんとおねえさんのコメント。とっても夢のある素敵なケーキだね。おにいさんとおねえさんもたべたくなっちゃったよ」

　……紙面にはクレヨンで描かれたと思われる、切ると中から虹にじが出てくるケーキの絵が載っていた。

　当然だが、材料やレシピや具体的な作り方の手順など一切載っていない。

　シェンファはこの絵を忠実に再現したらしい。まあ確かに見た目だけは完璧だが、

「こ、こんなもん参考にすんじゃねえ！」

　叫ぶソリスにシェンファ、

「ど、どうせならこの私が最初に作るのはありきたりな料理などではなく子供らしく夢のある自由な発想で作られたオリジナル作品であるべきだと思ったのだ！」

「だから素人がオリジナルに手を出したって失敗するに決まってるんですよ！」

「この私が失敗するなどありえん！」

「してるじゃないですか実際！」

　シェンファは口ごもり、

「ち、違うのだ。これはその……原作を忠実に再現したまでだ。責任があるとすれば原作者のパウエルくん（７さい）だろう。私ではない」

「人のせいにしないでください。パウエルくん（７さい）だってこんなケーキ食わされたら泣きますよ」

「いやいやそんなことはない。パウエルくん（７さい）なら認めてくれるに決まっているのだ。私はパウエルくん（７さい）を信じるね！」

「いいえ俺おれには聞こえます。原作レイプだと嘆くパウエルくん（７さい）の声が」

「ハッ、現実などこんなものだ！　勉強になったなパウエルくん（７さい）！　作ってやっただけありがたいと思え！」

「うわ、開き直りやがった！」

「……ともあれ審査員にパウエルくん（７さい）がいない以上、お兄ちゃんとそこの犬さんの評価だけが全てでは？」

　ゲルニカが淡々と言った。

「……くっ、たしかにその通りだ……。ほら、早くニカのも食うのだソリス・アレクサンドロ。どうせそれもヘドロのような味がするに決まっている！」












　ソリス、ゲルニカのパエリアをスプーンで口に運ぶ。

　不安そうな顔で自分を見つめるゲルニカに微笑み、恐る恐る食べてみる。

　………………。

　………。

「……あ、普通だ」

　まあ多少苦かったり油っこかったりするが、そこまで気になるほどでもない。

　海え老びや魚介類などの調理には特に失敗しておらず、素材の味そのままで美味しいし。

　食べ物ですらないシェンファのケーキとは比べようもなかった。

　というわけで、料理対決は意外にもゲルニカの勝利。
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「──って、こんなことをしている場合ではないのです！」

『負け犬』という札ふだをぶら下げて犬の耳と尻尾しつぽをつけ、全裸でグラウンドを走るシェンファの姿を遠目で見ながら、ゲルニカは突然言った。

「私は別にねえさまとアホな料理勝負をするためにここへ来たわけではないのです。ロジャーにご飯を届けてあげなければ」

「あ、そうか。そういえばそれが目的だったっけ」

【わたしもすっかり忘れていました】

　ソリスとマシロも本来の目的を思い出す。

「まったく、だからねえさまと会うのはイヤなのです」

「だよなあ。ほんとに会長はろくなことしねえよ」

【根っからのやっかいさんですね】

「……全裸で走らせておいてその言いぐさは流石さすがに酷むごいと思うのだが」

　口々に言って調理実習室へと戻っていく三人に、アイザックが遠回しに非難の声を上げたが当然誰だれも聞いていなかった。

　部屋に戻り、パエリアを容器に詰める。

　昼食後でソリス達がそんなに食べなかったこともあり、大人一人前くらいの量は十分に残っていた。

「おし、それじゃロジャーのところに行くか」

　ソリスが言うと、

「お兄ちゃんも来るのですか？　眼鏡代は払いませんよ？」

「……俺おれも男だ。それは潔く諦あきらめよう……くそっ……」

「さすがお兄ちゃんですね。大好きです」

　可愛らしく微笑まれてそんなことを言われると、何もかも許してしまいたくなる。

（……ロジャー・アランカル。この娘が作った初めての料理を不ま味ずいなんて言った日にはこの俺おれが許さんぞ……）

　まるっきり保護者の心境で、ソリスとマシロはゲルニカと共に学院を後にした。
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　ロジャーが働いているという工事現場は、喫茶店『ストロベリーフィールド』からちょっと行ったところにあった。

　建設中のプールはかなり大きなものらしく、先日の団体客以上の人数が働いていた。

「こんだけいるとあの地味なおっさんを探すのも一苦労だなあ」

　何気なくソリスが言うとゲルニカ、

「そのようなことはありませんお兄ちゃん。ロジャーのあふれ出る駄目オーラは並の人間と一線を画すものであり、どこへ行っても何をやっても埋没するものではありません」

【ニカちゃんはそんな駄目なおじさんのどこが好きなんですか？】

「か、勘違いしないでくださいお姉ちゃん。私はロジャーのことなど好きではありません。私とロジャーはただのビジネス上のパートナーに過ぎず、しかもどちらかというと私の方が上位なのでむしろ警察と警察犬の関係かもしれません。もちろん私が警察です」

【あんまり役に立ちそうにない警察犬ですね】

「そのぶん私が優秀なので問題ありません」

「つか、他人の使い魔を問答無用で強奪しようとする警察があるか」

「何を言っているのですかお兄ちゃん。国家権力とはそういうものですよ？　搾取されたくなければ自分が奪う方に回るしかないのです」

「……可愛らしい女の子の口からそんなシビアな発言を聞きたくはなかったよ」

「いえいえそんなアダルトな美人だなんて。お兄ちゃんは口がお上手ですね」

「言ってねえ」

　ぐだぐだと喋しやべりながらきょろきょろ現場内を見回してロジャーを探す。

「あ、いました」

　コート姿ではなく他の作業員と同じ作業着姿。

　ダルそうに資材を運んでいる、いかにも仕事ができなさそうなダメなおっさん。

　きびきび働いている周囲の人間と比べると作業スピードは遅く、しかも他の人の見てないタイミングを見計らっていちいち一服している。

　……他の人間と同じ給料を貰もらうことが申し訳なくないのだろうか。

「ふう。相変わらずサボりのスキルだけは一級品ですね」

　呆あきれ顔がおのゲルニカ。




「ふむ、どれがロジャーだ？」




　いきなり後ろから声。

「わわっ!?」

　ソリス達が慌てて振り返ると、制服姿のシェンファが立っていた。

「ね、ねえさま……全裸ランニングはどうしたのですか」

「やったともさ。真面目に十周走ったともさ。運動部の連中の可哀相な人を見るような目に耐えながらな！」

　ギリギリと奥歯を嚙かみしめながらシェンファ。

「……まあ、実際に可哀相な人ですしね」

「そもそもねえさまが提案した罰ゲームですから」

「ふん、だから最後までこなしてやったのだ。それなのに貴様らときたらそれを見届けもせず途中でいなくなりおって……！　ザックに貴様らが弁当を届けに行ったとか聞いて、慌てて追いかけてきたというわけだ」

「追いかけてこなくていいです。ねえさまには関係のないことですから」

「私だけ仲間はずれにするなよう。寂しいじゃないかよう」

　意外と素直な幼女だった。

「で、ロジャーというのはどれだ？　見たところそれっぽい奴はいないようだが」

「ああ、それなら──」

「ちょ、ちょっと見当たりません。これだけ大勢いるので無理のないことでしょう」

　ソリスが答えようとするのを、ゲルニカは慌てて止めた。

「ふむ？」

「ねえさま、私はお兄ちゃんとお姉ちゃんに内緒の話があります。とても大事なびじねすの話ですのでねえさまにも聞かせることはできません」

　ゲルニカ、ソリスとマシロをシェンファから少し離れたところまで連れて行く。

「なんだビジネスの話って」

「それは噓うそです。しかしもっと大事な話です」

「？」

「……実はねえさまの中では、ロジャーというのはとってもシブくてハンサムで脚が長い金髪碧へき眼がんの超一流のはーどぼいるどな事件屋ということになっているのです」

【なんでそんなことに？】

「それには深い理由があるのです」

「深い理由？」

「そのようなことはどうでもいいではありませんか」

　理由＝見栄を張ったゲルニカが、シェンファにロジャーのことを本人とは似ても似つかない別人のように説明した（２巻プロローグｐａｒｔⅠ参照）。

「……いやニカ、深い理由ならどうでもよくはないと思うが」

「さすがお兄ちゃんです、分かっていただけたのですね」

「…………今、ニカが会長の妹ってことに納得がいったよ」

「そう、大切なのは過去より今なのです。もしもシェンファねえさまにロジャーが実は完かん璧ぺき超人どころか仕事もダメでお金に汚くすけべで普通の人間としても品性下劣な臭い汚いキモいの３Ｋが揃そろった三段腹のブ男だということがバレてしまうと、ねえさまは私を無理矢理にでもロジャーから引き離してしまうでしょう」

「……俺おれも無理矢理にでもニカをロジャーから引き離したくなってきたよ」

「な、お兄ちゃんまで何を言うのですか。もしも私がいなくなったらロジャーはますます社会にとって有害なゴミ人間になってしまいます。そのようなことは責任感の強いあだるとな女性である私には許されません」

【わたしも心情的にはソリス君と同意見なんですけど、でもやっぱり好きな人と離ればなれになっちゃうのは辛いですよね。女の子は恋をして大人になるのです】

「さすがお姉ちゃんです、わかっていただけますか……って、べ、べつに私はロジャーに恋などしてはいないのです！　ロジャーをまともな人間にすることが出来るのは私だけなので仕方なく……」

「はいはい。で、どうするんだ？」

　言い訳するゲルニカを軽くいなし、ソリスは訊たずねる。

「……どうにかねえさまとロジャーを会わせないようにしたいのです。適当にぐるぐる回ってロジャーが見つからなかったらねえさまも諦あきらめるでしょう」

「もしもロジャーの方から俺たちを見つけて声を掛けてきたらどうするんだ？」

「どうにか誤魔化してください。お兄ちゃんとお姉ちゃんだけが頼りです」

【ソリスくんが美形中年に変装するというのはどうですか？　顔にヒゲとか描いて】

　いきなりろくでもないことを言うマシロ。

「それはいい考えかもしれませんお姉ちゃん」

「よくねえよ。いくらなんでもバレるに決まってるだろ」

【そうでしょうか。いいアイデアだと思ったんですけど】

「お兄ちゃん、もっと自分を信じてみてはどうですか？」

「自分を信じすぎるとロクなことにならないって最近俺は学んだから」

「そんな。昔の夢と野心に溢あふれていたお兄ちゃんはどこへ行ったのですか」

「今の俺はもうお前が知っている兄ではない。……って、ニカと俺が会ってからまだ二週間くらいしか経ってないけどな」

　……そうこうしていると、待ちくたびれたシェンファがこちらにやってきた。

「貴様ら、どうも様子がおかしいな……」

「そ、そんなことはありませんねえさま。びじねすの話をしていただけです」

「そんなのはあとにしろ。ほら、さっさとロジャーとやらのところに連れて行け。姉として挨あい拶さつしておかねばなるまい」

「い、いえそんな、どうぞお構いなく……」

　慌てるゲルニカにシェンファはジト目で、

「……どうも怪しいな。何を隠している。やはりロジャーなんて人物は貴様の妄想なのではあるまいな。だとしたら私は強制的に事件屋など廃業させるぞ」

「そ、そんなことはないです。ロジャーは実在します。これから会わせてあげますのでついてきてください」

「うむ」

　鷹おう揚ように頷うなずくシェンファを引き連れ、仕方なくゲルニカは歩き出した。
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　現場へと入る一行。

　作業員達に怪け訝げんそうな視線を向けられはしたが、邪魔にならないように歩けば特に追い出されたりはしなかった。

　ニカはロジャーがいるのとは逆方向へと歩いていく。

「……おいニカ。どんどん人気がない方へ行っている気がするのだが。というか、この先は仮設トイレしかないぞ」

　シェンファが訝いぶかると、

「……いえ、もしかしてねえさまがトイレに行きたいのではないかと」

「私は別に緊張するとトイレに行きたくなるようなタイプではないぞ。まあ、ソリス・アレクサンドロと一緒ならそれもやぶさかではないが。むせかえるような男の汗と便の臭いで溢あふれた狭くて汚い個室の中で、二人きりで激しく獣のように愛し合おうか？」

「……想像するだけでなんかイヤな気分になってきました」

　シェンファのアホな言葉に、本気でイヤそうに顔をしかめるソリス。

「まあまあお兄ちゃん、ご遠慮なさらずに」

「そうだぞソリス・アレクサンドロ。それに私と貴様が結ばれればニカは本当に貴様の義理の妹になるのだ。いい話ではないか」

「義理の妹ほしさにその姉と……ってどんな倒錯した話だよ！　死んでも断る！」

【ソリスくんのバカ！　死ぬなんて簡単に言ってはいけません！】

「ええ!?　このギャグ会話の文脈でそんなマジな説教をされるとノリについて行けないんですけど!?　でもすいません。ごめんなさい」

【わかればいいです】

「やれやれ、ソリス・アレクサンドロにとっては妹よりも姉か」

　またシェンファがろくでもないことを言う。

「そうだ、ニカがソリス・アレクサンドロと結婚すれば私はこやつの義理の姉となるな」

「アホか！」

　全力でツッコむソリスと、

「……お兄ちゃんはあくまでお兄ちゃんなのです。私がお兄ちゃんに恋愛感情を抱くことなど万に一つもありません」

　真顔で言うゲルニカ。

　……ソリスがほんの少しだけ悲しいと思ってしまったのは秘密。

　そんな感じでぐだぐだ喋しやべりながら、一行は工事現場をうろつく。

　ロジャーの移動に合わせ、さりげなく彼から離れる方へ離れる方へ。

　一応、きょろきょろとロジャーを探すフリだけはしつつ。

　十五分ほどそんな無意味な移動を繰り返しただろうか。

「……おいニカ。さっきからなんかめちゃくちゃに歩き回っているようだが、まだロジャーとやらは見つからないのか？」

　足を止め、ジト目でシェンファ。

　ゲルニカはポーカーフェイスで、

「はいねえさま。……残念ながら、こんなに探しても見つからないということはもしかすると今日は早引きしたのかもしれません」

「ふむ……」

　納得いかなそうな顔のシェンファ。

（……げ！）

　いつの間にこんな近くまで接近してきたのか、シェンファの後ろ、ここからちょっと離れたあたり──仮設便所の方へ歩いて行く、ロジャーの姿。

　幸いにしてロジャーはこちらに気付かず、そのまま便所の扉へと手をかけた。

（……ふう、危なかった）

　安あん堵ど──だがシェンファは、そんなソリスの微妙な表情の変化を見逃さなかった。

「……ふむ？」

　シェンファが咄とつ嗟さに振り返る。

　細かいところまでは見えなかっただろうが、『誰だれかがトイレに入っていくところ』はハッキリと目撃されてしまった。

「さ、さあねえさま。今日はもう帰りましょう」

　動揺を隠せないゲルニカ。

「……まてニカ。今トイレに入って行った男が気になる」

「べ、べつにあれは決してロジャーなどではありませんでした」

「……ふーん、そうか。まあそれならそれでいい。だが私もちょっとトイレに行きたくなった。行くとしよう」

　からかうような表情でシェンファ。

「ま、待ってくださいねえさま。トイレなどあそこ以外にもいくらでもあります。そこまで我慢してください」

「私は今行きたいのだ。もう我慢できない」

　トイレに向かって歩き出すシェンファに追いすがるゲルニカ。

「ねえさまそんな子供みたいなことを言わずに！」

「だって私は幼女だからなー」

「つ、都合のいいときだけ……。あ、そうですねえさま、今入っていった人がその……おしっこではなく『大きい方』だったらどうするのですか！」

「なるほど……その可能性は否定できないな」

「そうですその通りです」

「そのときは無理にでも代わってもらおう。私のような美幼女のピンチを救えるのなら、男はみんな喜んで野グソをするだろう」

「そんな無茶苦茶な！」

　……などとやっている間に、ついにトイレの前に到着。

「ま、待ってくださいねえさま、話せば分かります」

「そうか。だが聞く耳持たん」

　問答無用でシェンファ、トイレのドアをガンガン叩たたく。

　金属製の錆さびた扉が甲高い音を立ててゆっくりと開き────




　中から美形の中年の男が現れた。




「「「な……!?」」」

　シェンファとソリスとゲルニカが同時に息を吞のむほど、それは美しい男だった。

　身長一九〇センチほど／歳の頃ころ三十代～四十代／野生の獣を思わせる少し乱れた金髪／切れ長の碧へき眼がん／高い鼻／少し影のある彫りの深い顔立ち／顎あごの無精ヒゲすらワイルドさを演出する有効な小道具／他の作業員達と同じ作業着でありながら、まるで別物のような着こなし／はだけた胸元がセクシー。

　ちょっとワルめの渋いオヤジ──そんな印象。

　彼は呆ぼう然ぜんとするゲルニカに微笑みかけた。

　口元から僅わずかに歯が覗のぞく、惚ほれ惚ぼれするような笑み。

「ようニカ、どうしたんだ？」

　声だけはなんか聞き覚えがあった。

　…………よくよく思い出せば、その声はロジャーのものだった。

　が、ややトーンを落とした芝居がかった口調だったので、それほど違和感はない。

（……そうか幻術か！）

　先日の戦いで、ロジャーはアンデッドの大群の幻を見せてソリスを苦しめた。

　幻術＝三十年ほど前に発見された《幻界》と呼ばれる異界から、《幻げん子し》と呼ばれる特殊な粒子を呼び出し、それを使ってここにはない何かを形作る術。

　自分の見た目を変えることも可能だが、変わるのはあくまで見た目だけで、実際の触感などは誤魔化せない。

　物理的な影響力はないが使いこなせば面白い魔法なので一時期人気を博したものの、幻術を使った犯罪が多発したため、現在では店や学校などほとんどの建造物に幻術対策として幻子を無効化する結界が張られている。

　かつてトリス学院でも共通教育科目として幻術の講義が開設されていたが、噂うわさによれば講師が覗のぞきで逮捕されてそれ以来廃止されたという。

「き、貴様がロジャー……なのか……？」

　微妙に顔を赤らめ、上擦った声でシェンファが訊たずねた。

「イエス、可愛らしいお嬢さん」

　ロジャーの答えにシェンファは微妙に悔しそうな顔をした。

「キミはニカの友達かな？」

　ロジャーがシェンファに微笑む。

「そ、そうです！　友達です！　シェンファって言います！」

「です……!?」

「ます……!?」

　シェンファが敬語を使ったことを信じられない目で見るソリスとゲルニカ。

「そうか、ニカと仲良くしてやってくれよミス・シェンファ」

　そう言ってシェンファに投げキス。

　シェンファは真っ赤になり、

「くっ、ば、馬ば鹿かな……ニカの言っていたことは本当だったというのか……。こ、こんなステキ紳士が現実に……!?」

「これで信じていただけましたかねえさま」

　勝ち誇った顔でゲルニカ。

　シェンファ悔しげに呻うめき、不意にくるりと踵きびすを返し、走っていく。

「おや、おトイレはよろしいのですかねえさま」

「くそッ!!　覚えてろッ!!」

　捨て台詞を残し……シェンファの姿は工事現場から見えなくなった。

「……へっ、元気なガキだなぁおい」

　本来のいかにもチンピラっぽい下品な口調でロジャー。

「……あんた、どうしてそんな姿に？　トイレに入るまでは普通だったのに……」

　ソリスが訊ねると、

「ああ、てめえらを見かけたから近づこうとしたら、そっちの骨っ子がなんか紙飛行機をこっちに飛ばしてきやがってよぉ。そこにニカが俺おれのことを金髪碧へき眼がんの渋いおっさんだって噓うそついてるから出てくるなって書いてあったんだ」

「いつの間に紙飛行機なんて……」

【一番後ろにいましたから、どうにかシェンファさんにバレないように飛ばせました】

「へえ……」

　呆あきれつつ、その機転に素直に感心する。

「ありがとうございますお姉ちゃん。おかげで助かりました」

【いえいえ、可愛いニカちゃんのためですからー】

　マシロがカタカタ顎あごを鳴らす。

「んで、出てくるなって言われて黙って引き下がるのも性に合わねえからこうして変身してみたワケよ。どうだニカ、渋いだろ」

「……ふん、ロジャーにしては上出来だと言わざるをえません」

　微妙に頰ほおを赤らめながらゲルニカ。

「つーか、ほんっとにおめえはいっつもすぐバレる噓うそをついては自分で墓穴掘るよなあ。墓穴掘り少女か？」

「そ、そのようなこと、ロジャーのような駄目なおっさんに言われたくないです！」

　ゲルニカ、呆れ声のロジャーに顔を真っ赤にして反論。

「……つか、ほんとに見事なもんだなー。俺おれも前に騙だまされたけど……。幻術にはあんまり詳しくないけど、あんたひょっとして幻術だけならかなりのレベルなんじゃないか？」

　ソリスが割と本気で賞賛するとロジャーは下品に笑い、

「がっはっは、そうだろ。いやー他の授業はサボりまくってたが、こいつに関してはかなり必死こいて真面目に修行したからなあ」

「……？　なんでそこまで頑張って幻術を？　ぶっちゃけ就職にはあんまり役に立たないし……使える場所も限られてるし……そっか外見が……あ、いや、なんでもない」

「おいこら優等生。おめえ今すげえ失礼なこと考えただろ」

「……ちょっと不自由な自分の外見を誤魔化す以外に何かあるのか？」

「馬ば鹿か野郎、俺が幻術を必死こいてマスターしたのはだなあ」

　力強くロジャー。

「女子寮に侵入するためだ!!」

「…………」

　ロジャーは懐かしそうに語り始める。

「俺が学生だった頃ころはまだ、トリスの女子寮の幻術対策はそこまで厳重じゃなかったわけよ。んで、もちろん普通の女子生徒にも興味モリモリだったんだが、特にその女子寮の寮長がだな、すっげえ巨乳でムッチムチの美人でよう。俺はどうにかその人の下着を手に入れたりその人の風ふ呂ろを覗のぞきたくて、必死で幻術の勉強をしたんだ」

「……死ぬほど下劣な動機だな」

「へっ、てめえみてえに女食い放題の恋愛ブルジョワジー様にゃあこの俺の純情は解らねえだろうさ……って、あれ、ニカ？」

「ん……？」

　ゲルニカは俯うつむいていた。

　片手にパエリア入り容器の入った包み／片手に杖つえ。

　杖を持つ手の方がわなわなと震えている。

「あのー……ゲルニカさん？　もしもしゲル子さん？」

　恐る恐るといった様子で声をかけるロジャーにゲルニカ、

「くわーっ!!」

　奇声を上げて杖で殴りかかった。

　杖は幻影を通り抜けて（ちょうど首のあたりに杖が刺さっているように見えてちょっと怖い）ロジャー本来の頭の位置へとヒットする。

「ぎゃっ、いてっ、ちょっ、その杖固いんだがっ！」

「その痛みは私の心の痛みです。ロジャー……あなたはそんな若い頃ころからそんな風にクズだったのですね！　なにが純情ですかこの万年発情期の駄おっさん犬！　この私が過去の過ちの分までお仕置きしてあげますから覚悟してください！」

「ぎゃうっ、うげっ、まて、本気でいてえんだってば！」

「当たり前です！　痛くしているのですから！　そんなにむっちむちがいいのでしたら私がロジャーの胸をむっちむちに腫はらしてあげます！」

　逃げるロジャーを追いかけて、ゲルニカが走る。

　そんな二人を生温かい目で見つめつつ、ソリスはマシロに、

「行くか」

　こくんとマシロは頷うなずいた。
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　工事現場を出る。

　入り口のところで振り返ると、既にゲルニカの制裁は終わり、幻術を解いたロジャーに容器に詰めたパエリアを渡しているところだった。

　ロジャーが下品に笑いながら何か言って、ゲルニカは赤面。

　容器を投げ捨てようとして、ロジャーが慌ててそれを止める。

　その空気は恋人というわけではなく、本物の親子みたいだった。

　どちらにせよ、ひどく暖かい光景。

　思わずホームシックになってしまいそうなほどに。

　ゲルニカを見てソリスは思う。

　幼女っていいなあ。

　そういえば俺おれの身近にもすっげえ可愛い幼女がいるなあ。

　ああ会長、今頃になって会長の魅力に気付くなんて……

「って、んなこと思うか!!」

　ソリスが叫ぶ。

「地の文まで入ってこないでくださいよ！　それは反則ですよ！」

　いつの間にか後ろにいたシェンファが笑う。

「ふん、まあささいなお茶目だ。許せ」

　そしてさりげなく、ひょいとソリスの後方、ゲルニカとロジャーの方へと目を向ける。

「あ！」

　しまったと思うソリスとは裏腹に、

「ふん、やはりこういうことだったか」

　落ち着き払ってシェンファ。

「やっぱりって……会長、分かってたんですか……？」

「当然だ。この私が幻術などに惑わされると思うか？　昔の知り合いにも幻術が得意な女がいたしな。ちなみに貴様、幻術の簡単な見分け方を知っているか？」

「影、ですね」

「うむ」

　幻術の弱点の一つ＝幻子で作られた像には影が出来ない。

　夜や薄暗い場所ならともかく、冷静に観察すると簡単に見破られてしまう。

　……もっとも、今のように太陽が傾いている場合、本来の影と虚像の影の長さの違いなど普通は気付かないのだが。

「……ふん、ニカめ。幸せそうな顔をしおって……」

　どこか遠い目をしてシェンファ。

「……やっぱり強引にでもロジャーから引き離すつもりですか？」

　不安に思って訊たずねると、シェンファは鼻で笑い、

「ふん、そんなことをする必要がどこにある」

「……いや……まあ、あのおっさん、駄目なおっさんですし」

　正直に言うと、シェンファはまたも鼻で笑い、

「貴様に教えてやろうソリス・アレクサンドロ。『駄目』ということはな、言い換えれば『生きていくためのスキルが低い』ということだ。つまり『普通の人間よりも人生に余裕がなくなる』ということだ。ふん、それなのにあのロジャーという男はあんな風にゲラゲラ下品に笑っているばかりか、ゲルニカまで笑顔にしている。余裕がないのに笑える……それは並大抵のことではないぞ。……まったくニカのやつ……生意気にもなかなかいい男を捕まえたではないか……」

　目をすっと細めて微笑むシェンファ。

　その微笑みは皮肉っぽくはあったけど、どこか優しげで、彼女はやっぱりゲルニカのお姉さんなんだなあ……と思えた。

「……どうしたソリス・アレクサンドロ。私の横顔に見とれたか？」

「ええまあ。少しだけ、ですが」

　素直に言うとシェンファは微妙に頰ほおを赤らめて視線を逸らした。

　どうもシェンファ、直球に弱いらしい。

「……ふん、馬ば鹿かめ。今さらそんなことを言っても遅いわ。今は残念ながら貴様とえっちなことをしている気分ではないからな」

「残念でもなんでもないですね」

「なんだとー!?」

　お姉さんぽい、と思った矢先にこれだ。

「会長、可愛いですね」

「な……っ!?　な、なんだその妹でも見るかのような優しい目は……！　くっ、やめろ、私を妹扱いするな！　私は姉キャラだぞ！」

「はいはい」

　優しい視線のソリスと、不満げなシェンファ。

　そんな二人を、真のお姉さんキャラであるマシロが控えめに見つめている。

　夕陽に暮れる街の、どこにでもあるような平和な光景だった。








第三章　腹黒メイド戦闘編







　安息日の翌日の放課後。

　バイト先で生徒会の仕事をしてばかりというのもアレなので、ソリスは生徒会室にいた。

　せめてバイトが始まるまでの時間くらいはここで過ごそう。

　ただでさえ週明けは休日中に起きたトラブルの報告などが入ってくることが多いし。

　室内にはシェンファにアイザックにキャロル、そしてマシロといういつものメンバー。

　特に会話もなくみんな黙々と仕事をこなしている。

　数日前からやっている修学旅行の書類を作成するソリス。

　その隣で何やら小説を読んでいるマシロ。

　細かい数字の羅列にしかめっ面のキャロル。

　無表情で先日の委員長会議の議事録を清書するアイザック。

　パンツ丸見えで机の上に足を乗せ、だらーっとした様子で各委員会や一般生徒から上がってきた膨大な報告に目を通しているシェンファ。

　まったく普通の、生徒会執行部の光景。

　このままずっとこんな光景が続いていくんじゃないかと思えるほど。

　平和だが……焦りを感じる。

（このままずっと……出てきた仕事を淡々とこなすだけの日々……）

　もちろん自分のやっている生徒会副会長の仕事を軽視しているわけではない。

　例えば今やっている修学旅行関係の仕事。

　学生にとって修学旅行は、学生生活最大の思い出になるかもしれないような一大イベントだ。その成否がソリスの双肩にかかっているのだから責任重大に決まっている。

　だが……それでも。

　見ず知らずの生徒数百人の楽しい思い出作りより、今はたった一人のために全力を注ぎたいという気持ちの方が大きかった。

「そういえばソリス・アレクサンドロ。貴様はまだあの店でバイトを続けているのか？」

　書類を読みながらシェンファが何気ない調子で尋ねてきた。

「ええ、まあ」

「何故だ？」

「何故ってそりゃ……お金ほしいから」

「……ふん。あんな店で下男の真似事などせずとも、私専属の執事になれば金などいくらでもくれてやるというのに」

　……シェンファなんかに雇われたらどんな悲惨な目に遭うか想像も出来ない。

　ただでさえ生徒会でこき使われているのに、私生活まで。

「俺おれ、可愛い会長とそんなビジネスライクな関係にはなりたくないんです」












「な……！　だ、だからそういう直球を投げてくるな馬ば鹿か者！」

　顔を真っ赤にしてシェンファは叫んだ。

　ようやく発見したシェンファの弱点。つい構いたくなってしまう。

　あまりやりすぎると後が怖いけど。

「……そういや会長、店には一度来たきりですね」

　一度は追い返したものの、懲りずにしつこく通かよってきたらどうしようかと心配していたのだが、キャロルとアイザックと一緒に来たあの日以来、彼女が店に来たことはなかった。

　ウェイター姿のソリスに萌もえ転がっていたから正直意外だ。

「……あの店はなあ……なんというかどうも……苦手？　いや、苦手……なのか？」

　珍しく歯切れの悪いシェンファ。

「……あのセンスがどうも気に入らないのだ」

「まあ、あのケバい内装が肌に合う人なんてほとんどいないと思いますけど。店長のゴールドさんの趣味らしいですが」

「……うむ……そういうことではないような……あるような……むむむ……まあアレなのだ、とにかくなんかイヤなのだあの店は。それに店長のゴールドさんだと？　なんか名前のセンスまで最悪だな……知っているかソリス・アレクサンドロ。俗説によれば《賢者の石》は卑金属を黄金ゴールドに変える目的で生み出されたらしいぞ……ふん」

　ぷいと子供っぽく顔を背け、シェンファは会話を切った。

　再び沈黙が訪れる。

（フラグメントのある場所では怪現象が起きる……か）

　仕事に戻りながら、ゲルニカから得た情報を思い出すソリス。

（怪現象……って言われてもなあ）

　昨日シェンファと別れたあと色々な噂うわさが載っているゴシップ誌を買ってみたところ、『怪現象』の話も幾つか書いてあった。

　だが、買った雑誌が悪かったのかそもそもゴシップ誌とはそういうものなのか知らないが、そこには「月から恐怖の大魔王が攻めてくる」だの「新大陸のジャングルには未だ恐竜が闊かつ歩ぽしている」だの「この星から遠く離れた惑星には宇宙人がいて国家はそれを隠している」だの、誰だれが信じるのか本気で分からないような荒こう唐とう無む稽けいな話が面白おかしく書き立てられていた。

　宇宙人……異界だけでなく宇宙からも他の生物がやって来るとしたら、世の中はどれだけ騒がしくなるだろうと想像すると割と楽しいけど、楽しいだけだ。そんな話はまったく信じられない。

　他にも一応、『一年中花が咲き続ける桜』とか『一年中氷が張ったままの湖』とか『春なのに雪が降った街』とか、気になる話もそれなりに載っていた。

　……ただし気になる事件が起きているのは、この街から大陸鉄道でも数日かけて付近の都市に降り、そこからさらに馬車で数日かかるような辺境ばかり。

　そもそも書いてあることが事実かどうかさえ疑わしいゴシップ誌の情報をもとに、たとえその情報が事実であったとしてもその原因が《フラグメント》である可能性は低いにもかかわらず、高い金と多大な時間と労力を費やしてその噂うわさの一つ一つを確かめに行く…………効率が悪いにもほどがある。

　ロジャー達の雇い主のように、人を雇って調査に向かわせるのが常道だ。

　……なら、人を雇う金がない自分は一体どうしたらいい。




「ふむ、また謎の生物か……」




　不意にシェンファが小さく呟つぶやいた。

　ソリスは耳ざとくそれに反応。

「会長、なんですか『謎の生物』って」

　するとシェンファ、読んでいた報告書をひらひらさせながら、

「遺跡群にある遺跡の一つで、巨大な生き物の影のようなものが目撃されたんだとさ」

　どうでもよさげに言う。

「巨大な生き物……」

「の、影のようなもの、だ。……まあ報告件数は一つだけだしその者も酒に酔っぱらって遺跡に迷い込んだらしいし、信しん憑ぴよう性せいは……」

「その調査、俺おれに行かせてください」

　ソリスの言葉に、シェンファは眉まゆをひそめる。

「聞いていなかったのか？　これはまだ調査が必要と言えるような案件では……」

「早く調べておくに越したことはないじゃないですか」

「……ふん、せいぜいこの前みたいなことになるのがオチだと思うがなあ」

　シェンファは苦笑する。

　この前＝アイザックとキャロルと一緒に、謎の生物の鳴き声が聞こえると噂の遺跡の調査に向かった（一巻第Ⅲ章参照）。

「どーせどこぞの死霊術師コンビだとかが魔法の練習をしてましたーみたいなオチで適当にそいつらが裸になったりしてソリス・アレクサンドロが『ダンジョンはもうこりごりだよ～』などと叫んで締めるんだろう？　私には見える」

「……もうこりごりだよ～なんて叫んだ覚えはありませんが」

「もののたとえだ馬ば鹿かめ。あ、裸が見たいならここで私が見せてやるぞ？」

「結構です。……まあ、とりあえず行ってみますから場所を教えてください」

「ソリス様、まさか今から行かれるおつもりですの？」

　キャロルが横から口を挟んだ。

　件くだんの遺跡群までは学院から徒歩で二時間ほどかかる。

　行って調査して帰ってくるとなると、間違いなく日は暮れてしまう。

「なるべく急ぐから大丈夫」

　ソリスはそう言って、シェンファからその報告書を受け取る。

　シェンファはため息をつき、

「ふう……強引だなソリス・アレクサンドロ。強引にされるのは嫌いじゃないぞ？　くくく、もっと強引なコトをしても、いいのだぞ？」

「んじゃ、行ってきます」

　スカートをチラチラさせるシェンファを完全に無視。

「……無視か。おいザック。念のためついていってやれ」

「御意」

　シェンファの指示でアイザックが立ち上がる。

　マシロも当然のようについてくる。

　生徒会室のドアを開けたとき、シェンファの淡々とした声。

「……貴様が何を期待しているか想像はつくが、くれぐれも自分を見失うなよソリス・アレクサンドロ。言うまでもないが貴様が行こうとしているのは茨いばらの迷宮だ。自分を見失えば待っているのは破滅しかない。……これ以上、私に悲しい思いをさせるな」

　……淡々としてはいたが、その言葉には普段シェンファの口から発せられるどんな言葉よりも、彼女の本音があるような気がした。

「たかが遺跡の調査に大げさですわねえ」

　などというキャロルの苦笑を背中で聞き、ソリスは生徒会室をあとにした。

　校門を出たところでマシロに話しかける。

「マシロ。今回は俺おれとアイザックだけで行く」

【？】

「……いや、マシロには『ストロベリーフィールド』の店長か牛子さん達に、今日はバイト遅刻するって伝えてほしいんだ。メイとヒカリは先に行っちゃったし」

【なるほど。わかりました】

　頷うなずくマシロ。

「頼むよ」

【はい。ソリスくんのぶんまで頑張って働いてあげます】

「頼む。……んじゃ、行こうかアイザック」

「うむ」

　マシロと別れ、ソリスとアイザックは二人、郊外の遺跡群へと向かった。
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「着いたな」

「ああ」

　ソリスが言って、アイザックが頷うなずく。

　相変わらず無口な奴だなあとソリスは少し呆あきれる。

　ここに来るまでも、ほとんど会話がなかったし。

　だが、別に悪い奴じゃないことは知っているし、いつもハイテンションな連中ばかり相手にしているので、正直彼の寡黙さはありがたかった。

　……いくらなんでももう少し自己主張しないと、他の個性的な連中の陰に完全に埋もれてしまうのではないかと心配にはなるけど。

（……ま、いいか）

　件くだんの遺跡は先日メイとヒカリが死霊術の練習をしていた場所よりもさらに暗くてじめじめしており、遺跡というより洞どう窟くつと呼んだ方が近い印象だった。

《鬼》と呼ばれる先人の遺跡の場合は高度な技術が用いられて建物がほとんど劣化しないので、これは普通の人間が作ったものだろう。

　三百年前の大戦のおり、市民達が戦火から逃れるために天然の洞窟を利用して作った隠れ家かもしれない。

「──《照明光ライテイング》」

　ソリスが光精霊ウイスプ魔法で明かりを作る。

「じゃ、行くか」

　入ろうとするソリスに、

「……大丈夫であるか？」

　何故かそんなことを問うアイザック。

「何が？」




「……こういう場所は苦手なのだろう？」




　事実確認以外の意図が一切感じられない淡々とした口調。

「……なんでそれを」

　硬い声でソリス。

　アンデッドや怪談などホラー関係全般、そしてこの洞窟のようにホラー関係と親和性の高そうな気味の悪い場所が死ぬほど苦手だということを、ソリスは必死で隠してきた。

　現在、それを知っているのはマシロとゲルニカとロジャーだけの筈はずだったのに。

「前回の遺跡調査の時に気付いた。いかに隠そうと、恐怖を感じている者はすぐに解る」

　空気が読めない男インヴイジブル・エアのくせに……よりによって今から二人で危険かもしれない場所に乗り込もうというときにこんな指摘をしてくるほどに空気が読めないくせに……鋭い。

「……戦士の勘ってやつか？」

「勘ではない。純然たる観察力である」

「そうかい。……会長はそのこと……」

「某の口からは言っておらぬ」

「なんだよ、ちゃんと空気読めるじゃん」

「フ……」

　アイザック、ほんの少しだけ嬉うれしそうに口の端を吊つり上あげた。

　ソリスはそんな友人に、頼ることを決意する。

　自分のかっこ悪さを打ち明ける。

「……お前の言うとおり、俺おれはマシロ以外のアンデッドとか、こういうじめじめした暗い場所とか、正直死ぬほど苦手だ。だから──」

　それは完かん璧ぺき超人を演じてきたソリスにとって、かなり勇気の要る言葉だった。

　だが今は、見栄を張っている場合じゃない。

　どうせバレているなら、むしろそれを有効利用することを考えるべきなのだ。

　だから言おう。

　どこまでも合理的に己の目的を果たさんとする一人の魔道士として。

「俺を助けてくれアイザック」

　睨にらみ付けるような眼差しと共に口にした情けないと思われても仕方のない言葉に、アイザックまたしても僅わずかに笑い、淡々と答える。

「承知。……自分を負かした者に頼られるというのは、悪い気分ではないな」
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　ソリスの出した魔法の光を頼りに、二人は遺跡の中を進む。

　じめじめした地面を歩くこと十五分ほど。

　予想通りと言えば予想通りだが、特に異常はない。

　勿もち論ろんそう都合よく徒歩で行ける範囲にフラグメントがあるなんて思っていない。

　それでも自分には、謎の巨大生物とは魔力を浴びて巨大化したカエルやトカゲか何かで、その魔力の原因はフラグメントで、巨大生物を倒してフラグメントを回収してめでたしめでたし……そんなお安い展開を期待することしか出来ない。

　自分を見失うなというシェンファの忠告を思い出す。

（……大丈夫。俺はいつもの冷静な俺だ）

　冷静に現実を分析し──軽く絶望的な気分を味わっている。

　と。

　ソリスの前を行くアイザックが突如として歩みを止めた。

「どうした？」

「……敵だ」

　ソリスの言葉に端的に答え、アイザックは魔剣《朱雀すざく》を構える。

　道をふさぐように出現したのは、人間の子供と同じくらいの大きさの、藁わらを束ねて作った人形を思わせる生物の大群──その数、二十体ほど。

　顔には赤く輝く大きな目しかないシンプルな外見で、それぞれ手には棍こん棒ぼうや角材のような物で武装している。

「……《木で偶く》か」

　ソリスが呟つぶやく。

　割とポピュラーな異界生物召喚獣で、戦闘能力は低いが簡単に呼び出せるためこのように軍団を組織することも可能。

　術者に対して従順なので召喚魔法の練習用によく使われる。

　身構える二人に、木偶達は統制のとれた動きで一斉に襲いかかってきた。

「……破ッ！」

　アイザック、炎を纏まとう魔剣の一振りで三体の木偶を切断。炎上、炭化。

　今度は自ら敵の群れへ突進し、次々に屠ほふる。

　後衛のソリスのもとまで辿たどり着つける木偶は一体もいない。

「手伝おうか？」

　アンデッドでない雑魚モンスターとの戦いなら、ソリスも普通にこなせる。

「無用」

　戦いながらアイザックが答える。

　その発言を証明するように炎の剣が敵の群れを蹂じゆう躙りんする。

　ぼけーっと眺めるソリス。




　……僅わずか三十秒ほどで、木偶の群れは全て灰かい燼じんに帰した。




　アイザック無言で剣を納める。

「……見事なもんだなー」

　素直に感心する。

「それだけ強ければもう警察でも軍でも宮廷騎士団でも入りたい放題じゃないか？」

「……先日、宮廷騎士団からスカウトが来た」

　淡々とアイザック。

「へー、凄すごいじゃないか。将来は国王親衛隊とかも夢じゃ……」

「興味がないゆえ断った」

「な……!?」

　宮廷騎士団＝武術によって身を立てようとする者達にとっての到達点。

　基本的に研究職である宮廷魔導師とは違い、宮廷内の警備だけでなく警察や軍の手に余る各地の紛争や事件解決にも活躍する王国の切り札ふだ。

　魔法が武力の要となった今でも騎士の魂を受け継ぎ、団員には体力知力魔力全てにおいて優れた能力と、それに驕おごらない高潔な精神が求められる。

　普段は政治には不介入だが、宮廷魔導師の筆頭《十二人の偉大な魔法使いゾデイアツク》がその権力を濫用した際はそれを止める役割を担う。

　噂うわさによれば収入も宮廷魔導師より多いらしい。

「……お前、一体何のために魔法剣士科に入ったんだ？」

　本気で疑問に思って訊きいてみる。

　すると──




「……どうしても勝ちたい相手がいる」




　相変わらず平淡だが、彼にしては珍しい、熱のこもった声。

「勝ちたい相手？」

「うむ。……遅くとも五年以内にはそれだけの力を付けねばならぬ。パラケルスス殿の下にいるのは、今回のように腕を試す機会が多く訪れるからだ。貴様やカリオストロのような同世代の強者を身近で見ることも出来るしな」

「えーと……まさかそれだけが目標？　そいつに勝ったら後はどうするんだ？」

「その後のことなど、まったく考えておらぬ」

「…………」

　まあこの男の実力なら将来の進路なんてどうとでもなるだろうけど……正直、眩まぶしい。

　ただ一つの目的を全てだと言い切れることが。

　ソリスにとって、マシロを人間に戻すことはあくまで『最優先目標』であって、唯一無二の目的じゃない。

　学校でいい成績を修めなければならないし自分の生活のためにお金を稼がなければならないし生徒会の仕事もしなければならないし、期待を裏切ってしまった故郷の家族に立派になった姿を見せたいし、純粋な欲望として地位も名誉も財産も欲しいし歴史に名を残したいし人からちやほやされたいし女の子にもきゃーきゃー言われたい。

　一つの目的のために、これまで自分が積み上げてきたものを失うのが怖い。

　何も捨てられないから、どこにも行けずにこうやって身近なところに転がっている希望に縋すがっていくしかない。

　……結局、どこまでも俗物なのだろう、自分は。

　どんどん思考が悪い方向へ向かっていく。

　この洞どう窟くつがもっと深ければ、どん底までネガティブな方向へ落ちていたかもしれない。

　だが、どうにかそれは免れた。

　木偶の群れと遭遇して五分ほどのところに、比較的広い空間があった。

　……そこに、猫耳をつけた老け顔の少年がいた。

　猫耳が特徴の制服＝召喚魔法科。

　少年の傍らには、三メートルほどの大きさの、ウミウシを思わせる半透明の生き物。

　どちらも見覚えがあった。

　ソリスがマシロを『使い魔』として学院に連れて行ったところ、それに対抗意識を燃やした召喚魔法科の生徒と、彼に喚よび出された使い魔。

「くっ、ここまで突破されたか……！　かくなる上はこのキース・ラグトー自ら相手に……って、貴様はソリス・アレクサンドロ！　またしても僕の邪魔をするつもりか！」

　接近するソリス達に、老け顔の少年（キースという名前らしい）は叫ぶ。

「……あんたまた性懲りもなく……」

　ソリス呆あきれ顔がおで巨大ウミウシに目をやる。

「……こないだのやつより小さいけど、ほんとにウミウシ好きだなあんた」

「くっくっく、それは違うぞ。これは新しく召喚したのではない。先日貴様にやられたウミウシと同一の個体だ」

「え……!?」

　……先日このウミウシを屠ほふったときの戦いを思い出す。

　強力な攻撃魔法を立て続けに打ち込み、最後は《闇禍への供物アビスゲート》によって虚無へと引きずり込んだ。あれで生きていられるわけが……。

「くっくっく、あのあとこいつがいた場所を調べたら、なんか小さなぴくぴく動く塊を見つけてな。持ち帰って飼っていたら、いつの間にかこんな大きさにまで再生してしまったというわけだ！　……どうしよう」

「知るか！」

　情けない声で尋ねてくる彼にツッコみつつも、

「……しかしよくまあこんな大きさまで再生したなあ。このままいくと前よりももっと大きくなるんじゃないか？　しゃあない、今度こそ跡形もなく消滅──」

「ま、待ってくれ！」

　キースが慌てて止める。

「ジョンをいじめないでくれ！」

「ジョンて。名前まで付けたのか……」

「ジョンは大人しくて可愛いやつなのだ。ジョン、お手」

　キースが手を差し出すと、驚くべきことにウミウシの頭（？）のあたりから細長い触覚のようなものが生えてきて、ちょこんとキースの手に触れてきた。

「召喚時の契約には失敗したが……どうも保護した僕を親だと思っているみたいで」

「そ、そんな知性が……無む脊せき椎つい動物にしか見えないのに……」

「うむ。貴様の使い魔といい、僕も召喚術の奥深さを改めて実感しているところだ」

　キースはしみじみと頷うなずいた。
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　……結局、巨大ウミウシのジョンの処分は保留することになった。

　人に危害を加えるわけでもないし召喚者の指示にもちゃんと従う大人しい生物を抹殺するというのは、さすがに気が引けた。

　ジョンの件は明日シェンファに相談することにして、ソリス達は洞どう窟くつをあとにした。

（……結局、予想通りハズレだったな）

　アイザックと別れ、喫茶店『ストロベリーフィールド』へ。

　既に日は暮れて、今は店が一番忙しい時間帯。

　店に入る。

「お、おおおお帰りなさいませご主人様……ってすみませんすみません私のようなゴミクズがご主人様をお出迎えするなんてさぞかし不愉快な思いをされたことでしょうやっぱり私には台所の隅とかでゴキブリの死し骸がいと一緒にうずくまってるのがお似合いなんです！」

「いや、それはそれで邪魔だから」

　入り口で出迎えたウサギ型メイド服姿のヒカリにツッコむ。

「あ、あれ、ソリスせんぱい……」

「遅れてすまない」

「あ、はい。マシロさんから聞いてますから。せんぱい、宝物は見つかったんですか？」

「宝物？」

　怪け訝げんな顔をするソリスにヒカリ、

「マシロさんが『ソリスくんは人生の宝物を探しに行っているので遅刻します』って」

「……なんじゃそりゃ」

　まあ、たしかにフラグメントのことを言うわけにもいかないだろうが、普通に『生徒会の仕事で遺跡調査に向かった』でいいのに。

「ま、とにかくすぐに着替えてくるよ。忙しいんだろ？」

　店内は三分の二くらいが埋まり、メイをはじめとする数人の動物メイド達が胸を揺らしたりパンチラしたりしながら忙しそうに駆け回っている。

　……が、違和感。

　マシロの姿がない。

　あと、牛子たち三つ子の姿も。

「あ、そういえばせんぱい、店長からこれをせんぱいにって」

　ヒカリが何やら封筒に入った手紙をソリスに差し出してきた。

　そこには丁寧な字で、簡潔にこう書かれていた。

『──マシロ・アナスタシアは預かっています。返して欲しければベナンザ通りの寺院跡まで来なさい。　ゴールド』

「……!?」

　あまりにも予想外の内容に、ソリスは硬直する。

「あの、どうしたんですかせんぱい」

「……この手紙、本当に店長が？」

「はい。せんぱいが来たらこれを渡すように言ったあと、牛子さん達とマシロさんを連れて出かけていきました。……せんぱい、何て書いてあったんですか？」

「果たし状」

「ええ!?」

「冗談だよ」

　驚きの声を上げるヒカリに軽く笑う。

「なんか荷物運びを手伝えってさ。悪いけど、ちょっと行ってくる」

「あ、はい。行ってらっしゃい……」

　釈然としない顔のヒカリを尻しり目めに、ソリスは店を飛び出した。
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　喫茶店『ストロベリーフィールド』がオープンしたのは、ソリスがロジャーやゲルニカと戦って任務を諦あきらめさせた、ほんの数日後のこと。

　つまり店長のゴールドや牛子達がこの街に来たのも、それと同じ時期。

　ロジャーの失敗を受けて組織からマシロを奪うために新しく派遣された刺客だとしても辻つじ褄つまは合う…………合うが……合うだけだ。

「くそっ、意味がわからん！　何で刺客が喫茶店なんてやってんだよ！」

　毒づきながら走る。

　指定されたベナンザ通りの寺院跡とは、先日ゲルニカと交戦した寺院跡だろう。

　ものすごく薄気味悪い場所なのであまり近づきたくない。

「導きを与えよ！」

　寺院へと続く明かりのない暗い小道にさしかかり、照明の魔法を使う。

　マシロをさらわれたという動揺のせいか足がすくむほどの恐怖はない。

　一気に駆け抜け、広い空間──寺院の境けい内だいへと辿たどり着つく。

　が、誰だれもいない。

　きょろきょろと周囲を見回し──

　不意にキィィィと不気味な音がしてソリスの心臓が跳ね上がる。

　ボロボロに風化した寺院の観音開きの扉が開き、中から四人の女が出てきた。

「──遅かったですぎゃん、眼鏡くん。いえ、ソリス・アレクサンドロっち」

　十じゆう二に単ひとえを纏まとう金髪の派手な女、ミセス・ゴールド。

「……というか、本当に遅かったモ～」

「こんな臭くて暗いトコで三時間くらい待ったにゃー」

「……実は今みんなで、もし眼鏡くんが今日バイトに来なかったらどうしようなんて相談していたところウサ」

　ゴールドの後ろに控えるは、動物を模したメイド服姿の三つ子。

　三人とも手には三十センチほどの細い棒──魔法杖ウイザーズロツドを持っている。

　さらにその後ろには、身体をロープでぐるぐる巻きにされて転がされている白骨死体マシロ。

　ノートは首にかけたままだが腕ごと縛られているため書くことも出来ないようだ。

　マシロはソリスの姿を見て駆け寄ろうと立ち上がるも、両足が固く括くくられているためその場から動くことが出来ずに再び転倒。

「マシロ！」

　叫ぶソリスにゴールドは相変わらずおかしな口調で、

「彼女を返して欲しければ我々を倒すことですんどりゃ。力なき者にフラグメントを手にする資格はありませぬわい」

「……あんたもやっぱり、ロジャーと同じでホーリーに雇われた……」

「……あの馬ば鹿かたれ、依頼主の名前をバラしおったんかい。……まあ、どうせ偽名なのでよろしおすが」

「……そういや『ミセス・ゴールド』ってのも偽名でしたね。その姿と同じく」

　ソリスの指摘に、ゴールドはぴくりと眉まゆを動かす。

「幻術ですよね、それ」

「……よく気付きましたのっちゃんぐ」

「そりゃまあ、判りますよ」

　照明光によって照らされて出来たゴールドの影……それは十じゆう二に単ひとえなんてごてごてした着物を着ているくせに普通のラインだった。

　室内では気付かなかったけれど、真っ暗な中で明かりを使えばすぐに判る。

「……ふむ。ところであんさんは幻術を破る方法を持っていらはったりしまするか？」

「術者を気絶させるのが一番手っ取り早いですが、それ以外にも何通りか思いつきます」

「そうでつか。では潔くこちらから変身を解除するとしまＳＨＯＷ。ちゅうか、実は私、ごてごてした格好は好みじゃねーのよん」

　あっさり言ってゴールド、両手を大きく広げる。

　淡い白い光を放ち全身を包む幻子が霧散、派手な十二単、長い金色の髪が消失。

　光の中から現れたのは一人の女。

　年の頃ころはソリスと同じくらいか少し上／スカートの短いメイド服姿／セミショートの灰色の髪／左の瞳ひとみは灰色／右眼には眼帯。

　地味だが目を引くという矛盾した雰囲気。

　能面のような無表情で、ソリスを無感情な瞳で見つめる。

　さっきまでの姿は幻術なのだと判っていても、数日間あの姿の店長と一緒に働いたわけで、そのギャップに戸惑わずにはいられない。

「……それが店長の本当の姿ですか」

　ゴールドは無表情のままスカートの裾すそを少し持ち上げ、メイドらしくぺこりとお辞儀し、

「シズ、とお呼びくださいソリス様」

　淡々とした、ものすごく普通の喋しやべり方でそう言った。

　声はゴールドと同じなので、これまた違和感。

「……喋り方はそれが素なんですね？」

　念のため訊たずねると、

「当然です。あれはキャラ作りです」

「かなり無茶なキャラ作りでしたね」

　するとシズ、少し頰ほおを赤くした。

「……演技は苦手なのです」

「……そもそも、何のためにあんな仮装をしてたんですか？」

「ロジャーの『マシロというスケルトンはフラグメントなどではなかった』という報告の真偽を秘密裏に調査するために……」

「なるほど」

「……というのは噓うそで姿を偽っていた理由は別にあります。教えてあげませんけど。ロジャーの報告の真偽を確かめに来たということ自体は事実ですが」

「……で、ロジャーの報告は噓だったから自分でマシロを誘拐しようってわけですか」

「察しが早くて助かります」

　敵意を込めて睨にらむソリスに、シズは無表情のまま。












「……にしても妙ですね。それならわざわざ俺おれを待ち伏せしなくても、さっさと街を離れればよかったんじゃないですか？」

　ただの学生であるソリスには、この街の外に行った相手を探す手段などないのだから。

「あなたはしつこそうですから」

　簡潔にシズ。

「ソリス様。参考までにお尋ねしますが、もしもあなたの知らないうちにマシロさんが遠くへ行ってしまったら、あなたはすんなり諦あきらめてくれますか？」

「まさか。地の底までも追いかけますよ。たとえどんな手段を使ってでも」

　ソリスは即答した。

　考えるより先に答えが出ていた。

　……そうだ、手段があるかどうかなんて関係ない。

　果たすべき目的があるのなら、道理も条理もねじ曲げてそれを果たすだけだ。

「思った通りの回答です」

　シズは微笑──冷笑や失笑の類ではなく、嘲あざけりや侮あなどりもなく、その笑みには何故か、ソリスに対する好意……いや、共感のようなものが感じられた。

「私はあなたを放置しておくと後々面倒なことになりそうだと考えました。今は無力な一学生でも、あなたの未来は怖い。……ですので、早めに潰つぶしておこうという次第です」

「……潰されるのは店長の方かもしれませんよ」

「口先だけでしたら何とでも。力を見せなさいソリス様」

　そう言ってシズは一歩さがり、彼女に代わって三つ子が前に進み出た。

「牛子さん達が相手ですか……」

「その通りだ。私から……つまり乳の大きい順に、ガブリィ、ミシェル、セラフィ。三人揃そろって事件屋アンジェラス三姉妹……裏社会ではそれなりに有名なつもりなのだが、聞いたことはないかい？」

　牛子（本名はガブリィらしいがややこしいのでこのまま牛子で通すことにする）が妙な語尾を付けずに言った。これが彼女の本来の口調らしい。

「……あいにく裏社会には詳しくないので。ロジャーとどっちが有名なんですか？」

「オレの前で二度とそのセクハラ野郎の名前を出すんじゃねえファッキン眼鏡」

　ウサ子が睨にらんできた。語尾どころか言葉遣い自体が変わっている。

「ウチらをあんな三流と比べられては困りますにゃー」

　一人だけ語尾が変わらない猫子。

　……どうもロジャー、同業者からの評価も散々らしい。

「ボスも何故あんな子連れの小男を重用しておられるのやら……」

「何か不満がおありですか？　ガブリィ様」

　冷たい声で問うシズに牛子は肩をすくめ、

「滅相もない。我々はただ引き受けた依頼をこなすだけ。たとえそれが『メイドの格好で喫茶店の店員として働け』という依頼であっても完かん璧ぺきにこなしてみせよう」

「よろしい。では彼に、我らに刃向かっても無駄だと徹底的に教えて差し上げなさい」

　シズの指示で三つ子が一斉に魔法杖ウイザーズロツドを構える。

　どうやら店での関係と同じく、シズは三姉妹よりも上位にいるらしい。

「悪いね眼鏡くん。これも仕事だ」牛子。

「……俺おれ、牛子さん達のこと、結構いい人達だと思ってたんですけど」

「てめえらと一緒に働けて楽しかったぜ」ウサ子。

「俺もですよ」

「……ウチにゃ、本当はずっと前から眼鏡くんのこと……」

「知るか！」

　ツッコみつつ、こちらも呪じゆ文もんの高速詠唱。

　相手の力量はよく解らないが、数の上ではこちらが不利。

　速攻で勝負を決める！

「──打ち砕け!!　《乱風衝拳ウインドフイスト》!!」

　無数の圧縮された空気の塊が不可視の拳となって三人を襲う。

「……ソリス様。相手を傷つけずに勝とうなどという甘い考えは捨てた方が賢明ですよ」

　無表情でシズ。

　三姉妹、それぞれ何やら呪文を唱えながら魔法杖を振る。

　魔法杖の先端が、空中に光を放つ軌跡を残す。

　最初に円、その内部に複雑な幾何学模様。

　見る間に彼女たちの前方に魔法陣が完成──三つの魔法陣がそれぞれ眩まばゆい光を放つ。

　そして。




　猫子の作った魔法陣から飛び出してきたのは無数の黒猫。

　ただの猫ではない。

　直立二足歩行する黒猫。

　闇やみ夜よに金色の目が爛らん々らんと輝き、一斉にソリスを睨にらみ付ける。

　猫妖精ケツトシー。




　ウサ子の作った魔法陣から飛び出してきたのは十人ほどのウサギ。

　直立歩行で耳を合わせれば人間の大人くらいの身長がある巨大なウサギ。

　赤い目が爛々と輝き、一斉にソリスを睨み付ける。

　狂月兎マーチヘア。




　牛子の作った魔法陣から飛び出してきたのは…………一頭の牛。

　丸太のような太い脚で直立歩行する、高さ三メートルほどの巨大な牛。

　頭には巨大な角、手には巨大な斧おの。

　血走った目が爛らん々らんと輝き、興奮した様子で荒い鼻息をつく。

　牛鬼ミノタウロス。




　空気の弾丸を受け、数匹のケットシーが吹っ飛んだ／一人のマーチヘアがよろめいた／ミノタウロスは微動だにせず低い唸うなり声ごえを発した……どうも怒らせたっぽい。

「召喚魔法……！　こんな一瞬で……！」

　冷や汗を浮かべるソリス。

「彼女たちの頭の装飾を見て気付くべきでしたね。彼女たちが召喚魔道士だと」

「無茶言うな！」

　シズの言葉に全力でツッコむソリス。

　確かに召喚魔道士には頭に動物の耳や角などの飾りを付けるという伝統がある。

　別に絶対のルールというわけでもないが、トリス学院召喚魔法科の制服にネコミミが付いているのはそのためだ。

　……だからって、「動物の耳を付けている＝召喚魔道士」と思えと言われても困る。

「さて、どうする眼鏡君」

「どうするもこうするも……」

　言いながら手早く魔石を交換、精神集中。

　ケットシーにマーチヘアにミノタウロス。

　どれもなかなか強力な召喚獣。

　だが、どれも倒せない相手ではない。

　一番強力なのはミノタウロスだが、それでも強力な攻撃魔法で十分撃破可能な筈はず。

　……先日のシェンファよりも遙はるかに与くみし易い。

「いつも通り、力ずくで倒すだけですよ！」

　叫び、攻撃魔法の高速詠唱。

　買ったばかりの魔法杖ウイザーズロツドを存分に使うとしよう。

「ナメんなよファッキン眼鏡！　行け！　ぶちのめせ！」

　ウサ子が好戦的な笑みを浮かべ、マーチヘアの群れに命ずる。

　マーチヘア＝凶暴で知られるウサギ型の怪物。知能が低いわけではないが理性がなく、契約に失敗した召喚者に危害を加える事例が多いことでも知られる。

　狂った人型ウサギたちが、その脅威の跳躍力で一気にソリスとの距離を詰めてくる。

「焼き払え!!」

　ソリスは空中から迫るウサギの群れに容赦なく攻撃を仕掛ける。

　火精霊のランクＢ《雷火焦熱陣ブレイズフイールド》。

　地面から緑色の炎が噴き上がり、ウサギ達一人一人を幾重にも取り囲み、焼き殺す。

「「「キィぁァァぁァぃァァぇァ────────ッ!!」」」

　甲高い断末魔の悲鳴を上げてマーチヘアの群れが一瞬で燃え上がり、光の粒となって散らばり、消失、全滅。

「はっ、やってくれるじゃねえかヒョロ眼鏡ェッ!!」

　凶暴な笑みを浮かべたウサ子が再び空中に魔法陣を描く。

　再び魔法陣の中から飛び出すマーチヘアの群れ、その数十五人。

「増えてる……！」

　多少動揺、しかし恐れるに足らない、再度呪じゆ文もん詠唱。

「散開するにゃー」

　猫子が命じると、黒猫たちはソリスを取り囲むように境けい内だいのあちこちに散らばる。

「てめえらも散らばれ！　黒猫どもと一緒に攻めろ！」

　ウサ子が命じるが、ウサギ達は応じず前回と同じくソリスに向かって真正面から跳躍。

「ちっ、馬ば鹿かウサギどもが！」

　吐き捨てながらもウサ子の愉しげな笑みは崩れない。

「まあいい！　力押し上等！　徹底的にやってやるぜ！」

　叫び、さらに魔法陣を描く。

　さらに追加で飛び出す十五人のウサギ怪人。

　全方位から飛びかかってくるケットシーとマーチヘアの大群。

「寄る者全て灼やけ!!」

　ソリス、火精霊のランクＢ《炎熱円陣ブレイズサークル》を発動。

　ソリスを中心とした半径三メートルほどの円から炎が噴き上げ、接近する猫とウサギがことごとく焼き払われる。

　炎の熱に顔をしかめながら、それでもソリスは不敵に笑う。

　だが突如、炎が築く円陣の一点が破れた。

　炎をものともせずに突っ込んできたミノタウロス。

　ミノタウロス＝強きよう靱じんな筋肉を誇る牛の怪物。武器による攻撃にも魔法による攻撃にも高い耐性を持つ。実は知能も高く、契約に成功すれば従順なため人気がある。

「やっべ……！」

　慌てて魔法の炎を消去、ミノタウロスから距離をとる。

　その逃げた方向に、無数のケットシーが待ちかまえていた。

「げげっ!?」

　ケットシー＝普通の猫と同じく嚙かむか叩たたくか蹴けるくらいしか攻撃手段を持ち合わせていないものの、術者に対して従順かつ知能も高いため使い魔として人気がある召喚獣。

　ソリスを待ちかまえていたケットシーの数は二十以上。

　一匹一匹は弱くてもこれだけの数に一気に飛びかかられたらヤバい。

　焦りながら高速詠唱。

「爆はぜろ!!」

　火精霊のランクＣ《烈炎豪弾ブレイズシユート》。

　杖つえの先端から無数の野球ボール大の炎の弾丸が出現、ケットシーの群れを襲う。

　何匹かのケットシーの撃破に成功。

　が、討ち漏らした猫たちがソリスに躍りかかる。

　再度《烈炎豪弾》を高速詠唱／間に合わないと判断。

「せやっ！」

　詠唱を取りやめ、杖を大きく振りかぶって最も前にいた一匹のケットシーを殴りつける。

「フギャ──ッ！」

　悲鳴を上げて吹っ飛ぶケットシー。

「邪魔だ!!」

　杖を乱暴に振り回して牽けん制せいしながらケットシーから逃げる。

　逃げながらも呪じゆ文もんを唱え、振り向きざまに炎の弾丸。

　さらに魔石を交換し風精霊のランクＡ《荒嵐烈波迅タイラントストーム》を詠唱。

「吹き荒れよ暴威の刃!!」

　地響きを立てて追いすがってきたミノタウロスに向けて放つ。

　鎌かま鼬いたちがその進路にいたケットシーを容赦なく切り刻んで惨殺、さらにミノタウロスの固い皮膚をも切り裂く。

　牛の怪物が悲鳴を上げる。

　が、まだ倒すには至らない──むしろ怒りで追撃の勢いが増した。

　それでもソリスは焦らず、しかし急いで再度詠唱。

「吹き荒れよ暴威の刃!!　これでッ!!」

　二発目の《荒嵐烈波迅》を受け、全身を切り刻まれたミノタウロスは派手な音を立てて地面に倒れ、光の粒となり消えていく。

　ソリス汗を拭ぬぐい、三姉妹とシズの方を睨にらむ。

「強いな。学生にしておくのは勿もつ体たいない」

　感心したように牛子が言って、さらに魔法陣を描く。

　再び召喚されるミノタウロス──三体。

「眼鏡くん、激しいんだにゃー」

「おいおい、おもしれえじゃねえかよ」

　猫子とウサ子もそれぞれケットシーとマーチヘアを大量に喚よび出す。

「……くそっ、キリがない！」

　このぶんだと、どちらかの体力か魔力が尽きるまでの消耗戦になる可能性が高い。

　魔力には自信がある方だが、相手はプロの事件屋三人。

　しかもあまり考えたくないことだが……相手がフラグメントを持っていた場合、マシロが囚われている状態のソリスに勝ち目はない。

（……召喚獣は無視して術者を直接攻撃するしかないか）

　そう判断し、呪じゆ文もん詠唱。

「させないにゃー」

　ソリスの魔法を妨害すべく、ケットシーの群れが襲いかかる。

　無数の猫がソリスに爪つめを立てる直前、詠唱が完了。

「無ム敵テキの鎧ヨロイたれ!!」

　風精霊のランクＡ《風王甲冑ゼフアーメイル》。

　ソリスの全身を風の結界が覆う。

　高速で周囲を飛び回る精霊達は、ソリスに触れようとするもの全てを迎撃する。

　バキッ！

　ケットシーの鋭い爪が折れ、その小さな身体が数メートルほど弾き飛ばされる。

　群がってきた全てのケットシーが同じ目に遭う。

　剣や銃弾すら弾き返す、物理攻撃に対して圧倒的な性能を誇る風の鎧よろい。

　ケットシーに続いてまたもワンパターンに飛びかかってきたマーチヘアも同様に、襲撃の勢いをそのまま跳ね返されて吹っ飛ぶ。

　ソリスは弾き飛ばした無数の猫やウサギの怪人達を一いち瞥べつすることもなく、詠唱しながら三姉妹めがけて突進。

　その行く手に立ちふさがるは三体の巨大な牛の怪物。

　雄叫びを上げて大きく斧おのを振りかぶるミノタウロス。

　これも《風王甲冑ゼフアーメイル》なら弾き返せるかもしれないが、さすがに試すのは怖い。

「力ある跳躍を！」

　風精霊のランクＤ、《風の靴ウインドブーツ》。

　ソリスの足下に風が絡みつく。

　ミノタウロスの五メートルほど手前で思い切りジャンプ。

　浮遊感。

　ミノタウロスの見上げるような巨体も、大きく振り上げた斧のリーチも全て跳び越えて、一気に三姉妹へと距離を詰める。

　三姉妹の顔に驚きよう愕がくの表情が浮かぶ。

　ソリス、彼女たちを戦闘不能にすべく詠唱開始。

　と、ふと視界の端に、シズの姿が入った。

　相変わらずの無表情で何やら呟つぶやいている眼帯メイド。

（……呪文!?）

　その手には、ガラスのような透明な刀身を持つ小さな短剣があった。

　イヤな予感。

　だが、今相手にするのはシズではなく無防備な三姉妹。

　魔石を交換、唱えるは水精霊のランクＡ《水竜の息吹サンダーブレス》。

　人間相手なら確実に戦闘不能にさせられる強力な術。

　ミノタウロスがこちらを振り向くより早く詠唱完了。

「這はい蹲つくばらせよ!!」




「──散りなさい」




　ソリスの叫びと同時にシズは短剣に軽く口づけし、淡々と告げた。

　シズの短剣の刀身が白色の淡い光を放つ。

　ソリスの魔法杖ウイザーズロツドからは電撃を纏まとった無数の水の弾丸が三姉妹めがけて発射、

　されなかった。

「んなっ!?」

　驚きよう愕がくするソリスを、振り返ったミノタウロスが丸太のような腕で殴りつけてきた。

　咄とつ嗟さに再度大きく跳躍して回避しようとするも、

「──ッ!?」

　異様に足が重く感じてバランスを崩し、横に倒れてしまう。

　だが運良くミノタウロスの攻撃の回避には成功。

　慌てて足に目を向けると、纏っていた筈はずの《風の靴ウインドブーツ》が消えていた。

　と同時に倒れたとき痛かったという事実に気付く──《風王甲冑ゼフアーメイル》も消えている。

「な……！」

　動揺しながらも、とにかく逃げねばという本能に従ってミノタウロスの横をかいくぐりダッシュで逃げる。

　逃げた先には一体のマーチヘアが待ちかまえていた。

　咄嗟に攻撃魔法を詠唱、杖つえの先端の魔石に魔力が集まり、

「打ちのめせ！」

　……しかし、またも魔法は不発。

　まじまじと杖を見てしまったソリスの腹を、マーチヘアの拳が強かに打ち据えた。

「がはっ！」

　痛みに耐えながらもさらに逃げようとするソリスに、さらに別のマーチヘアやケットシーが群がり、好き勝手に攻撃を加える。

「ぐぁっ、ごっ、がっ、ぅがっ、ぎゃっ、ぁがっ！」

　殴られ、蹴けられ、裂かれ、制服は切り裂かれ、腕からは血、足からも血、のど元から胃酸がこみ上げ、あっという間に満まん身しん創そう痍いとなる。

　ミノタウロスが攻撃に参加していたら確実に死んでいた。

　恐らく牛子がミノタウロスの動きを止めているのだろう。

「もういい、還っとけ」

　ウサ子が呟つぶやくと、マーチヘア達の姿が霞かすみのようにかき消えた。

　ケットシー達は地面に這はい蹲つくばるソリスの周囲を囲み、ニヤニヤと笑みを浮かべている。

「……な、んで……」

　苦く悶もんの表情で三姉妹やシズの方を睨にらみ付ける。

「フラグメント№24《精霊王》。それがこの短剣の名前です」

「フラグ……メント……！」

　シズの言葉に目を見開く。

　シェンファの話ではフラグメントはそれぞれがまったく異なる効果を持っているということだったが、どうやら魔石以外の姿をしたものまであるらしい。

「……能力は『精霊魔法の無効化』。異界『精霊界』に存在する六種の精霊の動きを止めることが出来ます。あなたが精霊魔法科の首席だと聞いて念のためホーリーに送らせましたが、どうやら正解だったようですね」

「ったく、無粋な真似しやがって。これからオレの隠し必殺技でスゲエ召喚獣を出す予定だったのによお」

　ウサ子が不満げに言うとシズは淡々と、

「……『実は三つ子どころか姉妹ですらない、ただの他人の空似』という驚きの設定が裏社会でそこそこ有名なだけの二流事件屋チームのミシェル様に、そんな必殺技があったとは存じませんでした」

「ンだとこらぁ！」

「やめろミシェル。我らがまだ未熟なのは事実だ」

　牛子が止める。

「チッ、召喚系フラグメントを見つけたら真っ先にてめえをボコボコにしてやるから楽しみにしとけよ」

「ええ、早く新しいフラグメントを手に入れていただきたいものです」

　……そのまま仲間割れしてくれればいいのにとソリスは思った。

　もちろんそんなことにはならず、四人のメイドは未だ倒れ伏すソリスに目を向ける。

「さて、そろそろ諦あきらめていただけますか？」

「誰だれが……！」

　淡々と言うシズを睨み、痛む身体を強引に起こす。

　立ちあがらせまいと飛びかかってきたケットシーを杖つえで叩たたきつける。

「小動物虐待反対だにゃー」

　猫子がくすくすと笑う。

「……眼鏡くん。まさか杖だけで戦うつもりか？　子猫ならともかく、私のミノタウロスは叩いてどうにかなる相手ではないよ」

　憐あわれむような牛子の言葉には答えず、ソリスはじりじりと距離をとる。

　とりながら対策を考える。

　考えて、

　考えて、

　考えて、

　………………何も浮かばない。

　精霊魔法の無効化……そんなのどうしろと。

　またゲルニカが助けに来てくれないだろうか／アイザックがいれば確実に勝てるのに。

　そんな都合のいい妄想しか浮かばない。

　と、再びケットシーが飛びかかってきた。

　今度は十匹以上一斉に。

　反射的に呪じゆ文もんを高速詠唱、

「打ち砕け!!」

（しまった！）

　呪文の終了と同時に後悔──が、魔法はちゃんと発動した。

　不可視の風の弾丸がケットシーの群れを襲撃、次々に吹っ飛ばす。

「あれ……!?」

　怪け訝げんに思いながらソリス、今度は《水竜の息吹》をシズ達の方へと放つ。

　今回もちゃんと発動。

（なんだか解らないがよしっ！）

　思った瞬間、電撃を帯びた水の弾丸はシズから十五メートルほどの位置で霧散。

「……なるほど。それが《精霊王》の有効範囲ってわけか」

「その通りです」

　シズはあっさり頷うなずいた。

「ですが、それが解ったところでどうだと言うのですか？」

　ソリス思考──一瞬で一つのアイデアが閃ひらめく。

　が、

「……ちなみに、精霊魔法自体は無効化されても落石や火災など『魔法によって引き起こされた効果』は有効だ、というアイデアは捨てた方が宜しいかと」

「──ッ！」

　考えを先読みされ動揺する。

「……考えられる手段としては、《精霊王》の有効範囲外から攻撃魔法によって樹やこの寺院を破壊して付近にいる我々を攻撃、といったところでしょうか。ですがソリス様。寺院の中にはマシロ様がいるのですよ？」

　マシロは先ほどからずっと、縄を振りほどこうともがいたりソリスの方に近付こうとしている。どうにか立ち上がることは出来ても歩くことは出来ず、小さく飛び跳ねながら寺院から出ようにも入り口付近には見張り役のケットシーが数匹いたりする。

　両手両足を塞ふさがれていては、猫にすら抵抗することは難しい。

「く……」

　攻撃魔法を直接当てずシズ達にダメージを与えるには寺院を崩すしかないが、それをやると中のマシロまで生き埋めになってしまう。

　かといってこの境けい内だいには他に使えそうなものは何もない。

　風魔法で土や砂利を吹っ飛ばす……そんなことして何になる。

（……だったら、土や砂利のさらに下に埋まってるものを……）

　身震いし、それ以上の思考をやめる。

　あまり効果がありそうにないし。

「……店長、卑ひ怯きよう者ものですね」

「策士と言っていただけると嬉うれしいです」

　シズ、無表情のまま唇の端を吊つり上あげる。そして、

「……というわけでソリス様、そろそろ諦あきらめていただけませんか」

「断る」

　シズの言葉に即答。

「……貴方ほどの判断力の持ち主ならば、この状況がどうにもならないことくらい解っていただけると思うのですが」

「それでも断る！」

　もう二度と。

　どれだけ絶望的な状況であっても、諦めることだけは絶対にしないと誓った。

「……それに、別にどうにもならないわけじゃないさ」

「ほう？」

　シズが少し首を傾げる。

「このまま派手な魔法を使いまくっていたら、誰だれかが異変に気付いて警察を呼んでくれるかもしれない。そうなったら」

「そうはなりません」

　言葉を遮って断定された。

「警察は買収済みですので、余程派手に暴れなければここに警察は来ません。平和な街の警察はやる気がなくていいですね。ついでに言うならば、それでも警察が来るほど派手に暴れたら……そのときは私達だけでなく貴方の方も困るのでは？　奨学生のソリス様」

「……卑怯者ですね」

「策士とお呼び下さい」

　頰ほおを引きつらせるソリスに、眉まゆ一つ動かさずシズは返す。

「さて、いよいよ諦めていただけますか？」

「……断る」

「………………ふう」

　シズのため息が合図となり、三姉妹（実際は三姉妹ではないらしいがややこしいのでそのまま）が再び召喚獣を喚よび出す。

　これまで以上の大群。

「心が折れるまで攻めなさい」

「了解。いけ」「いきやがれ!!」「やっちゃうにゃー！」

　三人の号令と同時に、雄叫びを上げて迫り来る十体以上のミノタウロス、五十体以上のマーチヘア、数え切れないほどのケットシーの大群。

　ソリスは心に湧わき上がる絶望を堪えながら杖つえを握りしめた。





　　　†






　戦いは、傍はた目めにはソリスの方が優勢に見えるかもしれなかった。

　牛やウサギや猫の怪物を、ソリスの放つ攻撃魔法の数々がことごとく薙なぎ払う。

　三人の魔法陣からは間断なく召喚獣が出現し、それを片っ端から始末していく。

　……だが未だ、《精霊王》に対する有効な対抗策が思いつかない。

　こちらから攻めることが出来ない以上、敵の侵攻を食い止めるしかない。

（あの三人の魔力と体力が尽きるまで……！）

　三姉妹の顔には、召喚魔法の連発で疲労の色がうかがえる。

　だがそれ以上に、こちらの体力が危ない。

　マーチヘアとケットシーの群れに囲まれて袋だたきにされたときのダメージが残り、腕や足の傷から流れる血も止まらない。

　自分では判らないが、今のソリスの顔は蒼そう白はくだった。

　そんなソリスの様子に、寺院で囚われているマシロが暴れる。

　ソリスは気丈に笑いかける。

「……待ってろ、今、助けて……やる！」

　炎の竜巻が敵陣を焼き払う。

　炎に耐え進撃してきた怪物の群れに鎌かま鼬いたちの洗礼を浴びせる。

　それでも止められなかった一体のミノタウロスに、至近距離で自分の使える最強の攻撃魔法《闇禍への供物アビスゲート》を放つ。

　虚無の渦へと引きずり込まれ、ミノタウロスは跡形もなく消滅。

　……そこでついにソリスは地面に膝ひざをついた。

「ぐっ……くぅ……っ！」

　眩暈めまいがする──息ができない、吐き気がする、全身が痛い。

　それでも容赦なく敵の群れは迫る。

　魔法杖ウイザーズロツドを文字通り杖にして地面につき、身体を支える。

「……寄る者全て灼やけ……！」

《炎熱円陣ブレイズサークル》を発動、周囲から猛烈な勢いで炎が噴き出してソリスを守る。

　敵の侵攻が途絶えたところで再び膝をつき、今度はついに倒れてしまう。

　消える炎の壁、それでも右手は杖を握ったまま。

「はぁ……はぁ……はぁ……ッ！」

　立ち上がろうと、左手で地面を強く握りしめ…………何か乾燥したモノを摑つかんだ。

　……それは人の骨の一部だった。

　全身に鳥肌が立つぞく。

　三百年前の大戦で亡くなり、墓も建てられずにこの場所に埋められた数百の人々。

　ゲルニカと戦ったとき、彼女は魔法でここに埋まっている白骨を利用してスケルトンの軍団を作り出した。

　あの時の軍団は全てソリスが粉々に砕いたのだが、それでもまだ、この場所には骨が埋まっているらしい。

「これまでのようですね。諦あきらめていただけませんか？　さもなければ、あなたの死体が彼らと一緒に埋まることになりますが」

　シズの冷たい声。

「諦めないって……言ってるだろ……！」

　シズを睨にらみ、次いでマシロに視線を移し──……

「……へ？」

　思わず頓とん狂きような声を漏らしてしまう。

　マシロは例によって、両腕と両足を縛られたまま立っていた。

　立ったまま、その場を動こうとせず……身体を揺らしていた。

　ゆさゆさと……前後に勢いよく。

　それはまるで、立ち幅跳びや、フットボールのスローインや、フィッシングで釣り針を遠くに飛ばすときの動作を思わせて…………

　そう思った刹せつ那な、マシロは上体を一際大きく後ろに反らし、そのまま勢いよく頭を前方に突き出した。




　頭ず蓋がい骨こつがすっぽ抜けた。




「はあ!?」

　見張りのケットシーや周囲にひしめくマーチヘアの頭上を軽々と跳び越えて、ミノタウロスの身体の真横を抜けて、

　ころん。

　マシロの頭蓋骨は、ソリスの足下へと転がった。

「……あ、こういうことも出来るんだ……へー……」

　反応に困ったソリスはとりあえずそう言った。

　見ればシズや牛子達もソリスと同じくぽかんと呆あつ気けにとられている。

　と、そのとき空気の読めないマーチヘアが一体ソリスに躍り掛かる。

　慌ててマシロの頭蓋骨を拾い上げ、立ち上がりざまに攻撃魔法で撃退。

　そしてソリス、頭ず蓋がい骨こつをまじまじと見る。

　象ぞう牙げ細工のように白く輝く頭蓋骨。その中には大きな黒い宝石──フラグメント。

　……頭蓋骨は、ぴくりとも動かない。

　カタカタと顎あごを鳴らすことすらない。

　境けい内だいの中には頭部のない白骨死体、こちらも動かない。

「……愚かな。フラグメント《黄ヨ泉ミ》は胴体と頭部がくっついていなければ『生きたスケルトン』として活動することが出来ないというのに」

　我に返ったシズが淡々と言った。

「……あの、これってもう一度くっつければ活動できるようになるんですよね……？」

　ソリス思わず敵であるシズに尋ねてしまう。

「……その通りです」

　親切にも答えてくれたシズの言葉にとりあえず安あん堵ど。

「ったく……ほんとにマシロは……無茶ばかりするなあ」

　そしてソリス、シズをキッと見据える。

「……待ってろマシロ、すぐに元通り……って言い方も変か……どう言えばいいんだ、えーと……人間の姿に戻す元通りにするのはまだ難しいけど、まずは骸がい骨こつの状態に戻してやる」

　大きく深呼吸して目を閉じ……軽く頭蓋骨に口づけ。

　中のフラグメントが黒い光を放ち、膨大な魔力がソリスへと流れ込んで──……

　流れ込んで来ない。

（……ま、この可能性は考えてたんだけどな……）

　どうやら魔力増幅器ブースターとしての機能も停止しているらしい。

　せっかくのマシロの行動も、戦況を変える決め手にはならず。

　……とりあえず、首だけが人間に戻らなかっただけマシだと思っておこう。

「どうやら文字通り無駄骨だったようだね」

「ンだよびびらせやがって！」

「びっくりしたにゃー」

　牛子たちが口々に言って、再び召喚。

　マシロの頭蓋骨を抱きかかえ、走って彼女たちから距離をとるソリス。

「おや、逃げるのですか？」

　無感情なシズの言葉に足を止め、ソリスはキッと睨にらむ。

「……ああ、その通りだな。逃げてばかりじゃ駄目だ」

　高速詠唱──《風王甲冑ゼフアーメイル》を纏まとう。

「だから……終わらせてやる」

「……？」

　眉まゆをひそめるシズと三姉妹。

「……マシロの行動が無駄骨だって？　馬ば鹿か言うんじゃねえよ」

　ソリスは魔石を交換、緑シルフから黒へシエイド。

「無駄なんかじゃないさ……だって……覚悟が決まったから。この俺おれを本気にさせたんだぜ……これ以上ないくらいに凄すさまじい成果だ。今からそれを証明してやる」

　口の端を吊つり上あげるソリスに、ますます訝いぶかしげな顔をするシズ達。

「……マシロが無茶なことをやらかすたびに俺は思うんだ。絶対に助けなきゃって。マシロは絶対に、幸せにならなきゃいけないって」

　呻うめくように、囁ささやくようにソリスは告げる。

「そのためなら、俺はどんな無茶だってしてやる」

　精神集中──魔石が黒い輝きを放つ。

「……俺を助けるために自分の首をぶん投げてくるようなマシロの無茶苦茶さに比べたら……俺のやる無茶なんてたかが知れてるけどな……！」

　そしてソリスは詠唱を開始する。




「──仄カホノカに暗クラく／密カスカカに昏クラく」




　唱えるのは精霊魔法の中でソリスの魔力と最も相性がいい闇精霊シエイドの魔法──ではない。




「──あ￠るいは漆黒∝の曇天の中／ある§いは光差さ＃ぬ泥の中」




　魔力の質には個人差がある。それは主に遺伝によって決まる。

　精霊魔法の場合、ソリスの魔力は闇精霊と相性が良い反面、光精霊ウイスプとは非常に相性が悪く、実はキャロルのように光精霊のランクＡ魔法を使うことが出来ない。

　どれだけ練習してもランクＡの魔法を放つに足る光精霊が集まってくれない。

　生まれ持った素質を才能と呼ぶのなら、ソリスには間違いなく光魔法の才能が無い。




「──ひしめき／ひそ＄めき／きしめ‡き／ざわ＊めき／叫き／嘆き」




　その代わり、ソリスの血筋が与えてくれた絶対的な才能が一つ。

　とある魔法体系に特化した家系──アレクサンドロ家。

　イメージ的にも光に嫌われ闇に好かれることに大いに納得がいく、そんな魔法体系。




「──人なら¶ざる身に堕ち／な∮おも人たら∬んと欲す」




「……この奇怪な発音は……死霊術……？」

　シズの訝しげな声。




「──さればな∇んじに／いまひと％たびの救いを」




「ふむ……最近になって発見されたばかりの音が含まれているところを見ると、どうやらかなり新しい術らしいね。しかし……」

「なんで精霊魔道士の眼鏡くんが最新式の死霊術を使えるにゃ？」

（……こないだ他の娘が使ってるのを見たからだよ）

　牛子と猫子の疑問に内心で答える。

　しかし集中は崩さない。崩れない。

　踊りながらでも唱えられるくらい、この詠唱は身体に馴な染じむ。

　五年ぶりだというのに、今開いている異界は精霊界よりも心地がいい。




「──永えい劫ごうの闇やみ§より這はい出」




「なんかヤバそうだぜ！　行けウサギどもー！」

　ウサ子の命令で飛びかかるマーチヘアの群れ。

　ソリスに触れる前に、あらかじめ張っておいた風の鎧よろいに弾かれる。

　……杖つえの先端の魔石が輝きを増す。

　六種の精霊それぞれに明確な個性があるため魔石の種類で効果が大きく変化する精霊魔法と異なり、死霊術においては、基本的に魔石は単純に術者の魔力を増幅するための小道具に過ぎない。




「──暗あん澹たんの汚お泥でいより這はい出」




「……ソリス・アレクサンドロ……もしやソリス様、あなたはアレクサンドロ家の……」

（正解。やっぱり有名だか無名だかよく解らないな、俺おれの家って）

　数日前にヒカリが使ったのは、人形用、さらに非戦闘用にアレンジされた術だった。

　だから、これからアレンジし直す。




「──夢止〃まぬ探訪の願望／夢病み∮ぬ興亡￠双そう眸ぼう」




　言葉と、それに乗せる魔力を、目的に最適化。

　もともとこの世界にあった魂を利用するのに必要なのは、術者の魔力と精神それ自体。

　頭が軋きしむ。

　脳が……精神が食われるような独特の感覚。




「──信仰∝の糧を何‡に満みつ／侵攻の果て≡に何∂を観る」




　魂がおかしなモノに侵略される不快感に耐えながら、最後の言葉を解き放つ。

　三百年前、英雄ルザルカと共に魔王と戦った死霊術師デューマ・アレクサンドロ。

　彼の再来と期待された稀き代たいの才能が、五年の眠りを破りその力を解き放つ。




「──破れし誓いを我が手に捧ささげ!!　《屍骨騎士団ナイツ・オブ・ナイトメア》！！！！！！」




　天高くかざした杖つえの先端から、夜の闇やみを切り裂く黄金の光。

　次の瞬間、

「な……!?」「む!?」「あっ!?」「はにゃあっ!?」

　ソリスの周囲の土の中から……いや、この寺院の境けい内だい全体で土が盛り上がり、無数の風化した白骨死体が這はい出してきた。

　全身に黄金の光を纏まとう白骨死体の大群。

　腕や指や頭部など身体の一部の骨がなかったりヒビだらけだったり穴だらけだったり、どれ一つとして完全なものはないのに、その白骨死体達はそれぞれが神秘的とさえ言える圧倒的な存在感を放っていた。

　彼らは地の底から這い出すやいなや、その創造主たる死霊術師ソリスの方を向く。

　さながら、王の命めいを待つ騎士のように。

「……ぁ……ぅお……」

　無数の不気味な骸がい骨こつに見つめられ、ソリスは全身を硬直させた。

　マシロとの同居で骸骨は見慣れているとはいえ、やはり彼女だけが特別なのだ。

　マシロが（一応）復活した今でも、アンデッドの群れに食われかけたトラウマは拭ぬぐえず、自分が作り出したアンデッドでも容赦なくトラウマは脳内から掘り起こされる。

　恐怖心で頭が真っ白になる。

　そんなソリスをひたすら見つめ続ける骸骨達。

　恐怖、蓄積したダメージ、限界まで酷使した魔力と体力と気力。

　それらが相まって、ソリスの意識は遠のいていく。

　意識が完全に闇に落ちる直前、ソリスは最後の気力を振り絞って呟つぶやく。

「…………あとは……まかせた」





　　　†






　どさりと地面に倒れるソリス。

　からんと渇いた音を立てて転がる魔法杖ウイザーズロツドと頭蓋骨マシロ。

　一体の骸骨騎士が、恭しくその頭ず蓋がい骨こつを拾う。

　────『まかせる。』

　それは知能の低い普通のスケルトンやゾンビには絶対に通用しない命令だった。

　しかしソリスの作り出した黄金の骸がい骨こつ騎士達はちゃんと任された。

　主命を帯びた騎士の如く。

　骸骨騎士達それぞれの中に潜在的に宿る、ソリスの思考・経験・願い・目的。

　それらをもとに自分達が何をすべきかを判断。

「……！　迎撃を！」

　真っ先に我に返ったシズが三姉妹に命じる。

　三姉妹、それぞれ全力で大量の召喚獣を喚よび出す。

　骸骨騎士の数はせいぜい五十体。

　一人の術者が一度に作り出したにしては驚異的な数だったが、所しよ詮せんはスケルトン、召喚獣の敵ではない……。

　この場の誰だれもがそう思った。

　しかしそうはならなかった。

　真っ先に仕掛けたのは好戦的なマーチヘア。

　強きよう靱じんな脚で繰り出されるウサギの蹴けりを、骸骨騎士はなんと受け止め、そのままウサギの首根っこを摑つかんで投げ飛ばした。

　ウサギが飛んでいった先には別の骸骨騎士。

　派手に地面に落ちたマーチヘアを容赦なく踏ふみ潰つぶし、踏み潰し、踏み潰し、踏み潰し、踏ふみ潰つぶし、踏み潰し、踏み潰し、ついに弱々しく呻うめいてマーチヘアは消滅する。












　他のマーチヘアやケットシーも同じように次々に虐殺された。

　ミノタウロスは斧おので奮戦したものの、骸がい骨こつ騎士の集団はその巨体を周囲上下全方位から攻め、目や口、腹部など柔らかい部分を情け容赦なく恐ろしく効率よく攻めて攻めて攻めて攻めて攻めて攻めて攻めて攻めて攻めて攻めて攻めて攻め殺した。

　見る間に数を減らしていく召喚獣の軍勢。

「な、なんなのだこいつらは……！」

「えげつないにもほどがあるぜ……!?」

「こ、怖いにゃー……」

　召喚魔道士三姉妹が震え上がる。

　召喚獣の大群を全滅させたあと、骸骨騎士達は彼女たちに目を向けた。

「「「ひ……！」」」

　恐怖に身をすくめる三姉妹に躍り掛かる骸骨騎士達。

「殺される……！」

　だが、骸骨騎士達は、三姉妹の魔法杖ウイザーズロツドを奪い取ったあと。

　────びりっ。

　今度は彼女たちのメイド服を破った。

「きゃあああああああ!?」

　露わになる三姉妹の綺き麗れいな肌、三者三様の大きさの胸。

　興奮した様子も見せず、手早く作業的に三姉妹をひん剝むいていく骸骨騎士。

「な……」

　啞あ然ぜんとしてそれを見守るシズの前で、あっという間に全裸にされる三姉妹。

「こ、こんな恥辱は初めてだ……！」

「もういやだにゃー！」

「ちっくしょーっ！」

　全裸の三姉妹が全力で逃げていく。

　骸骨騎士達はそれを追わず、今度はシズの方に向き直った。

「ま、まさか私もあのような破廉恥な目に遭わせようと……!?」

　さすがに顔を引きつらせるシズ。

「……た、たしか以前ニカが、『高レベルのアンデッドになると作製者の知識や経験をある程度受け継ぐことさえ可能』とか言っていたような気がしますが……だとするとこの『手荒な真似をせず戦闘を終わらせる＝脱がす』という発想は……ソリス様……貴方はこれまでにどんな経験をしてきたのですか……！」

　寺院の中に撤退、首のない白骨死体マシロのさらに後ろまで下がる。

　建物の中に骸骨騎士達が入り込む。頭ず蓋がい骨こつを持った骸骨騎士がマシロの身体を縛る縄を切断し、頭部を元の位置に戻す。

　カラカラと音を立て、復活したマシロが立ち上がった。

【形勢逆転ですね】

　骸がい骨こつ騎士の軍勢を後ろに従えたマシロがノートをシズに突きつけた（頭部が分離して動けない状態でも意識はあったらしい）。

「……そのようですね」

　淡々とシズ。

【降参してくれますか？】

「はい。私の負けです」

　シズは拍子抜けするほどあっさり頷うなずいた。そして、

「……ソリス様にお伝えください。人格、能力ともに、あなたがフラグメントを所持するのに相応しい人間だと認めると。あなたならば、ハロルドのようにフラグメントの闇やみに吞のまれることはないでしょう、と」

　きょとんと首を傾げるマシロにシズは微苦笑。

「……まあ、最後はかなり反則気味でしたけど。少なくとも死霊術師として凄すさまじい才能を持っていることだけは把握できました」

【……もしかして店長さん、ソリスくんを試していたんですか？　ソリス君がしつこそうだから早めに潰つぶしておこうっていうのは噓うそ？】

「……不合格ならそのまま貴女を連れ去るつもりでしたが、まあテストだったということにしておいてください。こちらからマシロ様を狙ねらうことはもうありません。もっとも……ソリス様がフラグメントを求めるのなら、再びまみえることもあるかも知れませんが」

【わたしをもう狙わない……？】

「……貴女の中にあるフラグメント《黄ヨ泉ミ》……というか、蘇そ生せい系のフラグメントでは、私の目的は果たせませんので」

　そう言ってシズは不意に踵きびすを返す。

　暗い建物の奥に扉があり、そこから逃走。夜の闇へと姿を消した。

　あとに残されたのはマシロと骸骨騎士達、そして境けい内だいの中央に倒れるソリスだけ。

【すみませんが、今からソリスくんを起こすのでさよならしてくれませんか？】

　マシロが言うと、骸骨騎士達は一糸乱れぬ動きでソリスの身体を凝視。

　そして先日ソリスが喫茶店でやったのとそっくりに、執事のような優雅な一礼。

　戦いの場を与えてくれた王に感謝を捧ささげるように。

　直後、骨は光を失い、カラカラと音を立てて崩れる。

　ボロボロに風化した骨達は、そのまま白い砂すな嵐あらしとなって闇やみ夜よに消えた。








エピローグ







　寺院での戦闘が終わったあと。

　人気のない通りを一人、眼帯を付けたメイドが歩く。

「……とりあえずホーリーには『件くだんのスケルトンは、名門アレクサンドロ家の天才的な死霊術師であるソリス・アレクサンドロが独自に作り出したもので、フラグメントとは無関係でした』とでも言っておけば問題ないでしょう……。……ロジャーの処分も保留、契約通りのお金を支払う、と。ニカが喜んでくれるといいのですが……。……アンジェラス三姉妹は……少なくともメイドとしては有能でしたのでそのまま契約続行、と。彼女達がそれを望むかはわかりませんが……というか裸のままでどこへ行ったのですかあの人達は……。できれば『ストロベリーフィールド』の経営を任せたかったのですが……むう……やはりあの素敵なお店を手放すのは惜しいですね……動物メイド喫茶……我ながら素晴らしいアイデアでした……ソリス・アレクサンドロ本人がバイトに来たのは誤算でしたね……まあ、あの娘と顔を合わせなかっただけでもよしとしますか……」

　考えていることをぶつぶつ呟つぶやきながら歩くシズ。

　そこへ突如、

　ぱしゃ。

　いきなり真後ろから、大量の水を浴びせかけられた。

　……いや、水？　なんかネバネバする。

「何者ですか……！」

　シズが振り返る──と同時に、彼女の着ているメイド服が見る間に溶けていく。

「な!?　きゃっ、ええっ!?」

　顔を真っ赤にして両手で胸を押さえるシズの前に、一人の少女が歩いてきた。




「くっくっく、久しぶりだな、カイゼル」




　彼女──シェンファは、かつてシズと彼女が同じ孤児院にいた頃ころの名前でシズを呼んだ。

　カイゼル。

　それはかつて魔道士ハロルド・ファウストのもとで助手として、同時に彼の孤児院で母親や姉のような存在として働いていた、彼の実子の名前だった。

　ゲルニカが『自分達の依頼人』として挙げた名前でもある。

「シェンファ！　悪戯いたずらが過ぎます！　なんですかこの水は……！」

「ついさっき手に入れた異界生物の粘液だ。繊せん維い質を溶かす効果がある。『脱がせ液』と私は呼んでいる。面白いだろう？」

　ほぼ全裸になってしまったシズに、意地の悪い笑みを見せるシェンファ。

「……相変わらず腹の立つ子ですね。少しはニカの可愛らしさを見習ったらどうですか」

　引きつった顔のシズに、

「貴様も相変わらずのようだなカイゼル」

「……今はシズと名乗っています」

「……ふん、カイゼルkaiser……シーザーCaesar……シズ、か。名前を変えたところで、やっていることは昔と同じではないか」

「同じではありません。父様とは目的が違います」

「ふん、金にモノを言わせてフラグメントを集めているのはハロルドと何も変わらないように見えるが？　どうせ秘密基地で人体実験でもやっているのだろう？」

　露骨な敵意を浮かべて嘲ちよう笑しようするシェンファに、シズは激げつ昂こう。

「人体実験など！　私は父様とは違います！」

「ふん、どうだか」

　あくまで敵意を向け続けるシェンファに、シズは少し寂しげな顔をした。

「……まあ、貴様が何をやろうと知ったことではないが……これ以上私の庭で好き勝手暴れるようなら、貴様をここで殺すぞカイゼル」

　冷たい眼のシェンファに、シズも無表情に戻り、

「……ご安心を。あのスケルトンにはもう用はありませんから。……いえ、最初からフラグメント《黄ヨ泉ミ》になど用はなかったのですが」












「……だったら何故わざわざこの街にやって来た？」

「可愛い妹の住んでいる街や周りにいる人間を一度見ておきたかったのです……と言ったら信じていただけますか？」

「そうか。だが私はカイゼルねえさまの顔など見たくもなかったな」

　するとシズは微かに笑みを浮かべた。

「まだ私をねえさまと呼んでくれるのですね、シェンファ」

　シェンファは少し顔を赤くして、

「こ、言葉のあやだバカめ！」

「……ツンデレですか？」

　シェンファはさらに顔を赤くして、大声で叫んだ。

「きゃー、変質者ー！　露出狂の女がいるー！」

「な……！　あ、あなたがやったのでしょう!?」

　怒りと羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にするシズ。

「知らんなあ。私に解るのは、ここに全裸の痴女がいるという事実だけだ」

「くっ！　誰だれが痴女ですか誰が！」

　シェンファの悲鳴を聞きつけて、人の声と足音が近付いてくる。

「覚えていなさいシェンファ！　あとでお尻しりぺんぺんですからね！」

　捨て台詞を残し、全裸のシズは走って逃げていく。

　十メートルほど離れたところで振り返り、

「私は必ず、貴女を助けます！」

　……シズの姿が見えなくなり。

　シェンファは拗すねたように呟つぶやく。

「……いつまでも保護者気取り。ねえさまのそういうところが嫌いなのだバカめ」





　　　†






　ソリスが目を覚ますと、眼前に頭ず蓋がい骨こつがあった。

　夜道でマシロにお姫様だっこで運ばれている。

　幸いにして周囲に人はいないものの、恥ずかしすぎる。

「……降ろしてくれ」

　赤面して頼むソリスに、マシロはカタカタと笑って降ろした。

「……えーと……」

　記憶を辿たどる。

「マシロがこうして無事にいるってことは……そっか、スケルトンの連中、上手くやってくれたんだな」

【はい。皆さんとっても強かったですよ。エッチで外道でしたけど】

「……？」

　意味が解らず首を傾げる。エッチで外道？

（まあいいか……）

　よくないような気もするが、上手くいったということだけで十分だ。

　正直、あれはイチかバチかの賭かけだった……賭けのつもりだった。

　だが、いざ死霊術の呪じゆ文もんを唱え始めたその瞬間から、上手くいかないかもしれないなどという不安は跡形もなく霧散してしまった。

　五年のブランクなど存在しないも同然だった。

　物心ついた時から触れてきた死霊術。

　アンデッドに食われかけたトラウマがいつまで経っても拭ぬぐえないように、死霊術もまた、心と身体に染み付いているらしい。

　因果なものだと、ソリスは深々とため息を吐いた。




　……アパートに戻る道すがら、マシロにシズからのメッセージを聞かされる。




「……俺おれを試していたって言われてもなあ……まあ、あの人の言葉を信用するなら、とにかくこれでマシロを狙ねらってくる奴らはいなくなったってことかな」

　だとしたら。

「……だとしたら、フラグメント探索の障害が一つ減ったってことになるな。これからはもっともっとフラグメント探しを頑張らないと」

　笑みを浮かべるソリス。

　マシロは無言で、その横顔を見つめる。

　と、そのとき。

　ぱき。

　ソリスの手元で軽い音。

　さらに立て続けに、パキパキパキパキパキパキパキパキ────……。

「な……んなあっ!?」

　悲鳴を上げるソリス。

　魔法杖ウイザーズロツドが、再び軽快な音を立てて粉々に砕けてしまった。

　セットしてあった黒い魔石が、からんと音を立てて地面に転がる。

「……ぁが……ぅ……」

　あまりのショックに、その場で膝ひざをついてうなだれる。

「……か、買ったばっかりなのに……そんな、アホな……」

　泣きたくなった。

　理由は間違いなく、さっきの死霊術《屍骨騎士団ナイツ・オブ・ナイトメア》だろう。

　自分の全魔力を捻ひねり出だして使った、恐らくランクＳに相当するオリジナル魔法。

　杖つえにかける負荷は、フラグメントでパワーアップしたランクＡの精霊魔法をも超える。

「ま、また買い直さないといけないのか……三日後に奨学金が入るとして……その金とこれまで稼いだバイト代から三日分の生活費を引いた額を足して…………」

　とりあえず、またしても全財産が消えることは確実だった。

「はあ……明日からまたバイト頑張らないと……って！」

　重大なことに気付く。

「店長達がいなくなったら、『ストロベリーフィールド』はどうなるんだ!?　あんな美味しいバイト他にないぞ……！」

【ちゃんと他の人に引き継がれるんじゃないでしょうか……多分。分かりませんけど。あと、お給料がそのままかどうかも……】

　マシロの言葉にさらに泣きたくなる。

「……あー……ほんとに、うまくいかねえ……」

　がっくりと肩を落とし、よろよろと歩き出す。

　そんなソリスにマシロが言う。

【ソリスくん、焦らずのんびりいきましょうよ】

「焦らずのんびり、ねえ……」

　マシロのために頑張ってるんだけどな……と、少し不満を覚えた。

　ちょうどそのとき、プールを建設中の工事現場の前に差しかかった。

　夜なので当然既に作業員達の姿はない。

　ふと、ロジャーのことを思い出す。

　スケベで怠け者で事件屋として三流で短足で顔もあまり宜しくない、エリートのソリスとは正反対で、人生の最底辺を突っ走る駄目なおっさん。

　それでもロジャーは下品に笑う。そしてゲルニカを笑顔に出来る。

　ソリスはマシロの顔を見た。

　……自分は、マシロを笑顔に出来ているだろうか？

　ひたすらがむしゃらに足あ搔がき続ける自分の姿は、彼女を笑顔にしているだろうか。

　骸がい骨こつなので、マシロが今どんな顔をしているかは判らない。

「…………」

　なんとなく空を見上げると、無数の星々が瞬いていた。

　綺き麗れいだと思った。

　同時に、星空を見上げる余裕すらなくなっていた自分に気付いた。

「……来週は、どっかに遊びに行こうか。フラグメントの探索とかそういうのなしで」

　なんとなく言ってみた。

　するとマシロ、じっとこちらを見つめてきた。

【どうしちゃったんですかソリスくん……!?】

「どうしちゃったって……別にどうも。たまにはそういうのも悪くないかなーってなんとなく思っただけだけど」

【行きましょう！】

　力強い字でマシロがノートを突き出してくる。

「わ、わかったよ。そんな近づけなくても読めるから」

　苦笑するソリスにマシロは小躍りしながら、

【ソリスくん、わたし、お花見に行きたいです】

「……花見って……」

　故郷レンデアでは、春に桜が咲くとみんなで出かけて酒を吞のんだり美味しいものを食べたりして騒ぐ風習がある。

「桜なんてもう散ってるぞ？」

【じゃ、普通にピクニックで！】

「……どっかいい場所あるかなあ。メイにでも聞いておくか」

【それがいいです。メイちゃんやヒカリちゃんや会長さんたちも誘って、みんなでお出かけしましょう】

　ソリスしばらく考え、

「……ま、そういうのもいいかな」

【はい、いいんです！】

　はしゃぐマシロの姿に、ソリスの顔にも自然と笑みが浮かぶ。

　それはマシロがこの街にやってきてから──いや、ソリスがこの街にやってきてから初めて浮かべるような、心の底から安らいだ表情だった。





（終わり）










あとがき







　今回のテーマは『現実』です。裏テーマは前と同じです。多分次回もそうです。

　えー、『現実』だなんて大袈裟なことを言っていますが、ぶっちゃけてしまえば「ファンタジー世界だろうと、生きていくためにはお金がかかる」ということです。ゲームでＲＰＧをやる人は多分解るかと思いますが、ほとんどのＲＰＧでは物語上特に倒す必然性のない敵を倒してお金を稼ぐ必要があります。装備やアイテムを買わなければ強敵との戦いに勝てませんし、宿屋に泊まって体力を回復することも船に乗って目的地に行くことさえ出来ません。世界を救うような連中でさえそうなのですから、（多少学校の成績がいいとはいえ）ごく普通の学生であるソリスなら尚更お金には苦労します。

　ゲームではない壮大なスケールの冒険小説などでは、物語を進めることが優先されて「ザコモンスターを倒して地道にお金を稼ぐ」といった小さなお話はカットされてしまうことが多いのですが、ソリスという一学生を主人公にした学園ラブコメである本作では、そういう小さなお話も、『賢者の石』といった大きな物語と対等に扱おうと考えています。

　ソリス本人からすれば、「マシロを人間に戻す」という目的も、「アルバイトしてお金を稼ぐ」という目的も、「他の女の子に迫られちゃってさあ大変！」というハプニングも、どれも全力をもって立ち向かうしかない強敵です。だからこそ、現実に生きる僕たちと同様に、お金とか人間関係とかいろいろ悩みが多い世界に生きているソリスには、「こんなことやってる場合じゃないのになあ」とか「なんか世の中思うようにいかないなあ」とか「お金欲しいなあ」なんて愚痴をブツブツ言いながらも、なるべくなら楽しく、余裕をもって一つ一つの問題をクリアしてもらいたいなあと思っています。大きな（そして結構シリアスな）物語が終わったときソリス達が本当に幸せになれるかどうかは、きっと一見バカバカしくてどうでもいいような出来事の積み重ねにかかっているのだと僕は思います。

　……今回は少し真面目なあとがきになってしまいました。本編は今回も基本的に脱いだり脱がせたりの頭が悪いお話ですので、なんかお菓子でも食べながらソリスや他の登場人物たちのお馬ば鹿かな日常を眺めてやっていただければ幸いです。

　以下、謝辞です。

　イラスト担当のじろうさん、担当のＫさんをはじめ、この本に関わった全ての人達に心から感謝を。何より、限りあるお金の使い道にこのシリーズを選んでくださっている読者の皆さんに最大級の感謝を。これからも全力で頑張りますので応援よろしくお願いします。





二〇〇七年十一月下旬




平ひら坂さか読よみ






　追伸　そういえば著作内で紹介するのをずっと忘れていたのですが、ちょっと前からホームページを細々と運営しております。特に面白いものなどはありませんが、気が向きましたら遊びに来てくださいませ。「平坂読」で検索すれば出てくると思います。








おまけ







「くくく、もう逃げられないぞニカ」

「うう……」

　夜……明かりのないトリス学院中央棟一階の廊下の隅に、全裸の幼女が二人いる。

　２巻プロローグｐａｒｔⅢ、ゲルニカがシェンファにアレげなことをされているシーンの直後。

　シェンファの魔の手から一度は逃れ、風ふ呂ろ場ばを飛び出したゲルニカだったが、しつこく追いかけてくるシェンファによってついに廊下の端まで追いつめられてしまった。

「うう……ね、ねえさまといえどこれ以上の狼ろう藉ぜきは許しません！」

　身体を隠すようにうずくまりながら叫ぶゲルニカ。

「くくく、そう恥ずかしがるな……」

「本当に許しません！　み、見ないでください……！」

　今にもマジ泣きしそうな様子のゲルニカに、シェンファは怪け訝げんな顔。

「……ふむ。何故そこまで嫌がるのだ？　貴様はそんなにも綺き麗れいだというのに」

　するとゲルニカ、俯うつむいて小声で、

「……綺き麗れいなどではありません。私の身体は……」

　その時窓から月明かりが差し込み、ゲルニカの身体を照らした。

　手では隠しようもない太ももや腹部に、明らかに最近のものではない痣あざや傷跡。




「あ、なるほど、そんなのを気にしていたのか」




　あっさりした口調でシェンファは言った。

「そ、そんなのとは何ですか！」

　激げつ昂こうするゲルニカに、シェンファなおも気軽に、

「痣や傷跡を消せばいいのだな？」

「そ、そんな簡単に言わないでください。五年分の傷を消すなど……」

「私を誰だれだと思っている。白魔法の導師だぞ。その証拠に、私の身体に解剖のあとなどないだろう？」

　シェンファ腕を大きく広げ、くるっと回って全身を見せつける。

　月光に照らされた彼女の肢体は完かん璧ぺきなほどに美しく、まるで月の妖よう精せいのようだった。

　シェンファは微笑み、そして目を閉じ集中。

　金色の優しい光がシェンファの右手から浮かび、ゲルニカの身体を包んだ。

　……本当にあっさり、ゲルニカの至る所にあった傷跡は消えた。

　立ち上がり、信じられない表情で自分の全身を見回すゲルニカ。

「……医療用の魔道具どころか杖つえさえ使わずに……さすがねえさま……これで……これで念願の……ロジャーと一緒にお風ふ呂ろに……」

「くくく、見直したかニカ」

「……はい。素直にお礼を言いましょう。ですが不思議なものですね……忌み嫌っていた傷跡が消えてせっかく綺き麗れいな身体になったというのに、少しだけ寂しい気もします。忌まわしい記憶もまた、私には大切な思い出の一つだったのかも……」

「くっくっく、心配するなニカ。この私が今すぐに貴様の身体に新しい痕思い出を刻んでやろう！　そう、まずはおっぱいにチュウのあとだ！」

　ゲルニカの感傷など粉々にぶち壊し、シェンファがニカに飛びかかる。

「ちょっ、ねえさま!?　やめ、せ、せっかく見直したのに、やぁ、やめて、やめてくださいねえさま、あっ、あっ、やっ、あっ、やあああああああああああああああ!!」

　夜の廊下に、幼女の悲鳴が響き渡る。

「はぅぅ……くぅ、このような、恥辱……いつか絶対、絶対に復ふく讐しゆうして……」

「くくくくく、くははははははははははははははははは！！！！！！！！！！！」
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